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駒
澤

大
學

佛
教
學
部
論
集
第
十
二

號
　
昭
和
五

十
六

年
十
月

惠

听
本

『

六

租
壇

經
』

の

研
究
（

續
）

ー
1
定
本
の

試
作
と

敦
煌
本
と

の

對
照

石

井

六

八修

道
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再
校
に

當
り
て

　
こ

の

「

惠
听
本
『

六

祗

壇
經
』

の

研
究
（

續
）

1
定
本
の

試
作
と
敦
煌
本
と
の

封
照
」

は

「

駒
澤
大

學
佛
教
學
部

論
集
」

第
一
一

號
（

昭
和
五
五

年
一
一

月
）

に

續
く

も
の

で

あ
る

。

こ

の

惠
听
本
『

六
祀

壇
經
』

卷
下
は

初
校
を
す
で

に

終

え
て

い

た

も
の

で

あ
る

が
、

紙
數
の

關
係
等
に

よ

り

本
號
に

掲
載
さ

れ
る
こ

と

に

な
っ

た
の

で
、

最
初
の

餘
白
に

い

さ
さ
か

感
想
を

記
し

た
い

。

　
私
は

昭
和
五

五

年
度
の

短
大

佛
教
科
の

授
業
で
、

寛

永
八

年
本
の

壇
經
を
テ

キ

ス

ト

と
し

て

演
習
し
た

。

一

方
、

佛
教
學
部
の

中
國

禪
宗
史
を

專
攻
し

た
い

と
い

う
學
生
と
『

景
徳
傅

燈
録
』

を
演
習
し

て

い

た

が
、

そ

れ

ら

の

學
生
に

「

壇
經
を

讀
ん

だ
こ

と
が

あ
り
ま

す
か
」

と

聞
い

た

と

こ

ろ

「

授

業
に

な
い

か

ら

讃
ん

だ
こ

と
が

な
い
」

と

答
え
た

。

私
は

」

壇
經
を
讀
ま

な
い

な
ら
ば

、

中

國
禪
の

文
獻
と
し

て

そ
の

外
に

何
を

讀
み

ま

す
か
」

と

聞
い

た
け

れ
ど
も

、

積

極
的
な

答
え
は

な
に

も
聞
か

れ

な
か
っ

た
。

今、

再
校
を

前
に

し
て

そ
の

時
の

こ

と
が

し

き
り
に

思
い

出
さ

れ
る
の

で

あ
る

。

　
道一
兀弸
稈

師
は

『

正

法
眼
藏

行
持
』

に

六
射
凪

慧
能・
を

、

　
　
　
六

祗
は

新
州
の

樵
夫
な

り、

有
識
と

稱
し

が

た

し
。

い

と

け
な

く
し
て

　
　
父
を

喪
す

、

老
母
に

養
育
せ

ら

れ
て

長
ぜ
り

。

樵
夫
の

業
を

養
母
の

活
計

　
　
と

す
。

十
字
の

街
頭
に

し

て
一

句
の

聞
經
よ

り
の

ち
、

た
ち

ま
ち
に

老
母

　
　
を

す
て

て

大

法
を
た
つ

ぬ
。

こ

れ

奇
大
の

大

器

な

り、

拔
群
の

辧
道

な

　
　
り

。

斷
臂
た

と
ひ

容
易
な
り
と

も
、

こ

の

割
愛
は

大
難
な
る

べ

し
、

こ

の

　
　
棄
恩
は
か

ろ

か

る

べ

か

ら

ず
。

黄
梅
の

會
に

投
じ
て

、

八

箇
月
ね
ぶ

ら

ず

　
　
や

す
ま

ず、

晝
夜
に

米
を

つ

く
。

夜
牛
に

衣
鉢
を

正
傳

す
。

得
法
已

後
、

　
　
な
ほ

石
臼
を

お
ひ

あ
り

ぎ
て
、

米
を
つ

く
こ

と
八

年
な
り
。

出
世
度
人
説

　
　
法
す
る

と
も

、

こ

の

石
臼
を

さ
し

お

か

ず
。

希
世
の

行
持
な

り
。

と

述
べ

ら

れ
る

。

授
業
の

開
講
と
は

關
係
な
く
、

奇
代
の

大
器
で

あ
る

六
祗
の

拔
群
の

辮

道
を
學
ぶ

た

め

に

是

非
多
く
の

學
生
が

『

六
祺

壇
經
』

を
讀

ま
れ
る

こ

と

を

願
う
も
の

で

あ
る

。

　
な
お

最
近
の

研
究
で

あ
る

柳
田

聖
山
先
生
の

「

敦
燒
本
『

六

租

壇
經
』

の

諸

問
題
」

（

「

講
座
敦
煌
8
『

敦
蝗
佛
典
と

禪
』

」

所
收
　
大

東
出
版
肚
　

昭
和
五

五

年

＝
月
）

は
、

壇
經
研

究
に

有
意
義
な
示
唆
を

興
え

ら
れ

る

論
文
で

あ
る

こ

と
を

付
記
し

て

お

こ

う
。

　
　
一

九
八
一

・

九
・

二

三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
に

て

し

る

す
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三

五

　
卷
下
の

首
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

31
）

　
六

組

壇
經
卷
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ネ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

依

眞
小
師
畠
州
羅
秀
山
惠
進
禪
院

沙
門
惠
听

述

＊

六

租

壇
經
卷
下
11
齠
州
曹

溪
山
六

祀
師
壇
經
卷
下
（

金
）

11
韶
州
曹
溪
山
六
組

師
壇
經
下
（

大
）

。

＊

依
眞
小
師
醤
州

羅
秀
山

恵
進
禪
院
沙
門
惠
听
述
n
ナ

シ

（

金
）

（

大
）

（

興
）

（

寛
）

。

N 工工
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六

祺
壇
經
卷
下

依

眞
の

小
師
塋
州

羅
秀
山

惠
進
禪
院
の

沙
門
惠
听
述
ぶ

。

三

六

　
目

録
（

下

卷
）

Kom 三1z 三1w 三1　 Umversrty

±＋ 九 八 七 s2
、　 　　 、 　 　　 、 　　 　 、　 　　 、

＊

蜜
”

密
（

大
）

。

以

下
同

。

＊

現
ー1
問
答
功
徳
及
（

興
）

（

寛
）

。

＊

〈
武

帚
問
功
徳
附
＞

1ー
ナ

シ
（

興
）

（

寛
）

。

シ
（

底
）

。

＊

十
挫
ナ

シ

（

底
）

。

＊

曾
11
鱈
傳
法
（

興
）

（

寛
）

。

＊

〈
示

寂
年
月

附
V1
ー

ナ

シ
（

興
）

（

寛
）

。

惠
听
本
『

六

租

壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石
井
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

説

摩
訶
般
若
波
羅
蜜
門

。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　ロ
　
　
　
　
　

ネ

　
　
　
ホ
　
　
　

　
　

ネ

現
西
方
相
状
門

。

〈
武
帝
問
功
徳

附
。

〉
。

諸
宗
難
問
門

。

　
　
　
　
　
　
ホ
　
　

南
北
二

宗
見
性
門

。

　
　

　
　
ホ

　ロ
　
　
　
　
　
ホ

教
示
十
僣
門

。

〈
示
寂
年
月
附

。

〉
。

　
　
　
　
　
　
　
＊

問
U
ナ

シ

（

大
）

。

＊

附
1ー
ナ

シ
（

金
）

。

十
一 十 九 八 七

＊

性
1ー
ナ

麾
訶
般
若
波
羅
蜜
を
読
く

門
。

西

方
の

相
状
を

現
わ

す
門

。

〈
武

帚
、

功
徳
を

問
う

を

附
す

。

V
。

諸
宗
の

難
問
す
る

門
。

南
北
の

二

宗
、

見
性
の

門
。

十
億
に

教
示
す
る

門
。

〈
示
寂
の

年
月
を

附
す

。

〉
。

六

九
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惠
听
本
『

六

祺
壇一
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石
井
）

三

七

　
般
若
波
羅
蜜
の

法

（

26
）

　
今
既
自
歸
依
三

寳
。

總
各
各
至
心

。

與
善
知

識
、

読
摩
訶

般

若

波
羅
蜜
法

。

善
知
識
雖
念
不

解
。

惠

能
與
説、

各
各
聽

。

摩
訶
般

若
波

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
（

到

彼
岸
）

羅
蜜
者

、

西

國
梵
語

、

唐
言
大
智
惠
彼
岸
到

。

此

法
須
行
、

不

在

口

（

念
）

。

口

念
不

行
、

如
（

幻
）

如
化

。

修

行
者
法
身
與
佛
等
也

。

何
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
（

空
）

　
°

摩
訶

。

摩
訶
者
是
大

。

心
量

廣
大
、

獪

如
虚

空
。

莫
定
心

坐、

帥
落
無

（
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

河）

既
空

。

（

虚

空
）

能
含
日

月

星

辰
・

大
地

山
何
・
一

切

草
木
・

惡
人
善

人
・

悪
法
善
法
・

天
堂
地
獄

、

盡
在
空

中
。

世
人

性
空
、

亦
復
如
是

。

総 靈善
鎗 騾
3 探 IL

c

無 幻 シ

紬 璽

攀難粤
寅霙圭
磊塁些

　 蓄 寛 只

　 。
％ 魯

襁 ぎ
　 ナ ｝1 °

崖蟹蠡
　

゜

下 u
　 ＊ ニ ナ

　 喩 丁 シ

奘讙
窄葱蠶

　 ナ 玉
゜

　 シ の

穫
範

　 0 　 　 0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
し

　
し

ん

　
「

今、

既
に

自
ら

三

寳
に

歸

依
す

。

總
て

各
各
至

心
に

せ

よ
。

善
知

識
の

た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ

と

與
に

摩
訶
般
若
波
羅
蜜
の

法
を

説
か

ん
。

善
知
識
は
、

念
ず

と

雖

も

解
ら

七

〇

（

33
）

　
七
、

説

摩
訶
般
若
波
羅
蜜
門

。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　

　
師
言、

善
知
識

、

既
識
三

身
佛
了

。

更
爲
善
知
識

、

説
摩
詞

般
若
波

　
ロ
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　ロ

羅

蜜
法

。

各
各
至
心

諦
聽

。

世
人

終
日

口

念
本
體

、

不

識
自
性

。

獪
如

　
ぷ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
み

誦
食

。

口

但
説

空
、

萬
劫
不

得
見
性

。

某
甲

與
説

、

善
知
識

、

摩
訶
般
若

波

羅
野
是
梵
語

、

此
言
大

智
憙
到
彼
岸

。

此

須

心
行

、

不

在
口

論
。

口

　
　
　
　
　
　
　

念
心

不

行
、

如
幻
如
電

。

口

念
心

行、

副
心
口

相
應

。

本
性
是
佛

、

離

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

性
無
別

佛
。

何
名
摩
訶

。

摩
訶
是
大

。

心

量
獪

如
虚
空
、

無
有
邊
畔

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亦
無
方
圓

大
小

、

非
青
黄
赤
白

、

亦
無
上

下
長
短、

無
嗔
無

喜、

無
是

無
非

、

無
善
無

悪
、

無
有
頭
尾

。

諸
佛

刹
土
、

蠱
同

虚
零

。

世
人
妙
性

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

本
空、

無

有
一

法
可
得

。

喩

此
大
空

、

自
性
眞
空

、

亦

復
如
是

。

善
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

識
、

今
聞
某
甲
説
空

、

便
卿
著
空

。

第
一

莫
著
空

。

若
空
心

淨
坐

、

印
落

無
記
空

、

終
不

成
佛
法

。

善
知
識

、

世
界
虚
空

、

能
含
萬
物
色

象
。

日

月

星

宿
・

山

河
泉
源
溪

澗
・
一

切

樹
木

・

惡
人

善
人

・

惡
法
善
法
・

天

堂

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ

地

獄
・

一

切
大
海
・

須
彌

諸
山

、

總
在
空

中
。

世
人

性
空

、

亦
復
如
是

。

　
＊

食
11
食
不

飽
（

興

×

寛
）

。

某
甲
與

説
11
絡
無

有
盆
（

興
）

（

寛
）

。

＊

読
11
念

　
　
　
　
　
　
　
＊

量
11
量
廣
大
（

興
）

（

寛
）

。

＊

小
口
少
（

底
）

。

＊

非
11
亦

非

　
　
　
　
　
　
　
＊

著
空
11
空
（

底
）

（

金
）

（

大
）

。

＊

淨
11
靜
（

興
）

（

寛
）

。

＊

復

　
七

、

摩
訶

般
若
波
羅
蜜
を

説
く

門
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　

お

わ
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
た

め

師
言

く
、

「

善
知

識
よ

、

既
に

三

身

佛
を

識

り

了
る

。

更
に

善
知
識
の

爲

ま

　

か

　

は

ん

に

や
ば

　
ら

　
み

っ

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
た

い

ち
よ

う

　

　

　

　

　

　
　

　

　

ひ

ね

に

摩
訶

般
若
波
羅
蜜
の

法
を

読
か

ん
。

各
各
至
心
に

諦
聽
せ
よ

。

世
人
は

終

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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ず
」

。

「

惠
能

、

與
に

読
か

ん
、

各
各
聽
け

。

摩
訶
般
若
波
羅
蜜
と
は
、

西
國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ぺ

か

の

梵
語
な
り

、

唐
に

は

大

智
惠
到
彼
岸
と

言

う
。

此
の

法
は

須
ら

く

行
ず
ぺ

し
、

口

に

念
ず
る

に

在
ら
ず

。

口

に

念
じ

て

行
ぜ
ざ

れ
ば

、

幻
の

如
く

化
の

如
し
。

修
行
と
は

法
身
と

佛
と

等
し

き
な
り
。

何
を
か

摩
訶
と

名
つ

く
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　

く
う

摩
訶
と
は

、

是
れ

大
な
り
。

心

量
は

廣
大
な

り、

獪
お

虚
空
の

如
し
」

。

「

心

　
　
　
　
　
　
　
　

な
か

　
　
　
　
　
　
　

む
　
き
　
く
う
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
よ

を

空
じ

て

坐
す
る

こ

と

莫
れ

、

即
ち

無
記
空
に

落
ち
ん
」

。

「

虚
空
は

能
く
日

月
星

辰
・

大
地

山
河
・
一

切
の

草
木
・

惡

人
善
人
・

惡
法
善
法
・

天
堂
地

獄

　
　
　
　
こ

と

こ

と
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
ま

を

含
ん
で

盡

く
空

中
に

在
り

。

世
人
の

性
の

空
な

る

も
、

亦
復
た

是
の

如

し
」

。

も
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
な

　
　
　

じ

き

　
　
と
な

日
口

に

本
體
を
念
じ

て

自
性
を

識
ら
ず

。

獪
お

食
を

誦
う
る

が

如
し

。

口

但

　
　
　
　
　
　

ま
ん

こ
う

だ

空
を

説
く

も、

萬

劫
に

も

見

性
す
る

こ

と

を

得
ず
」

。

「

某
甲、

與
に

説
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

こ

　

　

だ
い

ち

え

と
り

ん
、

善
知
識
よ

、

摩
訶
般
若
波
羅
蜜
は

是
れ
梵
語
な

り、

此
に

は

大
智
恵
到

ひ

　
が

ん

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
す
べ

か

彼
岸
と

言
う
。

此
れ
は

須
ら

く
心
に

行
ず
べ

し
、

口

に

説
く
に

在
ら

ず
。

口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

な

ず
ま

に

念
じ
て

心

に

行
ぜ

ざ
れ
ば
、

幻
の

如

く

雷

の

如
し

。

口

に

念
じ

て

心
に

行
ぜ

ば、

即
ち
心
と

口

と

相
い

應
ず

。

本
性
は

是
れ

佛
な
り

、

性
を

離
れ
て

別
の

佛
無
し

。

何
を
か

摩
訶
と

名
つ

く
る

。

摩
訶
と
は

是
れ
大

な
り

。

心

量
は

　
　
　
　
　
　
　
か

ぎ

り
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

ま
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
し

よ
う
お

う

獪
お

盧

空
の

如
く、

邊
胖
有
る

こ

と

無
し
。

亦
た

方
圓
大
小
も
無
く
、

青

黄

し
や

く
び
や
く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
し

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

ぜ

赤

白

に

も
非
ず、

亦
た

上

下
長
短
も

無

く、

嗔
無
く

喜
も
無
く

、

是
無

　
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

せ
つ

ど

く

非
も

無
く、

善
無
く

惡
も

無
く、

頭
尾
有
る

こ

と

無
し

。

諸
佛
の

刹
土

　
ニ

と
ご

と
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

も

は
、

盡
く
虚

空
に

同
じ

。

世
人
の

妙

性
は

本
と

空
に

し
て
、

一

法
の

得
べ

き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
か

く

も
の

有
る

こ

と

無
し
。

此
を

大
空
に

喩
う

、

自
性
の

眞
空
も

、

亦
復
た

是
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

な

わ

如
し
」

。

「

善
知
識
よ

、

今
、

某
甲
の

空
を

説
く
こ

と
を

聞
い

て
、

便
即
ち

空

に

薯
せ

ん
。

第
一

に

空
に

薯

す
る
こ

と

莫
れ

。

若
し

心
を

空
じ

て

淨
坐
せ

ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

い

即
ち

無
記
空
に

落
ち

、

終
に

佛
法
を

成
ぜ

ず
」

。

「

善
知
識
よ

、

世

界
の

虚
空

　
　
　
　
　
　
　
し

セ
ぞ
う

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

け
い

か

ん

は
、

能
く
萬

物
の

色

象
を

含
む

。

日

月
星

宿
・

山
河

泉
源
溪
澗
・
一

切
の

樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ぺ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

や
み

木
・

悪
人

善
人
・

惡
法
善
法
・

天
堂
地

獄
・
一

切
の

大
海
・

須
彌
諸
山
、

總

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
か

く

て

空
中
に

在
り

。

世
人
の

性
の

空
な
る

も、

亦
復
た

是
の

如
し
」

。
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゜
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
（

之
）

（

27
）

　
性
含
萬
法
是
大

。

萬
法
盡
是
自
性

。

見
一

切
人
及

非
人

、

悪
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

心
）

與
善、

惡
法

善
法

、

盡
皆
不

捨
、

不

可

染

著
、

由
如
虚
空

、

名
之

爲
大

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

迷
）

此
是
摩
訶

行
。

迷
人
口

念
、

智
者
心

（

行
）

。

又

有
名

人、

空

心

不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

小）

思
、

名
之

爲
大
、

此
亦
不

是
。

心

量
大
（

事
）

、

不

行

是
少

。

莫
口

空

惠
听
本
『

六

組
壇
經
』

の

研

究
（

續
）

（

石
井
）

　
　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
ネ
　
ネ

（

34
）

　
師
言

、

善
知
識

、

自
性
能
含
萬
法

、

是
大

。

萬
法
在

善
知
識
性

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
ネ

中
。

若
見
一

切

人

悪
之
與
善

、

盡
皆
不

捨
、

亦
不
染
著、

心

如
虚
空

、

　
　
　

ネ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

名
之
爲
大

。

善
知
識
、

迷
人
口

読
、

智
者
心

行
。

又
有
迷
人
、

空
心
淨

坐
、

百
無
所
思

、

自
稱
爲
大

。

此
一

輩
人

、

不

可
共
説、

爲
邪
見
故

。

七
一
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説
。

亠
患

听・
本・
『

六

租

壇
縡
嘗

の

研
究

不

修
此
行

、

非
我
弟
子

。

（

續
）

（

石
井
）

＊

師
言

h
ナ

シ

（

興
×
寛
）

。

＊

是
大
−ー
是
名
爲
大
（

金
）

（

大
）

。

＊

善
知
識
挫
自

（

金
）

（

大
）

。

ナ

シ
（

大
）

。

　
＊

之
1ー
ナ

シ

（

底
）

。

　
＊

皆
11
皆
不
取
（

寛
）

。

＊

大
11
大
故
日

摩
訶
（

寛
）

。

（

大
）

。

＊

白
由
1ー
ナ

シ

（

底
）

。

＊

此

即
11
此
（

底
）

（

金
）

（

大
）

。

＊

心
n
ナ

シ

（

寛
）

。

　
「

性
の

萬
法
を

含
む
は

是
れ
大
な
り
。

萬
法
は

盡
く
是
れ

自
性
な
り

。

一

切
の

鵡

及
び

翠
鷲

、

惡
と

善
と

、

悪
法
善
法
を
見
て

、

盡
く
皆
な
捨
て

ず、

染
著
す
べ

か
ら

ず
、

心
は

虚
空
の

如
く

な
る

を、

之
れ
を
名
づ

け
て

大
と

爲

　
　

　
　
　

ま
　
か

　
ぎ
よ

う

す
。

此
は

是
れ

摩
訶

行
な
り

」
。

「

迷
人
は

口

に

念
じ

、

智
者
は

心
に

行
ず

。

又

た

迷
人

有
り
て
、

心
を

空
じ

て

思
わ

ず、

之
を

名
づ

け
て

大
と

爲
す
は
、

　
　

　

た
だ

し

此
れ

亦
た

是
か

ら
ず
」

。

「

心

量
の

大
事
は
、

行
ぜ

ざ

れ
ば
是
れ

小
な
り
。

口

に

空
し

く
説
く
こ

と

莫
れ

。

此
の

行
を

修
せ

ざ

る
は

、

我
が

弟
子
に

非
ず
」

。

七
二

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

　

善
知
識、

心

量
廣
大、

廓
周
法
界

。

用
郎
了

了

分
明

、

應
用

遍
知
一

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
ネ
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

切
。

一

切
鄭
一

、

一

即
一

切
。

去
來
自
由

、

心

體
無
滯

、

此
即
是

。

善
知

　
　
　

　
　
　
　

お

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

識
、

一

切
般
若
智
心

、

皆
從
自
性
而
生

、

不

從

外
入

。

莫
錆

用

意
。

名

眞
自
用

、

一

眞
一

切

眞
。

心

量
大
事、

不

行
小
道

。

口

莫
終
日

説
空

、

　
　
　
　

心

中
不

修
此
行

。

恰
似

凡
人
自
稱
國
王

、

終
不

可
得

。

非

吾
弟
子

。

　
　
　

　

＊

知
11

（

興
）

ハ

「

知
」

以
下
一

丁
四
六

二

字
分
を

缺
ク
。

＊

人

h

　
　
　
＊

淨
1ー
靜
（

寛
）

。

　
＊

遍
陪
褊
（

金
）

−ー
便
（

寛
）

。

＊

即
11
是
（

底
）

（

金
）

　

＊

名
貝
凵
名
爲
眞
性
（

寛
）

。

＊

修
11
修
行
（

底
）

。

　
　

師
言

く
、

「

善
知
識
よ
、

自
性
の

能
く
萬
法
を

含
む
は

是
れ

大
な
り
。

萬
法

　

は

善
知
識
の

性

中
に

在
り
。

若
し
一

切
の

人
の

惡
と

善
と
を

見
て

、

墨

く
皆

　
　
　

　
　
　
ま
　

　
　

ぜ
ん

じ

キ

く

　

な

捨
て

ず
、

亦
た

染
署
せ

ず
ん

ば
、

心
は

虚
空
の

如
く

な
る

を、

之
れ
を

名

　

づ

け
て

大
と

爲
す
」

。

「

善
知

識
よ

、

迷
人
は

口

に

説
き

、

智
者
は

心

に

行

　

ず
。

又
た

迷
人

有
り

て
、

心
を

空
じ

て

淨
坐
し

、

百
も
所
思
無
き
を

、

自
ら

　

稱
し

て

大
と
爲
す

。

此
の

一

輩
の

人
は

、

共
に

説

く
べ

か

ら
ず

。

邪
見
を

爲

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

か

く
し

ゆ
う

　

す
が

故
な

り
」

。

「

善
知
識
よ

、

心
量
は

廣
大
に

し
て
、

法
界
を

廓
周

す
。

用

　

う
れ
ば

即
ち

了
了
と
し

て

分
明、

應
用
し

て

遍
く
一

切
を

知
る

。

一

切

即
ち

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

ニ

　
ら

い

　
】

、

一

即
ち
一

切
な

り
。

去

來
自
由
に

し

て
、

心

體
の

滯
る
こ

と

無
き
と
は

、

　

此
れ

即
ち

是
れ
な

り
」

。

「

善
知
識
よ

、

一

切
の

般
若
の

智
の

心
は
、

皆
な

自

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
あ

や

ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か

　

性
よ

り

生
じ

、

外
よ

り
入

ら

ず
。

錯
っ

て

意
を
用

う
る

こ

と
莫
れ

。

眞
の

自

　

用
と

名
つ

く
る

は
、

→

眞
な
れ

ば
一

切
眞
な
り
。

心

量
の

大
事
は
、

小
道
を

　
　
　

　
　
　
　
ひ

ね

も
す

　

行
ぜ

ず
。

口

に

終
日

空
を

説
い

て
、

心

中
に

此
の

行
を

修
せ

ざ

る

こ

と

莫

　
　
　
あ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

い

　

れ
。

恰
か

も
凡
人
の

自
ら

國
王

と
稱

す
る

も
、

終
に

得
べ

か

ら
ざ

る
に

似
た

　

り
。

吾
が

弟
子
に

非
ず
」

。

N 工工
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三
九
　
般
若
波
羅
蜜
の

意
味

（

28
）

　
何
名
般
若

。

般
若

是
智
惠

。

一

（

切
）

時
中

、

念
念
不

愚、

常

行
智
恵

、

郎
名
般
若
行

。

一

念
愚
即
般
若
絶

、

一

念
智

即

般

若

生
。

（

世
人
）

心
中
常
愚

、

（

自
言
）

我
修
般
若

。

（

般
若
）

無
形
相

、

智
惠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

到

彼
岸
）

性

鄙
是

。

何
名
波
羅

蜜
。

此
是
西

國
梵
音、

（

唐
）

言
彼
岸
到

。

解
義

　
　
　
　
　
（

境
）

　
　
（

起
）

離
生

滅
、

著
竟
生

滅
去

。

如
水
有
波
浪

、

即
是
於
此
岸

。

離

境

無

生

　
　
　
　
（

永
）

　
　

　
　
　

　

　
　

（

彼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

波
）

滅
、

如
水
承
長
流

。

故
印
名
到
被
岸、

故
名
肢
羅

蜜
。

迷
人
口

念
、

智

老
心

行
。

當
念

時
有
妄

、

有
妄
即
非
眞
有

。

念
念
若
行
、

是
名
眞
有

。

悟
此
法
者

、

悟
般
若
法
、

修
般
若
行

。

不

修
即
凡、

一

念
修
行、

法
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

衍

字
）

等
佛

。

善
知
識、

即
煩

惱
是
菩
提
捉

。

前
念
迷
鄙
凡、

後
念
悟
鄙
佛

。

善
知
識

。

摩
訶
般
若
波
羅

蜜
、

最
尊
・

最
上

・

第
一

、

無
佳
無
去
無
來

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

智
）

三

世
諸
佛
從
中
出

。

將
大

知
恵
到

彼
岸

、

打
破
五

陰
煩

惱
塵
勞

。

最
奪

・

最
上

・

第
一

、

讚
最
上

（

乘
）

。

最
上
乘
法
修

行
、

定
成
佛

。

無
去
無

住
無
來
往

、

是
定
惠
等、

不
染
一

切
法

。

三

世
諸
佛
從
中
（

出
） 、

變

三

毒
、

爲
戒

定
惠

。

　
　
＊

惠
11
慧
（

金
）

11
惠
也
（

寛
）

。

＊

漢
11
此
（

寛
）

。

＊

離
凵
覩
（

底
×
金
×
大
）

。

　
　
凡

夫
帥
佛
（

寛
）

。

＊

是
1ー
ナ

シ
（

金
）

（

寛
）

。

＊

凡

11
凡
夫
（

寛
）

。

＊

知
冂
智
（

金
）

。

　
　
＊

打
11

（

興
）

ハ

「

打
」

マ

デ
ヲ

缺
ク
。

＊

人
h
此
（

興
）

（

寛
）

。

　
　
「

何
を
か

般
若
と

名
つ

く
る

。

般
若
と
は

是
れ

智
惠
な

り
。

一

切
の

時
中

、

　

念
念
に

愚
な
ら

ず
、

常
に

智
恵
を
行

ず
る

を
、

即
ち

般
若
の

行
と

名
つ

く
。

　
一

念
愚
な

れ
ぽ

、

即
ち

般
若
は

絶
し

、

一

念
智
な
れ

ば、

即
ち

般

若

は

生

　
　

恵
听
本
『

六

祗

壇
經
』

の

研

究
（

績
）

（

石
井
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

35
）

　
善
知
識

、

何
名
般

若
。

般
若
是
智
惠

。

　
一

切
處
所

、

　
一

切

時

中
、

念
念
不

愚
、

常
行
智
惠

、

部
是
般
若
行

。

一

念
愚
即
般
若
絶

、

一

念

智
即
般
若
生

。

世
人
愚
迷

、

不

見
般

若
。

口

設
般
若

、

心

中
常
愚、

自
言
我
修
般
若

。

念
念
読
空
、

不

識
眞
空

。

般
若
無
形
相

、

智
惠
心

鄙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

是
。

若
作
如
是
解

、

即
名
般
若
智

。

何
名
波
羅
蜜

。

此
是
西

國
語

、

漢

言

到
彼
岸

。

解

義
離
生
滅

、

著
境
生
滅
起

。

如
水
有
波
浪

、

即
是
於
此

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　コ

岸
。

離
境
無
生
滅

、

如
水
常
通
流

。

帥
名
爲
彼
岸
、

故

號
波
羅
蜜

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ

善
知
識

、

迷
人
口

念
、

當
念
之

時
、

有
妄
有
非

。

念
念
若
行

、

是
名
眞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

性
。

悟
此

法
者

、

是
般
若
法

。

修
此
行
者、

是
般
若
行

。

不

修
鉚
凡

、

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ホ

　
　
　
　
　
　
　
　

　

ネ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

一

念
修
行

、

法
身
等
佛

。

善
知
識

、

煩

惱
即
是
菩
提

。

前
念
迷

師
凡

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
念
悟
即
佛

。

前
念
著
境
帥
煩
惱

、

後
念
離
境

師
菩
提

。

善
知
識

、

摩

　
　
　
　
　
ロ

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

ま

訶
般
若
波
羅
蜜

、

最
奪
・

最
上
・

最
第
一

、

無
佳
無
往
來

。

三

世
諸
佛

、

　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
コ
　
　

　

ネ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

皆
從
中
出

。

用
大
智
惠、

打
破
五

蘊
煩
惱
塵
勞

。

若
人
修

行、

定
成
佛

道
、

變
三

毒、

爲
戒
定
惠

。

＊

念
ほ
ナ

シ
（

底
）

。

＊

修
ほ
修
行
（

底
）

。

＊

修
業
11
相
應
（

金
）

（

大
）

。

＊

識
1ー
識

　

以
下
同

。

＊

最
奪
ーー
ナ

シ

（

金
）

。

＊

來
U
無
來
（

寛
）

。

＊

用
“
當
用
（

寛
）

。

　
　
　
「

善
知
識
よ

、

何
を
か

般
若
と

名
つ

く
る

。

般
若
と

は

是
れ

智
惠
な

り
。

　
　一

切
の

處
所、
一

切
の

時
中

、

念
念
に

愚
な
ら

ず
、

常
に

智
恵
を

行
ず
る

は
、

　

即
ち

是
れ

般
若
の

行
な
り
。

一

念
愚
な

れ
ば

、

帥
ち

般
若
は

絶
し

、

一

念

智

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
三
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惠
听
本
『

六

祗
壇
經
』

の

研

究
（

續
）

（

石

井
）

ず
。

世
人
の

心

中
は

常
に

愚
に

し

て
、

自
ら

言
う
、

我
れ
は

般
若
を

修
す、

と
。

般

若
は

形
相
無
し

、

智
恵
の

性

帥
ち

是
れ
な

り
。

何
を
か

波
羅

蜜
と

名

つ

く
る

。

此
れ
は

是
れ

西
國
の

梵
豆

日

に

し

て
、

唐
に

は

到
彼

岸
と

言

う
。

義

　
さ

と

を
解
れ

ば

生
滅
を

離
れ

、

境
に

著
す

れ
ば
生
滅
起
る

。

水
の

波
浪
有
る

を
、

帥
ち

是
れ

此
岸
に

於
て

す
る

が

如
し

。

境
を

離
る

れ
ば

生
滅

無
く、

水
の

永

長
に

流
る

る

が

如
し

。

故
に

帥
ち

到

彼
岸
と

名
づ

け、

故
に

波
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照、

於
一

切
法
、

不

取
不

捨
、

即
見
性
成
佛
道

。

＊

在
n
現
（

興
）

（

寛
）

。

＊

憶
凵
培
六

底
）

。

＊

鉦酬
妄
目
ナ

シ

（

興
）

（

寛
）

。

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
は

な

　
「

善
知

識
よ

、

我
が

此
の

法
門
は
、

八

萬
四

千
の

智
恵
を

從
つ

。

何
を
以

て

の

故
に

。

世
に

八

萬
四

千
の

塵
勞
有
る

が

爲
な
り
。

若
し

塵

勞

無

け

れ

ば
、

般
若
は

常
に

在
り
て

、

自
性
を

離
れ

ず
。

此
の

法
を
悟
る

者
は

、

即
ち

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
お

う
も

う

是
れ

無
念
・

無
憶
・

無
著
な

り
。

誑
妄
を
起
す
こ

と

莫
れ、

即
ち

自
ら

是
れ

眞
如
の

性
な
り

。

智
惠
を

用
っ

て

觀
照
し
、

一

切
法
に

於
て

、

取
ら

ず
捨
て

ず
、

即
ち

見
性
し
て

佛
道
を

成
ず
」

。

自
眞
如
性

、

道
。

＊

莫
11
不
（

興
）

（

寛
）

。

　
　
ロ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　

以
智
惠
觀
照
、

於
一

切
法

、

不

取
不

捨
、

即
是
見
性
成
佛

　

　
　
　
＊

見
U
ナ

シ
（

底
）

。

　
「

善
知
識
よ

、

我
が

此
の

法
門
は
、

一

の

般

若
よ

り
八

萬
四

千
の

智
惠
を

生
ず

。

何
を
以
て

の

故
に

。

世
人
に

八

萬
四

千
の

塵
勞
有
る
が

爲
な

り
。

若

し

塵
勢
無
け
れ
ば
、

智
恵
は

常
に

在
り
て

、

自
性
を

離
れ
ず

。

此
の

法
を

悟

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
お

う
も
う

る

者
は

、

即
ち

是
れ

無
念
・

無
憶
・

無
著

・

無
妄
な

り
。

誑
妄
を

起
す
こ

と

莫
れ

。

自
ら
の

眞
如
の

性
を
用
い

て
、

智
惠
を

以
て

觀
照
し
、

　一

切
の

法
に

於
て

、

取
ら

ず
捨
て

ず
、

鄙
ち

是
れ

見
性
し

て

佛
道
を
成

ず
」

。
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四
一

　

金

剛
經
の

功
徳

（

30
）

　
善
知
識

、

若

欲
入

甚
深
法
界

、

入

般
若
三

昧
者

、

直
修
般
若
波

羅
蜜
行

。

但
持
金

剛
般
若
波
羅
蜜
經
一

卷
、

師
得
見
性
入
般

若
三

昧
。

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
（

明
）

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
（

歎
）

當
知
此
人
功
徳
無
量

。

經
中
分
名

讚
嘆

、

不

能
具
説

。

此
是
最
上

乘

法
、

　

　
　
　
　
　

　
　
（

小）

爲
大
智
上

根
人
読

。

少
根
智
人

、

若
聞
法、

心

不

生
信

。

何
以

故
。

譬

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
（

於
）

　
　

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　

（

於
）

如
大
龍

。

若
下
大
雨

、

雨
衣
閻
浮
提

、

如
漂
草
葉

。

若
下
大
雨
、

雨
放

大
海、

不

増
不

減
。

若
大
乘
者、

聞
誂
金

剛
經、

心
開
悟
解

。

故

知
本

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
（

智
）

性
自
有
般

若
之

智
、

自
用
知
惠
觀

照
、

不

恨
文
字

。

譬
如

其
雨

水
、

不

　
（

天
）

從
無
有

。

元

是
龍
王

於
江
海
中、

將
身
引
此
水
、

令
一

切

衆
生

、

一

切

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
（

蒙
）

草
木

、

一

切

有
情
無
情

、

悉
皆
像
潤

。

諸
水

衆
流

、

却
入

大

海
、

海
納

衆
水

、

合

爲
一

體
。

衆
生
本
性

、

般
若
之
智

、

亦
復
如
是

。

　

　
＊

入
凵
及
（

興
）

（

寛
）

。

＊

提
11
提
城
邑

聚
落
悉

皆
（

興
×

寛
）

。

　

　
＊

攬
11
欖
（

金
）

（

大
）

。

＊

復
11
須
（

大
）

。

惠
听
本
『

六

砠
壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石
井
）

＊

流
陪
流
如

漂
（

興

×

寛
）

。

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

　

（

37
）

善
知
識

、

若
欲
入

甚
深
法
界

、

入

般
若
三

昧
者

、

須

修

般

若

行
、

持
誦
金
剛
般
若
經、

師
得
見
性

。

當
知
此
功

徳

無
量
無
邊

。

經
中

分
明

讚
歎、

不

能
具
説

。

此
法
門
是
最
上

乘
、

爲

大
智
人

説
、

爲
上

根

人
読

。

小
根
小

智
人
聞

、

心

生

不

信
。

何
以

故
。

譬
如
大
龍
下
雨
於
閻

　
　

　
　
　
　

　

浮
提

、

漂
流
覆
葉

。

若
雨
大
海、

不

増
不

減
。

若

大

乘
人

、

若
最
上

乘

人
、

聞
読
金

剛

經
、

心

開
悟
解

。

故
知
本
性
自
有
般

若
之
智

、

自
用

智

コ
　
　
　

み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ

惠

常
觀
照
故

、

不

假
文
字

。

譬
如
雨

水
、

不

從
天
有

。

元
是
龍
王

於
江

　
　
　
　

　
　

海
中

、

將
身
攬
上
、

令
一

切
衆
生
、

一

切
草
木、

有
情
無
情

、

悉
皆

蒙

潤
。

諸
水
衆
流、

却

入

大
海

、

合

爲
一

體
。

衆
生
本

性
、

般
若
之
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惠
听
本
『

六
祗

壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石

井
）

　
「

善
知
識
よ
、

若
し

甚
深
法
界
に

入

り
、

般
若
三

昧
に

入

ら

ん

と

欲
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

ば
、

直
に

般
若
波
羅
蜜
の

行

を
修
せ

よ
。

但
し

『

金
剛
般

若
波
羅
蜜
經
』

〜

卷
を

持
せ

ば
、

脚
ち

見
性
す
る

こ

と
を

得
て

、

般
著
三

昧
に

入
ら
ん

。

當
に

　
　
　
　
　
　
　
　

く
　

ど
く

知
る
べ

し
、

此
の

人
の

功
徳
は

無
量
な
る

こ

と
を

。

經

中
に

分

明

に

讚

歎

す
、

具
さ
に

読
く
こ

と

能
わ

ず
。

此
は

是
れ

最
上

乘
の

法
な
り

、

大

智
上

根

の

人
の

爲
に

説
く
。

少
根
智
の

人
は

、

若
し

法
を
聞
く

も、

心

に

信

を

生

ぜ
ず

。

何
を
以
て

の

故
に

。

譬
え
ば

大
龍
の

如
し

。

若
し

大
雨
を

下
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

だ
よ

わ

閻
浮
提
に

雨
ふ
ら
せ

ぽ
、

草
葉
を

漂

す
が

如
く
な
ら
ん

。

若
し

大
雨
を

下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と

し
て
、

大

海
に

雨
ふ

ら
せ

ば
、

不

増
不

減
な

り
。

若
し

大
乘
の

者
は

、

『

金

　
　
　
　
　
き

剛
經
』

を

聞
読
か

ば
、

心

開
け
て

悟
解
せ

ん
。

故
に

知
ん

ぬ
、

本
性
は

自
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も

か

ら
般
若
の

智
有
り

、

自
ら

智
惠
を
用
っ

て

觀
照
し
て
、

文
字
を
假
ら
ざ

る

　
　
　
　
　
　
　
か

こ

と

を
。

譬
え
ぽ

其
の

雨

水
の

如
き
も
、

天
よ

り
し
て

有
る

に

あ
ら

ず
。

元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

よ
り

是
れ

龍
王
の

江
海
中
に

於
て
、

身
を
將
っ

て

此
の

水

を

引
き、

一

切
の

衆
生

、

一

切
の

草
木

、

一

切
の

有
情
無

情
を
し

て
、

悉

く

皆
な

潤
い

を

蒙
ら

し
む

る
な

り
。

諸
水
衆
流
は

却
っ

て

大
海
に

入
る

も
、

海
は

衆
水
を

納
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

合
し

て
一

體
と

爲
る

。

衆
生
の

本
性
の

般
若
の

智
も

、

亦

復
た

是
の

如
し
」

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
六

　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ん

じ

ん

ほ

つ
か

い

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
ざ
ん

ま

い

　
「

善
知
識
よ

、

若
し

甚
深
法
界
に

入

り、

般
若
三

昧
に

入

ら

ん

と

欲

せ

　
　
す
べ

か

ば
、

須
ら

く
般
若
の

行
を

修
し

、

『

金
剛
般
若
經
』

を

持
誦
し
て

、

即
ち

見

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
さ

性
す
る

こ

と

を

得
べ

し
。

當
に

知
る
べ

し
、

此
の

功
徳
は

無
量

無
邊
な
る

こ

　
　
　
　
　

み

ん

み

よ

う
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
つ

ぶ
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
あ

た

と

を
。

經
中
に

分
明
に

讚
歎
す

、

具
さ
に

説
く
こ

と

能
わ

ず
。

此
の

法

門

は
、

是
れ

最
上

乘
に

し

て
、

大
智
の

人
の

爲
に

説

き
、

上

根
の

人
の

爲
に

説

く
。

小
根
小
智
の

人

聞
か

ば
、

心
に

不
信
を
生
ぜ
ん

。

何
を

以
て

の

故
に

。

　
　
　
　
　
　
　

え
ん

ぶ
　

だ

い

　

　

　

　

　

　

　

　

モ
う
よ

う

譬
え
ば

大
龍
の

雨
を

閻
浮
提
に

下
せ

ば
、

棗
葉
を

漂
流
す
る

が

如
し

。

若
し

大
海
に

雨
ふ

ら
せ

ば
、

不

増
不

減
な
り
。

若
し
く
は

大
乘
の

人
、

若
し

く
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

最
上

乘
の

人
は
、

『

金
剛
經
』

を
聞
説
か

ぽ
、

心

開
け
て

悟
解
せ

ん
。

故
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

知
ん

ぬ
、

本
性
に

は

自
ず
か

ら

般
若
の

智
有
っ

て
、

自
ら

智
惠
を
用
っ

て

常
に

觀
照

す
る

が

故
に

、

文
字

を
假
ら

ざ
る

こ

と

を
。

譬
え
ぽ
雨

水
の

如
ぎ

も、

天
よ
り
し

て

有
る
に

あ
ら

ず
。

元
よ

り
是
れ
龍
王

の

江

海
中
に

於
て

、

身
を

將

　
　
　
　
つ

か

さ

っ

て

上
を
攬
ど

り、
一

切
の

衆
生

、

一

切
の

草
木、

有
情
無
情
を
し
て
、

悉

く

　
　
う

る

お

　

　
　
こ

う

む

皆
な

潤
い

を

蒙
ら
し
む
る

な
り

。

諸
水

衆
流
は
、

却
っ

て

大

海
に

入
っ

て

合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
か

く

し

て
一

體
と

爲
る

。

衆
生
の

本
性
の

般

若
の

智
も、

亦
復
た

是
の

如
し
」

。

N 工工
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四
二

　
小
根
の

人
と

大

智
の

人

（

13
）

、

籥
之

へ

聞
読
此

靉
・

獪
如
大
地
草
木
根
性

自

拏
・

若

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

倒
）

　
　

　
　
　

　
　

（

小
）

被
大
雨
一

沃、

悉
皆
自
到

、

不

能
壻
長

。

少
根
之
人

、

亦
復
如
是

。

有

　
　
　
　
（

衍
字
）

般
若
之
智

之
、

與
大
智
之
人

、

亦
無
差
別

。

因
何
聞
法
即
不

悟
。

縁

邪
見
障
重

、

煩
惱

根
深

。

獪

如
大
雲
蓋

覆
於
日

、

不

得
風
吹

、

日

無

能
現

。

般
若
之

智
、

亦
無
大
小

、

爲
一

切

衆
生

、

自
有
迷

心
、

外
修
覓

　
　
（

未
）

佛
、

來
悟
自
性

、

即
是
小
根
人

。

聞
其
頓
教
、

不

信
外
修

。

但

於

自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（

38
）

　
善
知
識

、

小
根
之
人

、

聞
此
頓
教

、

獪

如
草
木

根
性
自
小、

若

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ネ
　

　
　
　
　
　
　
　
　

ネ

被
大
雨

、

皆
悉
自
倒、

不

能
増
長

。

小
根
之
人

、

亦
復
如
是

。

還
有
般

　
　
　
　
　
　
　
　
ネ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
之
智

、

與
大
智
之
人

、

更
無
差
別

。

因
何
聞
法

、

亦

有
悟
不

悟
。

縁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

邪
見
障
重、

煩
惱
根
深

。

獪
如
大
雲
覆
蓋

於
日

、

不

得
風
吹

、

日

光
不

現
。

般
若
之

智、

亦

無
大
小

、

爲
一

切

衆
生
自
心

迷
悟
不

同、

迷
心

外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

見
、

修
行
霓

佛、

未
悟
自
性

、

即
是
小
根

。

若
聞
頓
教

、

不

執
外
修

。



Komazawa University

NII-Electronic Library Service

心
、

令
自
本
性
常
起
正
見

、

煩
惱
塵
勞
衆
生

、

當

時
盡
悟

。

獪
如
大
海

納
於

衆
流

、

小
水
大
水
合
爲
一

體
。

即
是
見
性

。

内
外
不

佳
、

來
去
自

由
。

能
除
執
心

、

通
逹
無
礙

。

心

修
此
行

、

帥

與
般
若
波
羅
蜜
經

、

本

無
差
別

。

　
　
＊

皆
悉

11
悉
皆
（

興
）

（

寛
）

。

＊

亦
復
如
是
1ー
ナ

シ

（

金
）

（

大
）

。

　
　
（

興
×
寛
）

。

＊

若
聞
頓
教
h
聞
其
頓
法
（

金
）

（

大
）

。

11
若
開
悟
頓
教
（

興
）

（

寛
）

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

ん

じ

よ
ラ

　
　

「

小
根
の

人
の

此
の

頓
教
を

聞
説
く
は
、

獪
お
大
地
の

草
木
の

根

性
の

自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

ち

ょ

く

　

ず
か

ら

小
な

る

者、

若
し

大
雨
の
一

沃
す
る

を

被
れ
ば

、

悉

く
皆
な

自
ら

倒

　
　
　
　
ぞ
う
ち

ょ
り
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　

ま

　

れ
て

、

増
長
す
る

こ

と

能
わ
ざ
る

が

如
し

。

小
根
の

人
も

、

亦
復
た

是
の

如

　

し
。

般
若
の

智
有
る
は

、

大
智
の

人
と

亦
た

差
別
無
し

、

何
に

因
っ

て

か

法

　

を

聞
い

て

師
ち

悟
ら
ざ
る

。

邪
見
の

障
り

重
く
、

煩
惱
の

根
の

深

き

に

縁

　

る
。

獪
お

大
雲
の

日
を

蓋
覆
し

て
、

風
の

吹
く
こ

と

を

得
ず
ん

ば
、

日
は

能

　

く
現
わ
れ
る

こ

と

無
き
が

如
し
。

般
若
の

智
も、

亦
た

大
小

無
き
も、

一

切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

　

衆
生
の

自
ら

迷
心

有
る

が

爲
に

、

外
に

修
し

て

佛
を

覓
め

て
、

未
だ

自
性
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か

　

悟
ら

ず、

即
ち

是
れ
小
根
の

人
な

り
。

其
の

頓
教
を

聞
く
も

、

信
ぜ

ず
し

て

　
　
　
　
　
　
も

　

外
に

修
す

。

但
し

自
心
に

於
て

、

自
ら
の

本
性
を
し

て

常
に

正

見
を

起
さ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た

だ

ち

　

め

ば
、

煩
惱

塵
勞
の

衆
生

も、

當
時
に

盡
く
悟
ら
ん

。

獪
お
大

海
の

衆
流
を

　

納
れ
て
、

小
水
大
水
合
し
て
一

體
と

爲
る

が
如
し
。

即
ち

是
れ

見
性
な
り

」
。

　

「

内

外
に

住
せ

ざ
れ
ば

、

來
去
自
由
な

り
。

能
く

執
心
を

除
か

ぽ
、

通

逹
無

　

礙
な

り
。

心
に

此
の

行
を

修
せ
ば

、

帥
ち

『

般
若
波
羅
蜜
經
』

と

本
よ
り

差

　

別
無
し

」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
ネ

但
於
自
心

、

常
起
正

見
、

邪
見
煩
惱
塵
勞

、

常
不

能
盗

、

印
是
見
性

。

善
知
識

、

内
外
不

住
、

去

來
自
由

。

能

除
執
心

、

通
逹
無
礙

。

能
修
此

行
、

與
般
若
經

、

本
無
差
別

。

＊

還
巨
亦
（

金
）

（

大
）

11
元
（

興
）

（

寛
）

。

　
　
　
　
　
　
　

＊

之
n
ナ

シ

（

興
）

（

寛
）

。

＊

亦
有
悟
不

悟
11
不

自

開

悟

＊

邪
見
凵
ナ

シ
（

興
）

（

寛
）

。

＊

溢
“
染
（

興
）

（

寛
）

。

　
　
「

善
知
識
よ
、

小
根
の

人
の

此
の

頓
教
を

聞
く
は
、

獪
お

草
木
の

根
性
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

う
む

自
ず
か

ら

小
な

る

も
の

、

若
し

大
雨

を
被
れ

ぽ
、

皆
な

悉
く
自
ら

倒
れ
て

、

　
　
　
　
　
　

あ
た
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
ま

増
長
す
る
こ

と

能
わ
ざ
る

が

如
し
。

小
根
の

人
も、

亦
復
た

是
の

如
し
。

還

た

般
若
の

智
有
る

は
、

大

智
の

人
と

更
に

差
別

無
し
。

何
に

因
っ

て

か

法
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

わ

聞
い

て
、

亦
た

悟
と

不
悟
と

有
ら
ん

。

邪
見
の

障
り

重
く、

煩
惱
の

根
の

深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

く
が
い

き
に

縁
る

。

獪
お

大
雲
の

日

を
覆
蓋
し
て
、

風
の

吹
く
こ

と

を

得
ず
ん

ば
、

日

光
の

現
わ
れ

ざ
る
が

如
し
。

般
若
の

智
も

、

亦
た
大

小
無
き
も、

一

切
衆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ

と

生
が

自
心
に

迷

悟
す
る

こ

と

同
じ
か

ら
ざ
る

が

爲
に

、

迷
心
は

外
に

見
て

、

　
　
　
　
　
　
も
と

修
行
し

て

佛
を

覓
め

て
、

未
だ

自
性
を

悟
ら
ず

、

即
ち

是
れ
小
根
な
り
。

若

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ら
　

　
　
　

　
　

　
　

も

し

頓
歡
を

聞
か

ば
、

外
修
に

執
わ

れ
ず

。

但
し

自
心
に

於
て

常
に

正

見
を

起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
あ

　
こ

せ

ば
、

邪
見
煩
惱
塵
勞
も

常
に

濫
れ
る

こ

と

能
わ
ず

、

即
ち
是

れ

見
性
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　

ら
い

り
」

。

「

善
知
識
よ

、

内
外
に

佳
せ

ざ

れ
ぽ

、

去
來
自
由
な
り
。

能
く
執
心
を

　
　
　
　
つ

う

だ
つ

む
　
げ
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
も
と

除
か

ば
、

通

達
無
礙
な
り
。

能
く

此
の

行
を

修

せ

ば
、

『

般
若
經
』

と

本
よ

り

差
別
無
し
」

。
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四

三

　
萬
法
は

自
心

に

あ
り

（

23
）

　
一

切
經
書
及
文
字

、

小
大
二

乘
、

十
二

部
經

、

皆

因
（

人
）

恵
听
本
『

六

租
壇
經
』

の

研
究
（

績
）

（

石
井
）

（

39
）

　
善
知
識

、

一

切
經
書

、

及

諸
文
字

、

　
　
ネ

大
小
二

乘
、

十
二

部
經、

七
七
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惠
听
本
『

六

租
壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石

井
）

　
　
　
　

　
　
　
　
（

衍
字
）

　

　
　
　

　
　
（

衍
宇
）

　
　

　
（

世
）

置
。

因

智
惠
性
故

、

故

然
能
建
立

。

我

若

無
智
人

、

一

切
萬
法

、

本

（

元
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

其
）

無
不

有
。

故

知
萬
法
本
從
人
興

、

一

切
經
書

、

因
人

説
有

。

縁
在
人
中

　
（

衍

字
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（

小
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

迷

人
問
）

有

有

愚
有
智

、

愚
爲
少
故

、

智
爲
大
人

。

問
迷
人

於
智
者

、

智
人
與

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

（

心
）

愚
人
説
法

、

令
使
愚
者
悟
解
深
開

。

迷
人
若
悟
心

開、

與

大

智

人

無

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
（

亦
）

別
。

故
知
不

悟
師
是
佛
是
衆
生

、

一

念
若
悟

、

部
衆
生
不

是
佛

。

故
知

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

一

切
萬
法

、

盡
在
自
身
心
中

。

何
不

從
於
自
心

頓
現
眞
如
本
性

。

菩
薩

　
　
　
　

　
　
（

源
）

　
°

戒
經
云

、

我
本
願
自
性
清
淨

。

識
心

見
性

、

自
成
佛
道

。

即
時
豁
然

、

還
得
本
心

。

　
　
＊

二

ー1
一
（

金
）

。

＊

小
11
小
人
（

興
）

（

寛
）

。

（

大
）

ハ

横
二

「

人
」

ト

「

イ

本
」

　
　
丁
ハ

恵
玉
ノ

補
寫
（

金
）

。

＊

若
悟
11
忽
悟
解
（

興
）

（

寛
）

。

＊

源
11
元
（

興
）

（

寛
）

。

　
　

コ

切
の

經
書
及
び

文
字、

小
大
の

二

乘、

十
二

部

經
も、

皆
な

人
に

因

　

っ

て

置
く
。

智
惠
の

性
に

因
る

が

故
に

、

然
し

て

能
く

建
立
す

。

若
し

世
人

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

も
　　
と

　

無
く
ん

ぽ
、

一

切
の

萬
法
は

本
元
よ

り
有

ら
ず

。

故
に

知
る

、

萬
法
は

本
よ

　

り

人
に

從
っ

て

興
り

、

一

切
の

經
書
は

人
の

説
く
に

因
っ

て

有
る
こ

と
を

。

　

其
の

人
の

中
に

愚
有
り

智
有
る
に

縁
っ

て
、

愚
は

小
と

爲
る

故
に

、

智
は

大

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
た
め

　

人
と

爲
る

。

迷
人
は

智
者
に

問
い

、

智
人
は

愚
人
の

與
に

法
を

読
き
、

愚
者

　

を
し

て

悟
解
し

て

心

開
か

し

む
。

迷
人
も
若
し

悟
り
て

心

開
け
ば

、

大
智
の

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
す
な

わ

　

人

と
別

な
る

こ

と
無
し
L

。

「

故
に

知
る
、

悟
ら
ざ
れ
ぽ

即

是
ち

佛
も
是
れ
衆

　

生

な
り
、

　一

念
若
し

悟
れ
ば

即
ち

衆
生
も

亦
た

是
れ

佛
な
る

こ

と
を

。

故
に

　

知
る

、

一

切

萬
法
は

盡
く

自
身
の

心

中
に

在
る

こ

と

を
。

何
ぞ
自
心

よ

り、

　

頓
に

眞
如
の

本
性
を

現
ぜ
ざ

る
。

『

菩
薩
戒
經
』

に

云

く、

『

我
が

本
源
は

自

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
そ

　

性
清
淨
な
り

』

。

心
を

識
り

見
性
せ

ば
、

自
ら

佛
道
を

成
ず

。

鄙
の

時
に

舗

　

然
と
し
て

還
っ

て

本
の

心

を
得
た

り

き
、

と
」

。

七
八

皆
因
人
置

。

因
智
惠

性
、

方
能
建
立

。

若
無
世
人

、

一

切
萬
法

、

本
自

不

有
。

故
知
萬
法
本

因
人
興

、

一

切
經
書、

因
人
説

有
。

縁
其
人
中
有

　
　
　
　

　
　

ホ
　

ホ
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

愚
有
智、

愚
爲
小
故

、

智
爲
大
人

。

愚

者
問
於
智
人

、

智
者
與
愚
人
説

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

法
、

令
其
悟
解
心

開
。

愚
人
若
悟
心

開
、

即
與
智
人
無
別

。

善
知
識、

不

悟
師
佛
是
衆
生

、

一

念
悟
時
衆
生
是
佛

。

故
知
萬
法
盡
在
自
心

。

何

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ネ

不

從
自
心

中
頓
見
眞
如
本
性

。

菩
薩
戒
經
云

、

我
本
源
自
性
清
淨

。

識

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　

心

見
性

、

皆
成
佛
道

。

師
時
豁
然

、

還
得
本
心

。

ヲ

示
ス

。

＊

故
1ー
ナ

シ

（

興

×
寛
）

。

＊

與
11
爲
（

金
×
大
）

。

＊

愚
11
「

愚
」

以
下
三

　
＊

識
11
若
識
自
（

興
）

（

寛
）

。

＊

帥
11
淨
名
經
云

即
（

興
×
寛
）

。

　
　
　
「

善
知
識
よ
、

一

切
の

経
書

、

及
び

諸
々

の

文

字、

大

小
の

二

乘
、

十

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
ま
さ

　
　
二

部
經
も、

皆
な

人
に

因
っ

て

置
く
。

智
惠
の

性
に

因
っ

て
、

方
に

能
く

建

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

も
　　
と

　
　
立
す

。

若
し
世

人
無
く
ん

ば
、

一

切
の

萬
法
は

本
自
よ

り

有
ら

ず
。

故
に

知

　
　
る
、

萬

法
は

本
よ

り

人
に

因
っ

て

興
り、

一

切
の

經

書
は

人
の

説
く
に

因
っ

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
よ

　
　
て

有
る

こ

と
を

。

其
の

人
の

中
に

愚
有
り

智
有
る

に

縁
っ

て
、

愚
は

小
と

篇

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
た

め

　
　
る

故
に

、

智
は

大
人
と
爲
る

。

愚
者
は

智
人
に

問
い

、

智
者
は

愚
人
の

與
に

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
ご

　
け

　
　
法
を

説
ぎ、

其
れ
を
し

て

悟
解
し
て

心

開
か

し

む
。

愚
人

も

若
し

悟
り
て

心

　
　

開
け
ば

、

即
ち

智
人
と
別
な
る

こ

と

無
し
」

。

「

善
知
識
よ
、

悟
ら

ざ
れ
ば

郎

　
　
ち
佛
も
是
れ

衆
生

な
り、

一

念
悟
る

時
は
、

衆
生

も
是
れ

佛
な

り
。

故
に

知

　
　
る、

萬
法
は
盡

く

自
心
に

在
る
こ

と
を

。

何
ぞ
自
心
の

中
よ
り
、

頓
に

眞
如

　
　
の

本

性
を

見
ざ

る
。

『

菩
薩
戒

經
』

に

云

く、

『

我
が

本
源
は

自

性

清

淨

な

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
そ
　
　
　
　
　

　

か

つ

ね

ん

　
　
り

』

。

心

を

識
り
見
性
せ

ば
、

皆
な

佛
道
を

成
ず

。

帥
の

時
に

豁

然
と

し

て

　
　
還
っ

て

本
の

心

を

得
た

り

き
、

と
」

。

N 工工
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四

四

　
頓
悟
見

性
の

教
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

悟
）

（

33
）

　
善
知
識、

我

於
忽

和
尚
處

、

一

聞
言

下

大
伍

、

頓

見

眞

如

本

　
　
　
　
（

此
）

　
　

　
　
　

　
　

　

・
　
　
（

令
）

　
　

　

　
　

（

悟
）

性
。

是
故
汝
教

法、

流
行
後
代

、

今
學
道
者
頓
悟
菩
提

。

各
自
觀
心

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

示
）

（

導
）

　
　
・

令
自
本
性
頓
悟

。

若
（

不
）

能
自
悟
者

、

須
覓
大
善
知
識

亦

道

見
性

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

示
）

何
名
大
善
知
（

識
）

。

解
最
上
乘
法

、

直
是
正
路

、

是
大
善
知
識

。

是
大

　
　
　
　
（

謂
）

　
（

導
）

因
縁
、

所
爲
化
道
令
得
見
佛

。

一

切

善
法

、

皆
因
大
善
知
識
能
發
起
故

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

亦
）

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

°

三

世
諸
佛

、

十
二

部
經

、

云

在
人
性

中
、

本
自
具
有

。

不

能
自
性
悟

、

　
　
　
　
　

（

導
）

須
得

善
知
識
示
道
見
性

。

若
自
悟
者

、

不

假
外
善
知
識

。

若
取
外
求
善

　
　
　
　
　
　
（

腕
）

知
識

、

望
得
解
説

、

無
有
是
處

。

識
自
心

内
善
知
識

、

即
得
解
（

脱
）

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

衍

字
）

若
自
心

邪
迷

、

妄
念
顛
倒

、

外
善
知

識
、

即
有
教

授
汝

、

若
不

得
自
悟

。

當
起
般
若
觀
照

。

刹
那
聞
妄
念
倶

滅
。

印
是
自
眞
正

善
知
識、

一

悟
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

明
）

知
佛
也

。

自
性
心
地

、

以

智
惠
觀
照

、

内

外
名
徹

、

識
自
本
心

。

若
識

本
心

、

即
是
解
脆

。

既
得
解
脱

、

即
是
般
若
三

昧
。

悟
般

若
三

昧
、

帥

是
無
念

。

何
名
無
念

。

無
念
法
者

、

見
一

切

法
、

不

著
一

切

法、

遍
］

切

處
、

不

著
一

切
處

。

常
淨
自
性

、

使
六

賊

從
六

門
走
出

、

於
六

塵

中
、

不

離
不

染
、

來
去

自
由

。

即
是
般
若
三

昧
、

自

在
解
脱、

名
無
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

縛
）

行
。

莫
百

物
不

思
。

當

令
念
絶

、

即
是
法
傳

、

即
名
邊
見

。

悟
無
念

法

者
、

萬
法
盡

通
。

悟
無
念

法
者

、

見
諸
佛
境
界

。

悟
無
念
頓
法
者、

至

佛
位
地

。

　
　
＊

眞
如
1ー
ナ

シ
（

金
）

。

＊

外
11
外
求
若
須
要
（

興
）

（

寛
）

。

　
　
シ
（

興
）

（

寛
）

＊

自
11
自
若
（

大
）

。

＊

自
心

若
正
起
H
若
起
正

眞
（

興

×

寛
）

。

　
　

惠
沂
本
『

六

祗

壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石
井
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

40
）

　
善
知
識、

我
於
忍

和

筒
處

、

　
一

聞
言
下
便
悟

、

頓
見
眞

如
本

性
。

是
以
將
此

教
法
流
行

、

令
學
道
者

、

頓
悟
菩
提

。

各
自
觀
心

、

自

見
本
性

。

若
自
不

悟
、

須
覓
大
善
知
識、

解
最
上
乘
法
者

、

直

示

正

路
。

是
善
知
識
有
大
因
縁

、

所
謂
化
導
令
得
見
性

。

一

切
善
法

、

因

善
知

識
能
發
起
故

。

三

世
諸
佛、

十
二

部
經

、

在
人
性
中

、

本
自
具
有

。

不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

能
自
悟、

須
求
善
知
識
示

導
方
見

。

若
自
悟
者

、

不

假

外
善
知
識

。

望

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

ネ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

得
解
脱、

無
有
是
處

。

自
心

内
知
識

、

自
悟
即
是

。

自
心
若
起
邪
迷、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妄
念
顛
倒

、

外
善
知
識

、

雖

有
教
授

、

救
不

可
得

。

自
心
若
正

起
般

若

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

觀
照

、

一

刹
那
聞、

妄
念
倶
滅

。

若
識
自
性

、

一

悟
即
至
佛
地

。

善
知

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

　

識
、

智
恵
觀
照

、

内

外
明

徹、

識
自
本
心

。

若
識
本

心
、

印
本
解
脱

。

　若
得
解
脱、

即
是
般
若
三

昧
、

即
是
無
念

。

何
名
無
念

。

若

見
一

切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
、

心
不

染
著

、

是
爲
無
念

。

用
印
遍
一

切
處
、

亦

不

著
一

切
處

。

但

淨
本
心

、

使
六

識
從
六

門
走
出

、

於
六

塵
中

、

無
染
無
雜

、

來
去
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

由、

通
同
無
滯

。

郎
是
般
若
三

昧
、

自
在
解
脱

、

名
無
念
行

。

莫
百

物

不

思
。

當
令
念
絶

、

部
是
法
縛

、

師
名
邊
見

。

善
知

識
、

悟
無
念
法

者、

萬
法
盡
通

。

悟
無
念
法
者、

見
諸
佛
境
界

。

悟
無
念

法
者

、

至
佛

　位
地

。

＊

脱
11
脱
者
（

興
）

（

寛
）

。

＊

處
11
處
何
以
故
（

興
）

（

寛
）

。

＊

内

目
内
有
（

興
×

寛
）

。

＊

即
是
自
心

旨
ナ

　
　
　
　
　
　
＊

一

悟
n
ナ

シ

（

金
）

。

＊

心

口
心

若
識
本
心
（

金
）

。

＊

本
阿
求
（

興
）

（

寛
）

。

（

興
）

ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七

九
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惠
听
本
『

六

祺
壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石
井
）

頭
注
二

「

本
」

ト

ア

ル
。

＊

若
得
解
脱
1ー
ナ

シ

（

底
）

。

＊

遍
11
循
（

金
）

。

＊

莫
11
若
（

興
×
寛
）

。

　
「

善
知
識
よ

、

我
れ
忍

和
尚
の

處
に

於
て

、

一

た

び

聞
い

て

言

下
に

大
悟

　
　
と
ん

し
、

頓
に

眞
如
の

本
性
を

見
た

り
。

是
の

故
に

此
の

教
法
を

後

代

に

流

行

し

て
、

學
道
の

者
を

し
て

頓
に

菩
提
を
悟
ら

し
む

。

各
自
に

觀
心
し

て
、

自

ら
の

本
性
を

頓
悟
せ

し

め

よ
。

若
し

自
ら

悟
る
こ

と

能
わ
ざ
る

者
は
、

須
ら

　
　
　

　
　

　
　

　
　
も
と

く
大
善
知
識
の

示

導
を

覓
め

て

見
性
す
べ

し
。

何
を
か

大
善
知
識
と

名
つ

く

　
　
　

　
　

　
　

　
さ
と

る
。

最
上

乘
の

法
を

解
り

、

正

路
を

直
示

す
、

是
れ
大
善
知
識
な
り

。

是
れ

大
因
縁
あ
り

、

所
謂
る

化
導
し
て

佛
を

見
る
こ

と

を

得
し

む
。

一

切
の

善
法

は
、

皆
な

大
善
知
識
に

因
っ

て

能
く

發
起
す
る
が

故
な

り
。

三

世
の

諸
佛

、

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
も
　　
と

十
二

部
經
も

、

亦
た

人
の

性
中
に

在
り
て

、

本
自
よ

り

具
有
す

。

自
性
の

悟

る

こ

と

能
わ

ず
ん

ば
、

須
ら
く
善
知
識
の

示
導
を

得
て

見
性
す
べ

し
。

若
し

自
ら

悟
る

者
は

、

外
の

善
知
識
を

假
ら

ず
。

若
し

外
に

善
知
識
を
求
む
る

こ

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
こ

と

わ

り

と
を

取
り
て

、

解
脱
を

得
ん

と

望
ま
ば

、

是
の

處

有
る
こ

と

無
し

。

自
心

の

内
の

善
知
識
を
識
れ
ば

、

印
ち

解
脱

す
る

こ

と

を

得
ん

。

若
し

自
心

邪
迷

し
、

妄
念
顛
倒
せ

ぽ
、

外
の

善
知
識
の

即
ち

汝
を

教
授
す
る

こ

と
有
る

も、

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
つ

な

自
悟
す
る

を

得
ざ

ら
ん

。

當
に

般
若
を

起
し

て

觀
照
す
べ

し
。

刹
那
の

闖
に

妄
念
は

倶
に

滅
せ

ん
。

即
ち

是
れ
自
ら
の

眞
正
の

善
知
識、

一

悟
し
て

即
ち

佛
を

知
る

な
り

」
。

「

自
性
の

心

地
は

、

智
恵
を

以
て

觀
照
し
て
、

内

外
明
徹

な
れ

ば
、

自
ら
の

本
心

を

識
る

。

若
し

本
心

を
識
ら

ぽ
、

即
ち

是
れ

解
脱

す
。

既
に

解
脱

を

得
れ
ば

、

即
ち

是
れ

般
若
三

昧
な
り
。

般
若
三

昧
を
悟
れ
ば
、

鄙
ち

是
れ

無
念
な
り
。

何
を
か

無
念
と

名
つ

く
る

。

無
念
の

法
は
、

一

切
法

　
　
　

　
　

　
　

　
じ
ぐ

く

を

見
て

、

一

切
法
に

署
せ

ず
、

一

切

處
に

遍
く
し

て
、

一

切
處
に

署
せ

ず
。

常
に

自
性

を

淨
め

て
、

六

賊
を
六

門
よ

り

走
り

出
で

し
め
、

六

塵
の

中
に

於

て
、

離
れ

ず
染
ま

ず
、

來
去
自
由
な
る

。

即
ち

是
れ

般
若
三

昧
に

し
て

、

自

在
に

解
脱

す
る

を
、

無
念
の

行
と

名
つ

く
。

百
物
思
わ
ざ
る

こ

と

莫
れ

。

八

〇

　
　
　
　
　
＊

位
地
11
地

位
（

金
）

。

　
　
　
　
　

　
　

　
　
に

ん

　
「

善
知
識
よ
、

我
れ
忍

和
爾
の

處
に

於
て

、

一

た
び

聞
い

て

言
下
に

便
ち

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
も

悟
り

、

頓
に

眞
如
の

本
性
を

見
た
り
。

是
れ
を

以
て

此
の

教
法
を

將
っ

て

流

行
し
て

、

學
道
の

者
を
し
て

頓
に

菩
提
を
悟
ら
し

む
。

各
自
に

觀
心

し
て
、

自
ら

本
性
を

見
よ

。

若
し

自
ら

悟
ら

ず
ん

ぽ
、

須
ら

く
大
善
知
識
の

最
上

乘

　
　
　
　
　

　
　

　
　
じ

ぽ
し
　
　

　
　

　
　
　

も
と

法
を

解
る

者
の

正

路
を

直
示

す
る
を

覓
む
べ

し
。

是

れ
善
知
識
は

大
因
縁
有

　
　
い

わ
ゆ

り
、

所
謂
る

化
導
し
て

見
性
を

得
し

む
。

一

切
の

善
法
は

、

善
知
識
に

因
っ

て

能
く

發
起
す
る
が

故
な

り
。

三

世
の

諸
佛、

十
二

部
經
は

、

人
の

性
中
に

　
　
　
　
も
　　
と

在
り
て

、

本
自
よ

り

具
有
す

。

自
ら

悟
る
こ

と

能
わ

ず
ん

ぽ
、

須
ら

く

善
知

　
　
し
　
ど
う
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　　
ま

じ

識
の

示
導
を

求
め

て
、

方
め

て

見
る

べ

し
。

若
し

自
ら

悟
る

者
は

、

外
の

善

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
こ

と
わ

り

知
識
を
假
ら
ず

。

解
脱
を

得
ん

と

望
む

も、

是
の

處

有
る

こ

と

無
し

。

自

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ぜ

心
の

内
の

知
識

、

自
ら

悟
れ
ぽ

即
ち

是
な
り
。

自
心
の

若
し

邪
迷
を

起
こ

し

て
、

妄
念
顛
倒
せ

ば、

外
の

善
知
識
の

教
授
す
る

こ

と

有
り
と

雖
も、

救
う

こ

と

得
ぺ

か

ら

ず
。

自
心
の

若
し

正
し

く
般
若
を

起
こ

し
て

觀
照
せ

ば
、

一

　
　
　
　
　

　
　

　

と
も

刹
那
の

閲
に
、

妄
念
は

倶
に

滅
す

。

若
し

自
性
を

識
ら
ぽ

、

一

悟
し

て

鉚
ち

佛

地
に

至
る
」

。

「

善
知
識
よ
、

智
惠

も
て

觀
照
し

て
、

内
外
明
徹
な
れ

ぽ
、

自

ら
の

本
心

を
識
る

。

若
し

本

心
を

識
ら
ば
、

印
ち

本
よ

り

解
脱
す

。

若
し

解

脱
を

得
れ
ば
、

帥
ち

是
れ

般
若
三

昧
、

帥
ち

是
れ
無
念
な
り
。

何
を
か

無
念

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ぜ

ん

じ

や
く

と
名
つ

く
る

。

若
し
一

切

法
を

見
て

、

心

染
著
せ

ざ
る

。

是
れ
を

無
念
と

爲

　
　
ゆ
う

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

あ
ま

ね

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

た

　

　
　

　

　

　

　

き
よ

す
。

用
は

即
ち
一

切
處
に

遍

く、

亦
た
一

切
處
に

著
せ

ず
。

但
だ

本

心
を

淨

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

ん

め

て
、

六

識
を
し

て

六

門
よ

り

走
り

出
で
し

め
、

六

塵
の

中
に

於
て

、

染
無

く
雜
無
く、

來
去
自
由
に

し

て
、

通

同
し
て

滯
る

こ

と

無
し
。

即
ち

是
れ

般

若
三

昧
に

し

て
、

自
在
に

解
脱
す
る

を
、

無
念
の

行
と

名
つ

く
。

百
物
思
わ

ざ
る
こ

と

莫
れ

。

當
に

念
を
し

て

絶
せ

し
め

ば
、

即
ち

是
れ

法
縛
に

し

て
、

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

と
ご

と

帥
ち

邊
見
と

名
つ

く
」

。

「

善
知
識
よ

、

無
念
の

法
を

悟
る

者
は

、

萬
法

盡
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惠

听
本
『

六

租
壇
經
』

の

研
究
（

績
）

（

石
井
）

　
　
　
　

　

四

六

　
無

相
滅
罪
頌

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
（

五

口

）

　
　

　

　

　

　

（

栢胡
）

　

　
　

　

　
　

（

迷
）

（

35
）

　
大
師
言

、

善
知
識

、

聽
悟
説
無
相
訟

、

令
汝
名
者
罪
滅

。

亦

名

滅
罪
頌

。

頌
日

、

　
　

愚
人

修
幅
不
修
道
、

謂
言
修
幅
而
是
（

道
）

。

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
（

業
）

　
　

布
施
供
養
輻
無
邊
、

心
中
三

葉
元
來
在

。

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
（

亦
）

　
　

若
將
修
幅

欲
滅
罪
、

後
世
得
幅
罪
無
造

。

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
（

名
）

・
（

性
）

　
　
　

（

悔
）

　
　
若
解
向
心

除
罪
縁

、

各
自
世
中
眞
懺
海

。

　
　
　
　

　
　
　
　
（

悔）

　
　
若

悟
大
乘
眞
懺
海

、

除
邪
行
正

造
無
罪

。

　
　

學
道
之
人
能
自
觀
、

印
與
悟
人
同
一

例
。

　
　
大

師
令
傳
此
頓
教

、

願
學
之
人
同
一

瞠
。

　
　
若
欲
當

來
覓
本

身
、

三

毒
惡
縁
心

中
洗

。

　
　

努
力
修
道
莫
悠
悠

、

忽
然
虚

度
一

世
休

。

　
　
若
遇

大
乘
頓
教
法
、

虔
誠

合
掌
志
心

求
。

大
師

読

法
了

。

韋
使
君

官
寮
僣
衆
道
俗

、

讚
言
無
盡、

昔
所
未
聞

。

＊

汝
等
n
若
能
（

興
×

寛
）

。

＊

名
ー1
各
（

金
）

（

大
×

興
×
寛
）

。

＊

例
11
類
（

興
）

（

寛
）

。

志
（

金
）

（

大
）

。

＊

員
目
僚
（

金
）

（

大
）

。

＊

皆
1ー
ナ

シ
（

底
）

。

＊

哉
11
哉
希
有
（

金
）

（

大
）

。

　
大

師
言
く

、

「

善
知

識
よ

、

吾
が
無
相
頌
を

説
く
を

聽
け

、

汝
が

迷

者
の

罪
を
し

て

滅
せ

し
め

ん
。

亦
た

滅
罪
頌

と

名
つ

く
」

。

頌
に

曰

く
、

　
　
　
　

　
　
し
ゆ

　
　
愚
人
は

福
を

修
し

て

道
を

修
せ

ず、

謂
い

て

幅
を

修
し

て

而
も
是
れ

道

　
　
な
り
と

言
う

。

八
二

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

ネ

（

42
）

　
善
知
識

、

吾
有
｝

無
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も
と

よ

り

　
　

布
施、

供
養
し
て

疆
無
邊
な

る
も

、

心

中
の

三

業
は

元

來
在
り
。

　
　
若
し

幅

を
修
す
る

を
將
て

罪
を

滅
せ
ん

と
欲
せ

ぽ、

後
世
に

福
を

得
る

　
　
　
　
　
　
　
　

い

た

　
　
と

き
、

罪
も
亦
た

造
ら

ん
。

　
　
　
　
よ

　
　
若
し

解
く
心
に

向
っ

て

罪
縁
を

除
け
ば
、

自
性
の

中
の

眞
の

懺
悔
と

名

　
　
つ

く
。

　
　
若
し

大
乘
を
悟
ら
ば

屓
の

懺
悔
な
り
、

邪
を

除
ぎ
正
を

行
じ

て

無
罪
に

　
　
い

た

　
　
造
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も

　
　
學
道
の

人
能
く
自
ら

觀
ぜ

ば
、

即
ち

悟
人
と

同
に
一

例
な

り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も

　
　
大
師
は

此
の

頓
教
を

傳
え
し

む、

願
わ

く
は

之
を

學
ぶ

人
の

同
に
一

體

　
　
な
ら
ん

こ

と

を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
す

　
　
若
し

當
來
に

本
身
を

覓
め

ん
と

欲
せ

ば
、

三

毒
の

惡
縁

、

心

中

を

洗

　
　
げ

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た

　
　
努
力
し

て

道
を

修
し
て
、

悠
悠
た
る

こ

と

莫
れ

、

忽
然
虚
し

く

度
れ
ば

　
　
一

世

休
す

。

　
　
若
し

大
乘
頓
教
の

法
に

遇
わ

ば、

虔
誠
に

合
掌
し

て

志
心
に

求
め

よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
し

　
く
ん

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

つ

　
大
師

、

法
を
説
き
了
る

。

韋
使
君、

官
寮、

僭
衆、

道
俗
は

讚
言
し

て

盡

く
る

無
く
、

「

昔
未
だ

聞
か

ざ
る

所
な
り

」

。

（

36
）

四
七

　
蓮
磨
無
功
徳
の

教
え

使
君
禮
拜
自
言

、

和
尚
読
法

、

實
不

思

議
。

弟
子
當
有
少
疑

、

恵
听
本
『

六

租
壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石
井
）

　
　
布
施

、

供
養
し
て

福
無
邊
な
る

も
、

心
中
の

三

悪
は

元
來
造
る

。

　
　
　
　
　
　
　

も

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

つ

　
　
福
を

修
す
る

を
將
っ

て

罪
を
滅
せ

ん

と

欲
す
と

擬
す
る

も
、

後
世
に

福

　
　
を

得
る

と
き

、

罪
も
還
た

在
り

。

　
　
も

　
　
但
し

心

中
に

向
っ

て

罪
縁

を
除
け
ば
、

自
性
の

中
の

眞
の

懺
悔
と

名
つ

　
　
く
o

　
　
も

　
　
忽
し

大
乘
を
悟
ら
ば

眞
の

懺
悔

な
り、

邪
を

除
き
正
を

行
じ

て

即
ち

罪

　
　
無
し

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も

　
　
學
道
は

常
に

自
性
を

觀
ぜ
よ

、

即
ち

諸
佛
と

同
に
一

例

な
り

。

　
　
　
　

た

　
　
五

組
は

唯
だ

此
の

頓
法
を

傳
う

、

普
く
願
わ

く
は

見
性
し

て

同
に
一

醴

　
　
な

ら
ん

こ

と

を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

　
　
若
し

當
來
に

法
身
を

覓
め

ん

と

欲
せ

ぽ
、

諸
法
の

相
を

離
れ
て

心

中
を

　
　
す
す

　
　
洗
げ

。

　
　
努
力
し

て

自
ら

見
て

悠
悠
た
る

こ

と

莫
れ

、

後
念
忽
ち

絶
す

れ
ば
一

世

　
　
休
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん

く

　
　
若
し

大
乘

を

悟
っ

て

見
性
を

得
ん

と
な
ら
ば
、

虔

恭
に

合
掌
し

て

至

心

　
　
に

求
め

よ
。

　
師
言
く

、

「

今
、

大
梵
寺
中
に

於
て
、

此
の

頓
教
を

説
く

。

普
く

願

わ
く

は

法
界
の

衆
生
、

此
の

言

下
に

於
て

見
性
成

佛
せ

ん

こ

と

を
」

。

師
の

説
法

お
わ
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

と
も
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
な

了
る

。

韋
使
君
は

官
員
道
俗
と

與
に
一

時
に

禮
を

作
し

、

悟
ら

ざ

る

者

無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

な

し
。

皆
な

歎
ず
ら
く

、

「

善
い

哉
。

何
ぞ
期
せ

ん
、

嶺
南
に

佛
の

出
世
有

ら

ん

と
は
」

。

　
　
　
　
　

ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
ネ

（

43
）

　
八

、

示
西
方
相
状
門

。

〈
武
帝
問
功
徳
附

。

〉
。

　
　
　
　

ホ

　

爾
時
韋

使
君

、

再
肅

容
儀
禮
拜
問
日

、

弟
子
聞
和
尚
読

法
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八

三

實
不
可

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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＊

使
君
頂
禮
願
爲
弟
子
1ー
ナ

シ

（

興
）

（

寛
）

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

わ

　
使
君
は

禮
拜
し

て

自
ら

言
く、

「

和
伺
の

説

法
は

、

實
に

不

思
議
な
り
。

弟

れ

子
は

當
に

少
し

く
疑
有
り
、

和
筒
に

問
わ
ん

と

欲
せ

ん

と

す
。

望
む
ら
く
は

和
筒
が

大
慈
大
悲
も
て

、

弟
子
の

爲
に

説

ぎ
た

ま

え
」

。

大
師
言
く

、

「

疑
有

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
も
ち

ら
ぽ

即
ち
問

え
、

何
ぞ
再
三

す
る

こ

と

を

須
い

ん
」

。

使
君
問
う、

「

和
尚
が

　
　
　
　
　
　
　
あ

説
く

所
の

法
は

、

可
に

是
れ
西

國
第
一

租

逹
磨
祗

師
の

宗
旨
に

あ
ら
ず
や
」

。

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
さ

く
な
ら

大
師
言

く
、

「

是
な

り
」

。

「

弟
子
は

見
読
く

、

逹
磨
大
師
が

梁
の

武

帚
を

化
せ

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
こ

の

か

た

し

と

き、

帝
は

逹
磨
に

問

う
、

『

臉
は
一

生
已

來
、

寺
を

造
り

布
施
供
養
す

、

く

ど
く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

み

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
ち

や
う
ち

よ

う

功
徳

有
り
や
』

。

逹
磨
答
え
て

言
く

、

『

並
な

功
徳
無
し
』

。

武
帚
惆

悵

た

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
い

ぶ
か

り
。

逐
に

逹
磨
を

し

て

境
を
出

だ
さ
し

む
、

と
。

未
審
し

、

此
の

言、

請

う

和
尚
の

説
か

ん

こ

と
を
」

。

六

祺
言
く

、

「

實
に

功
徳
無
し
。

使
君
よ
、

逹
磨

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
じ

や

く

大

師
の

言
を

疑
う
こ

と

勿
れ

。

武
帝
は

邪
道
に

著
し

て

正

法
を

識
ら
ざ

る
な

り
」

。

使
君
問

う、

「

何
を

以
て

か

功
徳
無
き
」

。

和
尚
言

く
、

「

寺
を
造
り

布

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　
し
ゆ

あ

く
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
お

　
も

施

供
養
す
る

は
、

只
だ

是
れ
修
幅
な
る

の

み
。

福
を

將
っ

て

功
徳
と

以
爲
う

べ

か

ら

ず
。

功
徳
は

法
身
に

在
り、

福
田
に

在
る

に

非
ず

。

自
ら
の

法
性
に

功
徳

有
り
。

見
性
は

是
れ

功
、

夲
直
は

是
れ

徳
な

り
。

内
に

佛
性
を

見、

外

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ご
　
が

に

恭
敬
を

行
ず

。

若
し
一

切
人
を
輕
ん

じ

て
、

吾
我
斷
ぜ
ざ

れ
ば

、

即
ち

自

　
　
　
　
　
　
　

　
ニ

　　
も
う

ら

功
徳
無
し

。

自
性
虚
妄
に

し
て
、

法
身
に

功
徳
無
け
れ
ば

な
り

」
。

「

念
念

　
　
　
　
　
　
　

　
じ
き
し

ん

に

徳

行
し
て

、

夲
等
直
心

な
れ

ば、

徳
は

即
ち

輕
ん

ぜ

ず
、

常
に

敬
を

行

ず

る
な

り
。

自
ら

身
を
修
す
る

は

即
ち

功
、

自
ら
心

を

修
す
る
は

即

ち

徳

な

り
」

。

「

功
徳
は

自
心
に

作
る

、

幅
は

功
徳
と

別
な
り

。

武
帝
は

正
理
を

識
ら

ず
、

砠
大
師
に

過
有
る

に

は

非
ず
」

。

惠
听
本
『

六

租

壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石
井
）

　

八
、

西

方
の

相
状
を
示
す
門

。

〈
武
帝

、

功
徳
を

問
う

を

附
す

。

V
。

　

　
　

　
　
い

し

く
ん

　

　

　

　

　

と
と

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

わ

　

爾
の

時
、

韋
使
君
は

再
び

容
儀
を

肅
え
て

禮
拜
し

て

問

う
て

曰

く
、

「

弟

れ
子
は

和
尚
の

説
法

を

聞
い

て
、

實
に

不
可

思
議
な
り
。

今
、

少
し

く

疑
有
り

、

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
せ

つ

和
筒
に

問
わ

ん
と

欲
す

。

願
わ
く
は

大
慈
悲
も
て

、

特
に

與
に

解
読
し

た

ま

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
ち

え
」

。

師
曰

く
、

「

疑
有
ら
ば

即
ち

問
え

、

何
ぞ

再
三

す
る

こ

と

を
須
い

ん
」

。

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
あ

使
君
曰

く
、

「

和
尚
の

所
説
は

、

可
に

是
れ

逹
磨
大
師
の

宗
旨

に

あ

ら

ず

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

く
な
ら

や
」

。

師
言
く

、

「

是
な

り
」

。

使
君
曰

く
、

「

弟
子
は

聞
説
く

、

逹
磨、

初
め

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
こ

の

か

た

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

く

梁
朝
の

武
帝
問
う
、

『

朕
は
一

生

巳

來、

寺
を
造
り
僭
に

供
し

、

布
施
し

齋

を

設
く、

何
の

功
徳
か

有
る
』

。

達
磨
言
く

、

『

實
に

功
徳
無
し

』
。

武
帚
は

　

　
　

　
　

　
　
か

な
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

ロ

悵
快
し
、

本
情
に

稱
わ

ず
。

途
に

逹
暦
を

し
て

境
を
出
だ

さ
し

む
、

と
。

弟

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
た
め

子
は

未
だ

此
の

理
に

達
せ

ず
。

願
わ

く
は

和
尚

、

爲
に

説
か

ん

こ

と

を
。

逹

　

　
　

　
　
い

か

ん

磨
の

意
旨
や

如
何
」

。

師
曰

く
、

「

實
に

功
徳
無
し
。

先
聖

の

言
を
疑

う
こ

と

　

　
　

　
　

　
　
よ

こ

し

勿
れ

。

武
帝
は

心

邪
ま
に

し

て
、

正

法
を

知
ら

ず
。

寺
を

造
り

供
養
し
、

布

施
し

齋
を
設

く
、

名
づ

け
て

福
を

求
む
と

爲
す

。

幅
を
將
っ

て

便
ち

功
徳
と

爲
す
べ

か

ら

ず
。

功
徳
は

法
身
の

中
に

在
り、

修
幅
に

在
ら
ず
」

。

師
曰

く
．

「

見

性
は

是
れ

功
、

李
直
は

是
れ
徳

な
り
。

念
念
に

滯
る

こ

と

無
く

、

常
に

本
性
を

見
て

、

眞
實
に

妙
用
す
る

を
、

名
づ

け
て

功
徳
と

爲
す

。

外
に

禮

敬

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
け
ん

げ

を
行
ず
る

は

是
れ
功

、

内
に

謙

下
を
心

と

す
る

は

是

れ
徳
な

り
。

自
性
の

萬

法
を

建
立
す
る

は

是
れ
功

、

心

體
の

念
を

離
る

る
は

是
れ

徳
な

り
。

自
性
を

離
れ

ざ
る
は

是
れ

功
、

應
用
し
て

染
す
る
こ

と
無
き
は

是
れ

徳
な
り
。

若
し

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
な

功
徳
法
身
を

覓
め

ぽ
、

但
だ

此
れ
に

依
っ

て

作
せ

、

是
れ

眞
の

功
徳
な

り
。

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ

　
き

よ

う

若
し

功
徳

を

修
す
る

人
な

ら
ぽ

、

心
に

即
ち

輕
ん

ぜ

ず
、

常
に

普
敬
を

行
ず

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

　
が

る

な

り
」

。

師
曰

く
、

「

心
に

常
に

人
を

輕
ん

じ
て

、

吾
我

斷
ぜ
ざ

れ
ば

、

即

ち

自
ら

功
無
し
。

自
性
虚
妄
に

し

て
不

實
な

れ
ば

、

印
ち

自
ら

徳
無
し
。

無

八

五

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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惠
听
本
『

六

岨
壇
經
』

の

研
究
（

績
）

（

石
井
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

　
　
　
　
　
　
じ
　
だ
い

功
徳
の

人
、

吾
我
自
大
に

し

て
、

常
に
一

刧
を

輕
ん

ず
る

が

爲
の

故

な
り

」
。

　
　
　
　
　
　
　

む

げ
ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぴ
よ

う
じ

オ

「

善
知
識
よ
、

念
念
に

無
閲
な
る

は

是
れ
功

、

心
行
の

李
直
な

る
は

是
れ

徳

な
り
。

自
ら
身
を
修

す
る
は

是
れ

功、

自
ら
性
を

修
す
る
は

是
れ
徳

な
り
。

徳
は

即
ち

輕
ん

ぜ

ず、

常
に

普
敬
を
行
ず
る

な
り

」
。

韋
使
君
默
然
と

し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

べ

か

觀
を
作
す

。

師
言
く
、

「

善
知
識
よ

、

功
徳
は

須
ら

く
自
性
の

内
に

見

る

べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

こ

し
、

是
れ

布
施
供
養
の

求
む
る

所
に

あ
ら

ず
。

是
を

以
て

、

幅
徳
は

功
徳
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

が

別
な
り
。

武
帝
は

理
を

識
ら
ず

、

我
が

砠
師
に

過
有
る

に

は

非
ず
」

。

使

君

頂
禮
し
て

、

願
っ

て

弟
子
と

爲
る

。

N 工工
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四
八

　
淨
土

の

所
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

衍
字
）

　

　

　
　
　

　
　

（

陀）

（

37
）

　
使
君

禮
拜
又

問
、

弟
子
見
僣

道

俗、

常
念
阿
彌
大
佛

、

願

往

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

得
）

生
西

方
。

請
和

省
説

、

徳

生
彼
否

。

望
爲
破
疑

。

大
師
言

、

使
君
聽

、

惠
能
與
説

。

世
尊
在
舍
衞
國

、

説

西

方

引
化

。

經
文

分
明

、

去
此
不

遠
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

衍

字
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

種
）

　

　

　

（

雨
）

（

読
遠
）

只
爲
下
根

、

読

近
説
遠
ロ
ハ

縁
上

智
。

人
自
兩
重

、

法
無
不

。

（

迷
）

名
悟
有
殊

、

見
有
遲
疾

。

迷
人
念
佛
生
彼

、

悟
者
自
淨
其
心

。

所
以

佛

　
　
　
　
　
　
　
（

佛
）

言
、

随
其

心

淨
、

則
彿
土

淨
。

使

君
、

東
方
但

淨
心
無
罪

、

西
方
心

不

淨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
方
）

有
愆

。

迷
人
願
生
東
方
西

者、

（

悟
人
）

所
在
處

、

並
皆
一

種
。

心

但
無

不

淨
、

西
方
去
此
不
遠

。

心

起

不

淨
之
心

、

念
佛
往
生
難
到

。

除
（

十
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

直）
　
　
　
　
　
（

彈
）

悪
即
行

十
萬
、

無
八
邪
印
過
八

千
。

但
行
眞
心

、

到
如
禪
指

。

使
君

、

但
行

十

善、

何
須
更
願
往
生

。

不

斷
十
惡
之

心
、

何
佛
即
來
迎

請
。

若

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
那
）

悟
無
生

頓
法
、

見
西

方
只
在
刹

邦
。

不

悟
頓
教
大
乘

、

念

佛

往

生

路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゜

（

聞
）

　（
目
）

遙
、

如
何
得

逹
。

六

租

言
、

惠
能

與
使
君

、

移
西

方
刹
那
問

、

日

前
便

見
。

使
君
願
見
否

。

使
君
禮
拜

、

若

此
得

見、

何
須
往
生

。

願
和

尚

慈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

（

44
）

　
夂

問
、

弟
子
常
見
僣
俗

、

念
阿

彌

陀
經

、

願

生
西

方
。

請
和
爾

　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

説、

得
生

彼
不

。

願
爲
破
疑

。

師
言、

使
君
善
聽

、

某
甲

與
説

。

世
奪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

在
舍
衞
城

中
、

説
西

方
引
化

。

經
文
分
明

、

去
此
不

遠
。

若
論
相
説
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ネ

　
　
　
　
　
　

　

數
、

即
有
十
萬
八

千
。

若
読
身
中

、

十
惡
八

邪
便
是

。

説
遠
只

爲
下
根

、

説

近
爲
其
上
智

。

人
有
兩
種

、

法
無
兩
般

。

迷
悟
有

殊
、

見
有
暹
疾

。

　
　
　
　
　

迷
人

念
佛
生
彼

、

悟
人

自
淨
其
心

。

所
以
佛
言

、

随
其
心

淨
、

印
佛
土

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

淨
。

師
言

、

東
方
人
、

但
淨

心
無

罪
、

西

方
人

、

心

不
淨

有
愆

。

東
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
造
罪、

念
佛
求
生
西

方
。

西
方
人

造

罪
造
愆

、

彼
土
念
生

何
國

。

凡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

愚
不

了

自
性

、

不

識
身
中
西
方

、

願

東
願
西
、

悟
人
在
處
一

般
。

所
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佛
言、

隨
所
佳

處
、

常
安
樂

。

使
君、

心

地
但
無
不

善、

西

方
去
此
不

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

遙
。

若
懐
不

善
之
心

、

念
佛
往
生
難
到

。

今
勸

善
知

識、

先

除

十
惡

、

　
　
　
　

　
　
　
　

師
行
十
萬

。

後
除
八

邪
、

乃

過
八

千
。

念
念
見
性

、

常
行
卒

直
、

到
如

　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

彈
指

、

便
覩
彌

陀
。

能
淨
能
寂
即
是
釋
迦

、

心

起
慈
悲
帥
是
觀

音
、

常
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悲、

爲
現
西

方、

大
善

。

大
師
言

、

唐
見
西

方
無

疑
、

即
散

。

大
衆
愕

　
　
　
　
　
（

事
）

然、

莫
知

何
是

。

大

師
日

、

大
衆

、

大
衆、

作
意
聽

。

世
人
自
色

身
是

　
　
　
　
　
（

衍
字
）

　
　

　
　

　
　
　

　
（

五
）

城
、

眼
耳
鼻
舌

身
印
是
城
門

。

外
有
六

門
、

内

有
意

門
。

心
鄙
是
地

、

性

即
是
王

。

性

在
王

在
、

性
去
王

無
。

性
在
身
心

存
、

性
去
身
（

心
）

壊
。

佛
是
自
性

作、

莫
向
身
（

外
）

求
。

自
性
迷

佛

部
衆
生

、

自
性
悟

衆
生

鄙

是
佛

。

慈
悲
即
是
觀
音、

喜
捨
名
爲
勢
至

、

能
淨
是
釋
迦、

夲

（

直
）

眞
是

彌

勒
。

人

我
是
須
彌

、

邪
心

是
大
海

、

煩
惱
是
波
浪

、

毒
心

是
惡

龍、

塵
勞
是
魚
鰲、

虚
妄
即
是
神
鬼

、

三

毒
郎
是
地
獄

、

愚
癡
鄙
是
畜

　
　
　
　
　
　
　
　
（

無

人

我
）

生
。

＋
盖
、

羮
堂

。

我

無
人、

須
彌
自
倒

。

除
邪
心

、

海
水

鎭
煩
惱

無
、

波

浪
滅

、

毒
害
除

、

魚
龍
絶

。

自
心

地
上

覺
性
如
來

、

施
大
智
惠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

破
）

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

（

内
）

光
明
、

照
曜
六

門
清

淨
、

照
波
六

欲
諸
天

。

（

自
性
）

下
照

、

三

毒
若
除

、

地

獄
一

時
淌
滅

。

内

外
明
徹

、

不

異
西

方
。

不

作
此
修、

如
何
到
彼

。

　
　
（

聞
）

　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

（

了
）

座
下

問
説

、

讚
聲
徹
天

、

應
是
迷

人
、

人
然
便
見
（

性
）

。

使
君
禮
拜

、

讃
言

善
哉
善
哉、

普

願

法
界
衆
生

、

聞
者
一

時
悟
解

。

＊

經
“
佛
（

興
）

（

寛
）

。

＊

疑

“宀
唹
（

底
）

。

＊

里

數
口
理
（

興
）

（

音川
）

。

＊

身

“
ナ

シ
（

金
）

。

（

興
）

（

寛
）

。

＊

師
言

冂
使
君
（

興
）
（

寛
）

。

＊

淨

心
目
心

淨
即
（

興
×
寛
）

。

＊

西
“
雖
西
（

興
）

（

寛
）

。

（

寛
）

。

＊

西
方
1ー
淨
土
（

興
）

（

寛
）

。

＊

樂
11
常
樂
（

興
）

（

寛
）

。

＊

遙
11
遠
（

金
）

。

二

「

善
」

ト

ア

リ
。

＊

後
冂
ナ

シ
（

底
）

。

＊

能
淨
能
寂
即
是
釋
迦
心
起
慈
悲
即
是
觀
晋

常
行
喜
捨
名
爲
勢
至

ーー
ナ

シ
（

興
）
（

寛
）

。

　
恵
听
本
『

六
砠

壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石

井
）

行

喜
捨
名

爲
勢
至

。

使
君

、

但
行
十
善、

何
須
更
願
往
生

。

不

斷
十
惡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ

之
心

、

何
佛
郎
來
迎
請

。

若

悟
無
生
頓
法

、

見
西
方
只

在
刹
那

。

不

悟

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
の

念
佛
欲
往

、

路
遙
如
何
得
逹

。

師
言

、

某
甲

與
諸
人

、

移
西

方
如
刹
那

　
　
　
　
　
　
　
ネ

　
　
　
　
　

　
　

ネ

聞、

目
前
便

見
。

願
不

願
。

使
君
頂
禮
言

、

若
此
處
見

、

何
須
更

願
往

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ

生
。

願
和
筒

慈
悲

、

便
現
西
方

、

普
願
得
見

。

師
言

、

徒
衆

、

用

心
、

　
　
ホ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

時
若
見
西

方
無
疑、

郎
散

。

師
言、

大
衆

、

世
人
自
色

身
是
城

、

眼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

ホ

耳
鼻
舌
是
城

門
。

外
有
五

門
、

内
有
意
識

。

心

爲
地、

性
是
王
、

王

居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

心
地

上
。

性

在
王

在、

性
去
王

無
。

性
在
身

心

存、

性
無
身
心

壞
。

佛

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

向
性
中
作
、

莫
向
外
求

。

自
性
迷
副
是
衆
生

、

離
迷
即
覺

、

覺
部
是
佛

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慈
悲
師
是
觀

音
、

喜
捨
名
爲
勢
至

、

能
淨

郎
釋
迦、

罕

直
即
彌

陀
。

人

　
ホ

我
是
須
彌

、

邪
心

是
海
水
、

煩
惱
是
波
浪

、

毒
害
是
惡
龍、

虚

妄
是
鬼

　
　
　
　
　
　
ネ

瀞
、

塵
勞
是
魚
鰲

、

貪
嗔
是
地
獄

、

愚
癡
是
畜
生

。

善
知
識、

常
行

十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

善
、

天
堂

便
至

。

除
人

我

須
彌
倒

。

無
邪
心

、

海
水
蜴

、

煩
惱
無

、

波

　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

浪
滅

、

毒
害
除、

魚
鰲
絶

。

自
心
地
上

覺
性

如
來

、

放
大
光
明
、

外
照

　
　
　
　
　
ホ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　

六

門
清
淨

、

照
破
六
欲
諸
天

。

自
性
内
照

、

三

毒
若
除

、

地

獄
〕

時
淌

散
。

内
外
明
徹、

不

異
西

方
。

不

作
此
修

、

如
何
到
彼

。

大
衆
聞
読、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

倶
歎
善
哉

。

但
是
迷
人

、

了

然
見
性

。

悉
皆
禮
拜

、

唯
言
善
哉

、

普
願

法
界
衆
生
、

聞
者
一

時

悟
解

。

　
　
　
＊

是
ーー
ナ

シ

（

底
）

。

＊

只
爲
“
爲
其
（

興
）

（

寛
）

。

＊

生
彼
11
求
生

於
彼

　
　
　
　
　
　

＊

淨
目
淨
亦
（

興
）

（

寛
）

。

＊

造

愆
彼
土
念
凵

念

佛

求
（

興
）

＊

佛

1ー
ナ

シ
（

底
）

。

＊

生

h
ナ

シ

（

底
）

。

＊

萬
日
善
（

興
）

（

寛
）

。

（

大
）

ハ

右
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

無
11
衆
（

底
）

。

＊

欲
往
11
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

七

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Komazawa University

NII-Electronic Library Service



Komazawa University

NII-Electronic Library Service



Komazawa University

NII-Electronic Library Service

惠
听
本
『

六

砠

壇
經
』

の

研

究
（

續
）

（

石

井
）

九
〇

來
は

、

大
光
明
を

放
っ

て
、

外
に

六

門
を

照
ら
し
て

清
淨
な
ら
し

め
、

六

欲

　

　
　
　
　
　

　
　
　
う
ち

の

諸
天

を
照
破
す

。

自
性
内
に

照
し
て
、

三

毒
若
し

除

け
ば
、

地
獄
は

、

一

　

　
　
　
　
な

い

げ

　
ら

よ

う
て

つ

時
に

淌

散
す

。

内
外
明
徹
し

て
、

西

方
に

異
な
ら

ず
。

此
の

修
を
作
さ

ず
し

　

　
　
　
か

し

ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

セ

　

　

　

　

　

　

と
も

　

　

　
ぜ
ん

ざ

い

て
、

如
何
が

彼
に

到
ら

ん
L

。

大
衆
は

聞
説
い

て
、

倶
に

「

善
哉
」

と
歎
ず

。

あ

ら

ゆ

但
是
る

迷
人
も
了
然
と

し

て

見
性
す

。

悉
く

皆
な

禮
拜
し

て
、

唯
だ

言
く

、

　

　
　

あ

ま
ね
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ

　
げ

「

善
哉

。

普
く

願
わ
く
は

法
界
の

衆
生

、

聞
く

者
の
一

時
に

悟
解
せ

ん

こ

と

を
」

。

N 工工
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（

38
）

　
大

師
言

、

善
知
識

、

若
欲
修
行

、

在
家
亦
得

、

不

由
在
寺

。

在

寺
不

修
、

如
西

方
心

惡
之
人

。

在
家
若
修
行、

如
東
方
人

修

善
。

但
願

　
　

　
　
　
　
　

　
（

西
）

自
家
修
清
淨、

帥
是
惡
力

。

使
君
問

和
（

尚
）

、

在
家
如
何
修

。

願

爲

　
　

　
　
　
　
　

　
（

知
）

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

　
（

依
）

指
授

。

大
師
言

、

善
智
識

、

惠
能

與
道
俗
作
無
相

頌
。

盡

誦
取
、

衣
此

　
　

　
　
　
　
　
（

衍
字
）

修
行

、

常
與
惠
能

読

］

處
無
別

。

頌
日
、

　
　

読
通
及
心

通、

如
日

至

虚
空

。

　
　

惟

傳
頓
教
法

、

出

世
破
邪
宗

。

　
　

教
印
無

頓
漸

、

迷
悟
有
遲
疾

。

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（

悉
）

　
　

若
學
頓
教
法

、

愚
人

不

可
迷

。

　
　

説
鄒
須
萬
般

、

合
離
還
歸
一

。

　
　

煩
惱
暗
宅

中
、

常

須
生
惠
日

。

　
　

邪

來
因
煩

惱
、

正

來
煩
惱
除

。

　
　

邪
正

疾
不

用
、

清

淨
至
無
餘

。

　
　

菩
提
本
清
淨

、

起
心

師
是
妄

。

（

45
）

　
師
言

、

善
知

識
、

若
欲
修
行
、

在
家
亦
得

、

不

由
在
寺

。

在
家

　
　

能
修

、

如
東
方
人

心

善
、

在
寺
不

修、

如
西
方
人

心

惡
。

但
心

清
淨

、

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
ネ

師
是
自
性
西

方
。

韋

氏
又

問
、

在
家
如

何
修
行

。

願
爲
教
授

。

師
言

、

　
　

　
　

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

吾
與
大
衆

、

作
無
相
頌

。

但
依
此
修

、

常
與
吾
同

處
無
別

。

若
不

修

行
、

雖
在
吾
邊

、

如
隔
千
里

。

頌

日
、

　

　

説
通
及

心

通
、

如
日

處
虚
空

。

　

　
ネ

　

　

唯
傳
見
性
法

、

出
世
破
邪

宗
。

　

　

法
即
無
頓
漸

、

迷
悟
有
遲
疾

。

　

　
　
　

　
　
　
ホ

　

　
ロ
ハ

這
見
性
法
、

愚
人

不

可
悉

。

　

　

読
帥
雖
萬
般
、

合
理

還
歸
一

。

　

　

煩

惱
暗
宅
中

、

常
須
生
恵
日

。

　

　

邪

來
煩
惱
至

、

正

來
煩

惱
除

。

　

　

邪
正

倶
不
用

、

清
淨
至
無
餘

。

　

　

菩
提
本
自
性

、

起
心

即
是
妄

。
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（

在
）

淨
性
於
妄
中

、

世
聞
若
修
道

、

常
現
在
己
過

、

色
類
自
有
道

、

覓
道
不

見
道

、

　
　
（

得
）

若
欲

貪
覓
道

、

自
若
無
正
心

、

若

眞
修
道
人

、

若

見
世
聞
非

、

　
　
　
（

無
）

他
非
我
有
罪

、

但
自
去
非
心

、

若
欲
化
愚
人、

勿
令
破
彼
疑、

法
元
在
世
聞、

勿

離
世
聞
上、

　
　
（

是
）

邪

見
出
世
聞

、

邪
正
悉
打
却、

此
但
是
頓
教

、

迷

來
經
累
劫

、

但
正
除
三

障
。

一

切
盡
不

妨
。

與
道
即
相
當

。

離
道
別

覓
道

。

到

頭
還
自
懊

。

行
正

即
是
道

。

暗
行
不

見
道

。

不

見
世
聞
愚

。

自
非
却
是
左

。

我
非
自
有
罪

。

打
破
煩

惱
碎

。

是
須
有
方
便

。

即
是
菩
提
見

。

於
世
出
世
聞

。

外
求
出
世
聞

。

正
見
出

世
聞

。

（

菩
提
性
宛
然
）

。

亦
名
爲
大
乘

。

悟
則
刹
那
聞

。

　
　

淨
性
在
妄
中

、

世
人
若
修
道

、

常
自
見
己
過、

色
類
自
有
道
、

離
道
別
覓
道
、

欲
得
見
眞
道、

自
若
無
道
心
、

若

眞
修
道
人
、

若

見
他
人
非、

他
非
我
不

非、

但
自
却
非
心
、

欲

擬
化

他
人

、

勿

令
彼
有
疑

、

　法
元
在
世
聞

、

ネ一

切
盡
打
却

、

但
正

無
三

障
。

　
　
　

一

刧
盡
不

妨
。

與
道
即
相
當

。

　
　

各
自
不

相
妨

。

ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ

覓
道
不

見
道

。

　
　
　

行
正

則
是
道

。

闇
行
不
見
道

。

不

見
世
聞
過

。

　
　
　
　

自
非
却
在
左

。

我
非
自
有
過

。

　
　
　
　
　

打
除

煩
惱
破

。

自
須
有
方
便

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ

則
是
自
性

見
。

ネ於
世

出
世
聞

。

　
　
　
　
　

菩
提
性
宛
然

。

＊

修
ー−
行
（

興
）

（

寛
）

。

＊

韋
氏
口
韋
公
（

興
）

（

寛
）

冂
使
君
（

金
）

（

大
）

。

＊

又
問
11
日
（

底
）

。

＊

吾
1ー
ナ

シ

（

底
）

。

＊

衆
”
家
（

寛
）

。

＊

修
目
依

此
（

金
）

（

大
）

（

興
X
寛
）

。

＊

唯
11
憔
（

興
）

（

寛
）

。

＊

這
”
此
（

興
）

（

寛
）

。

＊

性
法
11
法
性
（

底
）

冂
性
門
（

興
）

（

寛
）

。

＊

性
11
心
（

興
）

（

寛
）

。

＊

蠱
不

11
不

相
（

金
）

（

大
）

。

＊

自
不

相
妨
ー1
不

相

妨
惱
（

興
）

（

寛
）

。

＊

覓
道
11
絡
身
（

興
×
寛
）

。

＊

道
n
道
到
頭
還
自
慎
（

金
）

（

大
）

11
道

波
波
度
一

生
到
頭
還
自
懊
（

興
）

（

寛
）

。

＊

則
目
即
（

興
）

（

寛
）

。

以
下

同
。

＊

恵
听
本
『

六

租

壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石
井
）

九
一

N 工工
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惠
斫
本
『

六

租
壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石
井
）

九
二

在
口
是
（

興
）
（

寛
）

。

＊

破
11
破
憎
愛
不

關
心
長
伸
兩
脚
臥
（

興
×
寛
）

。

＊

見
11
現
（

興
×

寛
）

。

＊

法
元
11
佛
法
（

興
）

（

寛
）

。

＊

於
世
出
世
閲
け
不

離
世
間

覺
離
世

覓

菩
提
恰
如
求
兎

角
正
見
名
出
匿

邪
見
是
世
間
（

興
）

（

寛
）

。

＊

→

刧
11
邪
正
（

興
）

（

寛
）

。

＊

然

段
然

此
頌
是
頓
教
亦
名
大

法
船
迷

聞
經
累
劫
悟
則
刹
那
閲
（

興
）

（

寛
）

。

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
も
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ざ

い

け

　
大

師
言
く

、

「

善
知
識
よ

、

若
し

修
行
せ

ん

と

欲
せ

ぽ
、

在
家

も
亦
た

得

　
　

　
　

　
　

　
　
よ

た
り
、

寺
に

在
る

に

由
ら

ず
。

寺
に

在
り

て

修
せ

ず
ん

ば
、

西

方
の

心

惡
し

き
の

人
の

如
し

。

在
家
に

し

て

若
し

修
行
せ

ば
、

東
方
の

人
の

善
を

修
す
る

が

如
し
。

但
だ

願
わ

く
は

自
家
に

清
淨
を

修
せ

よ
、

躑
ち

是
れ
西

方
な

り
」

。

使
君
は

和
筒
に

問
う
、

「

在
家
は

如
何
が
修
せ

ん
。

願
わ

く
は
爲
に

指
授
し

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

め

た

ま
え
」

。

大
師
言
く

、

「

善
知
識
よ

、

惠
能
は

道
俗
の

與
に

無
相
頌
を

作
れ

　
ご

と
ご
と

り
。

盡

く

誦
取
し

て

此
に

依
っ

て

修
行
せ

ば
、

常
に

惠
能
と
→

處
に

し

て

別
な
る

こ

と

無
し

」

。

頌
に

曰

く
、

　
　

説
も
通
じ

及
び

心
も

通
じ
て
、

日
の

虚
空
に

至
る
が

如
し

。

　
　
た

　
　

惟
だ

頓
教
の

法
を
傳

え
て

、

出
世
し

て

邪
宗
を
破
す

。

　
　

教
は

即
ち

頓
漸
無
し

、

迷

悟
に

遲
疾
有
る

の

み
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
つ

く

　
　

若
し

頓
教
の

法
を
學
ば
ん

に

は
、

愚
人
は

悉
す
べ

か
ら

ず
。

　
　

　
　

　
　
す
べ

か

　
　

読
は

即
ち

須
ら

く
萬
般
な
る
べ

し
、

合
離
は

還
っ

て
一

に

歸
す

。

　
　

煩
惱
暗
宅
の

中
、

常
に

須
ら

く
惠
日

を

生
ず
べ

し
。

　
　

　
　

　
　
よ

　
　

邪
來
れ
ば

因
っ

て

煩
惱
た
り

、

正
來
れ
ば

煩
惱
除
く
。

　
　

　
　
す
み

や

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
む

　
よ

　
　

邪
正

疾
か

に

用
い

ず
ん

ば
、

清
淨
に

し

て

無
餘
に

至
る

。

　
　

菩
提
は

本
よ

り

清
淨
な

り、

心

を

起
せ

ば
即
ち

是
れ

妄
な
り

。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
も

　
　

淨
性
は

妄
中
に

在
り

、

但
し

正
な
れ

ば
三

障
を

除
く
。

　
　

世
閲
に

し

て

若
し

修
道
せ
ぽ

、

一

切
盡
く

妨
げ
ず

。

　
　

常
に

現
わ
れ
て

己
の

過
に

在
ら
ば

、

道
と

剛
ち

相
い

當
る

。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

　
　

色
類
は

自
ず
か

ら
道
有
り、

道
を

離
れ
て

別
に

道
を
覓
め

ん

や
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
と

う
と
う
　
　
オ
　
　
　
　
　
　
　
な
や

　
　

道
を

覓
む

れ
ば
道
を

見
ず、

到
頭
に

還
た

自
ら

懊
む

。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
ほ

　
つ

　
　

若
し
道
を
覓
め

ん

と

欲
得
せ

ば
、

正
を

行
ず
る

即
ち

是
れ
道

な
り
。

　
師
言
く

、

「

善
知
識
よ

、

若
し

修
行
せ

ん

と

欲
せ

ぽ
、

在
家
も

亦
た

得
た

り、

寺
に

在
る
に

由
ら

ず
。

在
家
に

し
て

能
く

修
せ

ぽ
、

東
方
の

人
の

心
の

善
き
が

如
し

。

寺
に

在
り
て

修
せ

ず
ん

ぽ
、

西
方
の

人
の

心
惡
し

き
が

如
し

。

も
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　　モ

但
し

心

清

淨
な
ら
ば

、

即
ち

是
れ

自
性
の

西

方
な

り
」

。

韋
氏
又
た

問
う、

　
　

　
　
い

か

ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

め

「

在
家
は

如
何
が

修
行
せ

ん
。

願
わ

く
は

爲
に

教
授
し

た

ま

え
」

。

師
言
く

、

　
　

　
　

　
　
た

め

「

吾
れ

大

衆
の

與
に

無
相
頌
を

作
れ

り
。

但
し

此
れ
に

依
っ

て

修
せ

ば
、

常

に

吾
れ

と

處
を
同

く
し
て

別
な

る
こ

と

無
し

。

若
し

修
行
せ

ず
ん

ば
、

吾
が

ほ

と邊
り
に

在
り

と

雖
も

、

千
里
を

隔
つ

る
が

如
し

」
。

頌
に

円

く
、

　
　

説
も
通
じ

及
び

心

も
通
じ
て

、

日
の

虚
空
に

處
る

が

如
し

。

　
　
た

　
　

唯
だ

見
性
の

法
を

傳
え
て
、

出

世
し
て

邪

宗
を
破

す
。

　
　
法
は

即
ち

頓
漸
無
し
、

迷
悟
に

遲
疾
有
る

の

み
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
つ

く

　
　
只
だ

這
の

見
性
の

法
は
、

愚
人
は

悉

す
べ

か

ら

ず
。

　
　
説
は

帥
ち

萬
般
な

り
と

雖

も、

理
に

合
し

て

還
っ

て
一

に

歸

す
。

　
　
煩

惱
暗
宅
の

中、

常
に

須
ら
く

惠
日

を
生

ず
ぺ

し
。

　
　
邪

來
れ
ば

煩
惱
至

り
、

正

來
れ
ば

煩

惱
除

く
。

　
　

　
　
と
も

　
　
邪
正

倶
に

用
い

ず
ん

ば
、

清
淨
に

し

て

無
餘
に

至
る

。

　
　
菩
提
は

本
よ

り

自
性
な

り
、

心
を

起
せ

ば

鄙
ち

是
れ

妄
な
り
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
も

　
　
淨

性
は

妄
中
に

在
り
、

但
し

正
な

れ
ば
三

障
無
し

。

　
　
世
人

若
し

道
を

修
せ

ぽ
、

一

切
盡
く
妨
げ
ず

。

　
　

　
　

　
　
お

の

　
　
と

ホ

　
　
常
に

自
ら

己
が

過
を

見
ば

、

道
と

印
ち

相
い

當
る

。

　
　

　
　

　
お

の

　
　
色
類
は

自
ず
か

ら

道
有
り
、

各
自
に

相
い

妨
げ
ず

。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
も
と

　
　
道
を

離
れ
て

別
に

道
を

覓
む
れ
ば

、

道
を

覓
め

て

道

を

見
ず

。

　
　

　
　

　
　

　
　
ほ

　つ

　
　
眞
道
を

見
ん
と

欲
得
せ

ば
、

正
を

行
ず
る

則
ち

是
れ

道
な
り
。
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惠

听
本
『

六

祀
壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石
井
）

　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
こ

ニ

　

て

修
行
せ

ば
、

惠

能
を

去
る
こ

と
千
里
な

る
も
、

常
に

能
が

邊
に

在
り

。

此

　

に

於
て

修
ぜ

ず
ん

ぽ
、

對
面
す
と

も
千
里
な
ら
ん

。

各
各
自
ら

修
せ

よ
。

法

　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
し
ば

ら

　

は

相
い

待
た

ず
。

衆
人
よ

、

且

く
散
ぜ

よ
。

惠
能
は

曹
溪
山
に

歸
ら
ん

。

衆

　

生
、

若
し

大
疑
有
ら
ば

、

彼
の

山
閲
に

來
れ

。

汝
が

爲
に

疑
を

破
し

て
、

同

　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
こ

う
ざ

　

じ

く
佛
性
を

見
せ

し
め

ん
」

。

合
座
の

官
寮、

道
俗
は
、

和
尚
を

禮
拜
し
、

　

嗟
嘆
せ

ざ
る

無
し

。

「

善
哉
大
悟、

昔
未
だ

聞
か

ざ
る

所
な
り

。

嶺
南
に

幅

　

　
　
　
し

よ

う
ぶ

つ
　
　
　
い

ま

　

有
り
、

生
佛
此
に

在
す

。

誰
か

能
く
知
る

こ

と
を

得
た

る
」

。

一

時
に

盡

く

　

散
ず

。

　

　
　
　
　

五

四

　
壇
經
を

よ
る
べ

と

す
べ

き

こ

と

　

　
　
　
　
（

住
）

。

（

40
）

　
大
師
往
曹
溪
山

、

韶
・

廣
二

州
行
化、

四

十

餘
年

。

若

論

門

　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
（

旨
）

人、

僭
之

與
俗

、

三

五

千
人、

読
不

盡
。

若
論
宗
指、

傳
授
壇
經

、

以

　

　
（

依
）

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
（

去
）

　
　

　

　
　

（

姓
）

此
爲
衣
約

。

若
不

得
壇
經

、

即
無
稟
受

。

須
知
法
處
年
月
日

性
名、

（
遞
）

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
（
弟
）

慂
相
付
囑

。

無
壇
經
稟
承
、

非
南
宗
定
子
也

。

未
得
稟

承

者
、

雖
説
頓

　

　
　
　
　

　
　
　
（

終
）

教
法

、

未
知
根
本

、

修
不

免
諍

。

但
得
法
者、

只

勸
修
行

。

諍
是
勝
負

之
心

、

與
道
違
背

。

＊

餘
凵
ナ

シ
（

興
）

（

寛
）

。

＊

欲
相
1ー
ナ

シ
（

興
×

寛
）

。

＊

可
名
1ー
ナ

シ
（

底
）

。

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
し
よ

う
　　
こ

う

　
大
師

、

曹
溪
山
に

佳
し
て
、

韶
・

廣
二

州
に

行
化
す
る

こ

と

四

十
餘
年
な

り
。

「

若
し

門
人

を

論
ぜ

ば
、

僭
と

俗
と
三

五
千
人

、

説
き
盡
く

さ
ず

。

若

し

宗
旨
を

論
ぜ
ば

、

『

壇
經
』

を

傅
授
し

て

此
を

以
て

依
約
と

す
。

若
し

『

壇

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

九
四

べ

し
。

言

下
に

見
性
せ

ば
、

吾
れ

を
去
る
こ

と

千
里

な
り

と
雖
も、

常
に

吾

が

邊
に

在
る
が

如
し

。

此
の

言
下
に

於
て

悟
ら

ず
ん

ば
、

帥
ち

封
面
す
と

も

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
し
ば
ら

千
里
な

ら
ん

。

各

各
自
ら

修
せ

よ
。

法
は

相
い

待
た

ず
。

衆
人
よ

、

且
く

散

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

き
や
ら

い

ぜ
よ

。

吾
れ
は

曹
溪
山
に

歸
ら
ん

。

衆
、

若
し

疑
い

有
ら

ば、

却

來
し

て

相

い

問
え

。

衆
の

爲
に

疑
い

を

破
し

て
、

同
じ

く
佛
性
を
見
せ

し
め

ん
」

。

時

　
　
　

　
　
　
　

　
　
か

っ

ね

ん

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
み

　
　
　
　
　
ぜ
ん
ざ
い

に

會
に

在
り
し

道
俗
は
、

豁
然
と
し

て

大
悟
し
、

威
な
「

善
哉
」

と

讚
じ
、

と
も倶

に

佛
性
を
明
ら
め

た
り

。

（

47
）

　
　
九、

諸
宗
難
問
門

。

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

　

大
師
出
世

、

行
化
四

十

餘
年

。

諸
宗
難
問

、

僣
俗
約
千
餘
人

、

皆
起

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

ぷ

惡
心
、

欲
相
難
問

。

師
言

、

一

切
盡
除

、

無
名
可

名
。

名
於
自
性
無
二

之
性

、

是
名
實
性

。

於
實
性
上

、

建
立
一

切
教
門

。

言
下

便
須
自
見

。

諸
人
聞

読
、

總
皆
頂

禮
、

請
事
爲
師、

願
爲
弟
子

。

如
此
之
徒

、

説

不

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

可
蠱

。

若
論
宗
旨

、

傳
授
壇
經
者

、

即
有
禀
承
所
付

。

須
知
去
處
年
刀

時
代
姓
名
、

遞
相
付
囑

。

若
無
壇
經
禀
承
者

、

即
非
南
宗
弟
子

。

縁
未

得
所
禀、

雖

説
頓
法

、

未
契
本
心

、

終
不
免
諍

。

但
得
法
者

、

只
勸
修

　
　

　
　
　
　

　
　

行
。

諍
是
勝
負
之
心

、

與
道
相

違
矣

。

＊

授
鴇
受
（

底
×

金
）

（

大
）

。

＊

之
心

1ー
ナ

シ

（

金
×
大
）

。

　
　

九
、

諸
宗
の

難
問
の

門

　
　

　
　
　
　

　
　
　
ぎ
よ

う
け

　
　

大

師
出
世
し

て
、

行
化
す
る
こ

と
四

十
餘
年
な
り
。

諸
宗
の

難
問
す
る

も

　
　
の

、

曾
俗
約
千
餘
人
あ
り

、

皆
な

悪
心
を

起
こ

し

て
、

相
い

難
問
せ

ん

と

欲

　

す
。

師

言
く、

「
一

切
盡
く

除
け

ば、

名
の

名
つ

く
べ

ぎ
も
の

無

き
も、

自

N 工工
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ひ

ん

じ

ゆ

經
』

を

得
ざ
れ
ば
、

即
ち

禀
受
無
し

。

須
ら
く

去
處

、

年
月
日
、

姓
名
を

知

　
　
た

が
い

り、

遞
相
に

付
囑
す
べ

し
。

『

壇
經
』

の

禀
承
無
き
は
、

南
宗
の

弟
子
に

非

ざ
る

な

り
。

未
だ

禀
承
を

得
ざ
る

者
は

、

頓
教
の

法
を

読
く
と

雖
も

、

未
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

根
本
は

知
ら

ず
、

終
に

諍
い

を

冤
れ

ず
。

但
し

法
を

得
し

者
は
、

只
だ

修
行

せ

ん

こ

と
を

勸
む

。

諍
い

は

是
れ

勝
負
の

心
に

し

て
、

道
と

潼
背
す
」

。

五

五

　
南
頓
と

北
漸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

北
）

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

（

荊

南

（

41
）

　
世
人
盡
傳
南
宗
能
比
秀、

未
知

根
本
事
由

。

且

秀
禪
師
於
南
荊

府

當
）

　
　
　
　
　
　
　
　

（

持
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

苻
堂
陽
縣
玉

泉
寺
佳
時
修
行

、

恵
能
大
師
於
韶
州
城

東
三

十
五

里

曹
溪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

北
）

山

佳
。

法
即
一

宗
、

人
有
南
比

。

因
此
便
立

南
北

。

何
以

漸
頓

。

法
即

一

種
、

見
有
遲
疾

。

見
遲
帥
漸

、

見
疾
即
頓

。

法
無
漸
頓

、

人

有
利

鈍
。

故
名
漸
頓

。

　
　
＊

府
1ー
ナ

シ
（

興
）

（

寛
）

。

＊

四
11
西
（

底
）

。

　
世
人
は
盡

く

南
宗
の

能
と

北
の

秀
と

傳
う
る

も
、

未
だ

根
本
の

事
由

を

知

ら

ず
。

且
つ

秀
禪
師
は
、

荊
南
府
當
陽
縣
の

玉

泉
寺
に

於
て

佳
持
修
行
し

、

惠

能
大
師
は

、

韶
州

城
の

東
三

十
五

里
の

曹
溪
山
に

於
て

住
す

。

「

法
は

即

ち
一

宗
に

し

て
、

人
に

南
北
有
り

。

此
に

因
り
て

便
ち

南
北
を
立
つ

る

の

　

惠
听
本
『

六

砠
壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石
井
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

つ

し
よ

う

性
無
二

の

性
に

名
づ

け
て

、

是
れ

を
實
性
と

名
つ

く
。

實
性
の

上
に

於
て
、
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き
や
ら

い

の

意
旨
を

記
取
し

、

却
來
し
て

吾
が

與
に

説
け

。

惠
能
の

見
解
と

吾
れ

と

誰

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

あ
や

か

疾
遲
な
る

か

を
看
ん

。

汝
第
一

に

早
く
來
れ、

吾
れ
を
し

て

怪
し
ま
し

む

る
こ

と

勿
れ
」

。

志
誠
は

使
を
奉
じ
て

歡
喜
す

。

途
に

半
月
中
聞
に

し
て

、

即
ち

曹
溪
山
に

至
る

。

恵
能
和
尚
に

見
え
て

禮
拜
し

て

印
ち

聽
き
、

來
處
を

言
わ

ず
。

志
誠
は

法
を
聞
い

て

言

下
に

便
ち

悟
り

、

帥
ち

本
心
に

契
う

。

起

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
わ

　
れ

立
し

て

即
ち

禮
拜
し

、

自
ら

和
筒
に

言
く

、

「

弟
子
は

玉

泉
寺
よ

り

來

る
。

秀
師
の

處
に

契
悟
す
る

こ

と

を

得
ず

。

和
尚
の

説
く

を

聞
い

て
、

便
ち

本
心

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

ま
さ

に

契
う
。

和
徇
慈
悲
も
て

、

願
わ

く
は

當
に

教
示
し

た

ま

え
」

。

惠
能
大
師

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
ま

さ
　
　
　
　
　
　
さ

い

さ
く

口

く
、

「

汝
は

彼
よ

り

來
た

る
、

應
に

是
れ

細
作
な
る

べ

し
」

。

志
誠
曰

く
、

「

未
だ

説
か

ざ

る

時
は

即
ち

是
な
る

も
、

説
き
了
れ
ば

即
ち

是
な

ら

ず
」

。

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
ま

六

租

言
く、

「

煩

惱
即
ち

是
れ

菩
提
な
る

こ

と

も
、

亦
復
た

是
の

如
し

」
。

　
　

か

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

は

や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い

　
そ

吾
れ、

彼
の

所
見
の

誰
か

遲
く

誰
か

疾
き
か

を
看
ん

。

火

急
ぎ
早
く
來
れ

。

吾
れ
を
し

て

怪
し

ま
し

む
る

こ

と

勿
れ
L

。

志
誠
唱
曙
す

。

禮
拜
し
て

便
ち

行

き、

二

十
五

日

を

經
て

曹
溪
山
に

至
る

。

師
を

禮
し
て

坐
し
て

聽

き
、

來

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
た

處
を
言
わ

ず
。

志
誠
は
一

聞
し

て

言
下
に

便
ち

悟
る

。

即
ち

起
っ

て

禮
拜
し

　
　
　
　
　
も
う
　
　
　
　
　
わ

　
れ

て
、

和
尚
に

白
言
す

、

「

弟
子
は

玉

泉
寺
秀
和
尚
の

處
に

在

り
て

學
道
す
る

　
　
　
　
　

　
　
か
い

こ

こ

と
九

年
な
る

も、

契
悟
す
る

こ

と
を

得
ず

。

今
、

和
伺
の

一

説

を

聞
い

　
　
こ

つ

ね
ん

　

　

　
　

こ
　

げ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
か

な

て
、

忽
然
と
し

て

悟
解
し、

便
ち

本
心
に

契
う

。

和
尚
慈
悲
も
て
、

弟
子
は

　
　
　
　
　

　
　
　
り
ん

ね
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ま

さ

生

死
事
大
な

り、

又
た

輪
廻
を

恐
る

、

願
わ

く
は

當
に

教

示
し

た

ま
え
」

。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
ま

さ

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

こ

た

師
曰

く
、

「

汝
は

玉
泉
よ

り

來
た
る

、

應
に

是
れ

細
作
な
る

べ

し
」

。

樹
え
て

曰

く、

「

是
な

ら

ず
」

。

師
曰

く
、

「

何
ぞ

是
な
ら

ざ
る
こ

と
を

得
ん
」

。

羯
え

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
お

わ

て
曰

く
、

「

未
だ

読
か

ざ
れ
ば

郎
ち

是
な
る

も
、

説
き

了
れ
ぽ

是
な

ら
ず
」

。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
ま
　
　
　
か

く

師
曰

く
、

「

煩
惱

と
菩
提
も、

亦

復
た

此
の

如
し

」
。
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五

九
　
志
誠
に
三

學
を
説
く

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
（

汝）
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

（

汝
）

（

43
）

　
大

師
謂
志
誠

日
、

吾
聞

、

與
禪
師
教
人

、

唯
傳
戒
定
惠

。

與
和

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
（

誠
）

筒

教
人

戒
定
惠
如
何

。

當
爲
吾
説

。

志
城
日

、

秀
和
筒
言
、

戒
定
惠

、

諸
惡
不

作
名
爲
戒

、

諸
善
奉
行
名
爲
惠

、

自
淨
其
意
名
爲
定

。

此
即
名

爲
戒
定

惠
。

彼
作
如
是
読

。

不
知
和
筒

所
見
如
何

。

惠
能

和
尚

答
日

、

此
読
不

可
思
議

。

惠
能
所

見
又
別

。

志
誠
問

、

何
以

別
。

惠
能

答
日

、

　
　

　
　
　
　
・
　
　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

（

衍
字
）

見
有
遲
疾

。

志
誠
（

言
）

、

請
和
筒
読

所
見
戒
定
惠

。

大
師
言

、

如

汝

　
（

吾
）

　
　
　
　
（

吾
）

　
　
　

　
　
　
　
　
　
（

衍
字
）

　
　
　
　
　
　
　
　
・

聽
悟
読

看
。

悟
所
見
處、

心

地
無

疑

非
、

（

是
）

自
性
戒

、

心

地

無
亂

、

　
　
°
　
　
　
　

　
　
　

　

　

（

是
自

性
）

是
自
性

定
、

心
地

無
癡、

自
姓
是
惠

。

能
大
師
言、

汝
（

師
）

戒
定
惠

、

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
（

悟
）

勸
小
根
諸
人

、

吾
戒
定
惠

、

勸
上
（

根
）

人
。

得
吾
自
（

性
） 、

亦
不

立

惠
听
本
『

六

祺
壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石

井
）

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

（

50
）

師
問
志
誠

日
、

吾
聞
、

汝
禪
師
教
示

學
人、

唯
傳
戒
定
惠

。

未

審
、

汝
師

説
戒
定
恵

、

行
相
如
何

。

與
吾
読

看
。

志
誠
日

、

秀
和
筒

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　の

読
、

諸
惡
不

作
名

爲
戒

、

諸

善
奉
行
名
爲
惠

、

自
淨
其
意
名
爲
定

。

此

是
戒
定
惠

。

彼
設
如
此

。

未
審

、

和
省
所
見
如
何

。

願
爲
解
読

。

師

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ホ

日
、

秀
和
尚
所
見、

實
不
可

思
議

。

吾
所
見
戒
定
惠
又

別
。

志
誠
啓

和

　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ネ
　
　
　
　
　
　
の

爾
、

戒
定
惠
只
合
一

種
。

如
何
更
別

。

師
日

、

汝
師

読
戒
定
惠

、

接

大

乘
人

。

吾
戒
定
惠、

接

最
上

乘
人

。

悟
解
不

同
、

見
有
遲
疾

。

汝
聽

吾

　
　
　
ネ
　

　
　
の

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

読
、

與
彼
同
不

。

吾
所
説
法

、

不

離
自
性

、

離
體
読
法、

自
性
常

迷
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

ネ

須
知
一

切

萬
法

、

皆
從
自
性
起

用
、

是
眞
戒
定
惠
等
法

。

常
見
自

性
自

九
七
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惠
听
本
『

六

租

壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石
井
）

戒
定
惠

。

志
誠
言

、

請
大
師
説

、

不

立
如
何

。

大
師
言

、

自
性
無
非
無
亂

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
（

常
）

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

・
　

　

　
　
（
無
）

無
癡

、

念
念
般
若
觀

照
、

當
離
法
相

、

有
何
可
立

。

自
性

頓
修、

立

有

　
（

次
）

　
（

所
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
・

漸
此

、

契
以
不

立
。

志
誠
禮
拜
、

便
不
離
曹
溪
山

。

即
爲
門
人
、

不

離

大
師
左

右
。

§甥 轟
愚 製

乗蔓縫
篳晶 ＄

零製 菜
瀦 製
糾 愚
秦 又 璽尖
底 興 呈 ％
　 　 　’じ s

糶 轍
第

゜

吾 ll

獸 彩
費 些責釜
％ 天 舉 ％

麗 蒲
　

゜ °

尚
　 　 　 目
　 　 　 日

　　　§
　 　 　 　

　 　 　 大
　 　 　 ）

　 　 　 o

　
大

師
、

志
誠
に

謂
い

て

曰

く
、

「

吾
れ

聞
く

、

汝
が

禪

師
は

人
に

教
え
て
、

唯
だ

戒
定
惠
を

傳
う
の

み

と
。

汝
が

和
尚
の

人
に

戒

定
恵
を

教
う
る
こ

と

如

何
。

當
に

吾
が

爲
に

説

く
べ

し
」

。

志
誠
曰

く
、

「

秀
和
尚
は

言

く
、

『

戒
定

　

　

　

し
よ

あ
く
ム

　
さ

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

し

よ

ぜ

ん

ぶ

ぎ
よ

う

惠
と
は
、

諸
惡
不

作
を

名
づ

け
て

戒
と

爲
し

、

諸
善
奉
行
を

名
づ

け
て

恵
と

　

　

じ

じ

よ

う
こ
　
い

爲
し
、

自
淨
其
意
を

名
づ

け
て

定
と
爲
す

。

此
れ

を
即
ち

名
づ

け
て

戒
定
恵

と
爲

す
』

。

彼
は

是
の

如
ぎ
の

説
を

作
す

。

知
ら

ず
、

和
尚
の

所

見

は

如

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

九
八

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
　

心
、

師
是
自
性
等
佛

。

師
言

、

志
誠
聽
吾
説

。

心

地

無
非
自
性
戒

、

心

　
　
　
　
　

　
コ

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　　
　
　

　
　

　
　
　

　

地

無
癡
自
性
惠

、

心

地
無
亂
自
性

定
。

師
言

、

汝
師
戒
定
惠

、

勸
小
根

人
。

吾
戒
定
惠

、

勸
大
根
智
人

。

若
悟
自
性、

亦
不

立
菩
提
涅
槃、

亦

　

　

不
立

解
脱
知
見

。

無
一

法
可
得

、

方
能

建
立

萬
法

、

是
眞
見
性

。

若
解

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

此
意、

亦

名
佛
身、

亦

名
菩
提
涅

槃、

亦
名
解
脱
知

見
、

亦
名
十

方
國

　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　

ネ

土
、

亦
名
恒
河
沙
數、

亦
名
三

千
大

千
、

亦
名
大
小
藏
十
二

部

經
。

見

性
之
人、

立
亦
得、

不

立

亦
得

。

去
來
自
由、

無
滯
無
礙、

應
用
隨

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

作
、

應
語
隨
答

、

普
見
化
身

、

不

離
自
性

。

帥
得
自
在
神
通、

遊

戲
三

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ネ

昧
之
力

、

此
名
見
性

。

志
誠
再
啓

和
尚
、

如
何
是
立

不

立

義
。

師
日

、

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
性
無
非

無
癡
無
亂
、

念
念
般
若
觀

照
、

常

離
法
相

、

自
由
自
在

、

縱

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

や

　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　

横
黍

得
、

有
何
可

立
。

自
性
自
悟

、

頓
悟

頓
修

、

亦

無
漸
次

。

所
以
能

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

ネ

立
一

切
法

、

佛
言
寂
滅

。

有
何
漸
次

。

志
誠
禮
拜

、

便
佳

曹
溪

、

願
爲

門
人
、

不

離
左
右

。

　
　
　
　
　

　
＊

説

n
ナ

シ

（

興
×
寛
）

。

＊

彼
11
彼
説
（

金
）

。

＊

法
11
法
名
爲

＊

言
凵
日
（

金
）

。

＊

師
言
1ー
ナ

シ

（

興
）

（

寛
）

。

＊

根
11
根
智
（

興
）

（

寛
）

。

＊

立
h

＊

化
旨
他
（

底
）

。

＊

立

1ー
ナ

シ

（

興
×
寛
）

。

＊

縱
11
蹤
（

金

×
大
）

。

＊

頓

目
ナ

シ

　
師
は

志
誠
に

問
う
て

曰

く
、

「

吾
れ

聞
く

、

汝
が

禪
師
は

學
人
に

教
示
す

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
い

ぶ
か

る

に
、

唯
だ

戒
定
恵
を
傳

う
の

み
と

。

未
審
し
、

汝
が

師
の

戒
定

惠
を

説
く

　

　

　

　

　

　

　
た

め

行
相
は

如

何
。

吾
が

與
に

説
き
看
よ
」

。

志
誠
曰

く、

「

秀
和

尚

は

読

く、

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ

ぎ
よ

う

『

諸
惡
不

作
を
名
づ

け
て

戒
と

爲
し
、

諸
善
奉
行
を

名
づ

け

て

恵
と
爲
し
、

自
淨
其
意
を

名
づ

け
て

定
と

爲
す

。

此
れ
は

是
れ

戒
定
恵
な

り
』

。

彼
の

読
は

か

く

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

げ

　
せ

つ

此
の

如
し

。

未
審
し

、

和
尚
の

所
見
は

如
何

。

願
わ
く
は

爲
に

解
説
し
た

ま
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惠
听
本
『

六

祗

壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石

井
）

　
　
　
　
　

六
一

　

法
逹
參
ず

（

44
）

　
又
有
一

僣
、

名
法

逹
。

常
誦
法
華
經
七

年
、

心

迷
不

知
正

法
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

決
）

處
。

（

來
問
日
）

、

經
上

有
疑

。

大
師
智
惠

廣

大
、

願
爲
時
疑

。

大

師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

疑
）

言
、

法
達

、

法
即
甚
逹

、

汝
心

不

達
。

經
上

無
癡

、

（

汝
心

自
疑
）

。

汝

　
　
（

邪
）

心

自
耶

、

而
求
正

法
。

吾
心

正

定、

即
是
持

經
。

吾
一

生
已

來、

不

識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

聞
）

　
（

知
）

　
　

　
　
　

　
　

（

則
）

文
字

。

汝
將
法
華
經
來

、

對
吾
讃
一

遍
、

吾
問
即
之

。

法
逹
取
經
、

到

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

聞
）

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

（

與）

對
大
師
讀
一

遍
。

六

租
問
已

、

印
識
佛
意

、

便
汝
法
達
、

説
法
華
經

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

因
）

六
租
言、

法
逹

、

法
華
經
無
多

語、

七

卷
盡
是

譬
喩
内

縁
。

如
來
廣
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

文

×
分
）

三

乘
、

只
爲
世
人
根
鈍

。

經

聞

公

明
、

無
有

餘
乘、

唯
一

佛
乘

。

大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

性）

師
（

言
）

、

法
逹

、

汝
聽
一

佛
乘

、

莫
求
二

佛
乘、

迷

却
汝
聖

。

經
中

　
　
　
　
　
　
　
（
與

汝
）

　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
（
以
）

何
處
是
一

佛
乘

。

汝
與
説

。

經
云

、

諸
佛
世
奪

、

唯
汝
一

大

事

因

縁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

字
）

故、

出
現
於
世

。

〈
已
上

十
六

家
是
正
法

。

V
。

（

此
）

法
如
何
解

、

此

法
如
何
修

。

汝
聽
吾
説

。

人
心

不

思
、

本
源
空
寂

、

離
却

邪
見

、

鄙

　
　
（

事
）

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

著
）

一

大
是
因
縁

。

内

外
不
迷

、

印

離
兩
邊

。

外
迷

看
相、

内

迷

著
空

。

於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

衍
字
）

　

　

（

梧
）

相
離
相

、

於
空

離
空

、

即
是
不

空

迷
。

吾
此

法
一

念
心

開、

出
現
於

世
。

心
開
何
物

、

開
佛
知
見

。

佛
獪
如
覺
也

、

分
爲
四

門
。

開

覺

知

見
、

示

覺
知
見、

悟
覺
知
見、

入

覺
知
見

。

（

此

名
）

開

示

悟

入
。

（

從
）

上
一

處
入

、

即
覺
知
見

。

見
自
本
性、

即
得
出
世

。

大
師
言

、

　
　
　
（

吾
）

法
逹

、

悟
常
願
一

切
世
人

、

心

地

常
自
開
佛
知
見

、

莫
開
衆
生

知
見

。

世
人
心

（

邪
）

、

愚
迷

造
惡

、

自
開
衆
生
知
見

。

世
人

心

正
、

起
智
惠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

〇
〇

　
　
の

た

オ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
と

ど

ま

　

と

言
う
。

何
の

漸
次
か

有
ら
ん
」

。

志
誠
は

禮
拜
し

て
、

便
ち

曹
溪
に

住
り

、

　

門
人

と

爲
ら
ん

こ

と
を

願
い
、

左
右
を

離
れ

ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

51
）

　
復
有
一

曾
、

名
日

法
逹

。

常
誦
法
華
經
七

年
、

心

迷

不

悟

正

法
。

來
詣
曹
溪

、

禮
拜
問
日

、

和
尚

、

弟
子
誦
法
華
經、

心

常
有
疑

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
　
　コ

又

不

知
正

法
之
處

。

和
尚
智
惠
廣
大、

願
爲
決
疑

。

師
日

、

法
逹、

法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

即
甚
逹
、

汝
心

不
逹

。

經
上

無
疑

、

汝
心

自
疑

。

汝

心

邪、

而
求
正

　
　
　
　
ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ネ

法
。

吾
心

正
、

則
是
持
經

。

吾
不

識
文
字

。

汝
取
經
來、

誦
之
一

遍
。

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
ネ

吾

聞
師
知

。

法
逹
取
經

、

便
誦
一

遍
。

師

知
佛
意

、

乃

與
説

經
。

師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ

言
、

法
逹

、

經
無
多
語

、

七

卷
盡
是

譬
喩
囚
縁

。

如
來
廣
説
三

乘
、

只

爲
世
人
根
鈍

。

經
文
分
明
、

無
有

餘
乘

、

唯
一

佛
乘

。

汝
聽
一

佛
乘

、

莫
求
二

乘
、

迷
却
汝
性

。

且

經
中
何
處

是
一

佛
乘

。

吾
聞
汝
誦
經
云

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諸
佛
世

奪、

唯
以
「

大
事
因

縁

故
、

出

現

於

世
。

〈
正
法
有
十
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

字
〉

。

此

法
如
何
解

、

如
何
修

。

汝
用
心

聽
、

吾
爲
汝
説

。

師
言

、

法
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

人

心

不

思
、

本

來
寂
靜

、

離
却
邪

見
、

即
大
事
因
縁

。

内

外
不

迷
、

邸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

離
兩
邊

。

外
迷
著
相

、

内
迷
著
空

。

於
相

離
相

、

於
空

離
空
、

鄙
是
不

迷
。

若
悟
此
法

、

一

念
心

開
、

出
現
於
世

。

心

開
何
事、

開
佛
知

見
。

佛
獪

覺
也

、

分
爲
四

門
。

開
覺
知
見

、

示
覺
知
見

、

悟
覺
知
見

、

入
覺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

知
見

。

此
名
開
示

悟
入

。

從
上
一

處
入

、

部
覺
知
見

。

見
自
本
性

、

鄒

得
出
現

。

師
言

、

吾
勧
→

切
人

、

於
自
心

地
、

常
開
佛
知
見

。

世
人
心

邪
、

愚
迷
造
罪

、

口

善
心

惡
、

貪
嗔
嫉

妬、

讒
侫
侵
害、

自
開
衆
生
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ネ

見
。

世
人
心

正
、

常
起
智
惠

、

觀
照
自
心
、

正

行

善
、

自
開
佛
知
見

。
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（

知）
　

　
　

　
　
　

　
　
（

知）
　

　
　

　
　
（

知
）

觀
照

、

自
開
佛
智
見

。

莫
開
衆
生
智

見
。

開
佛
智
見

、

即
出
世

。

大
師

　
　

　
　

　

　
　

　
（

華
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

迷
）

　
　
　
　
　
　
（

依
）

言
、

法
逹

、

此
是
法

逹

經
一

乘
法

。

向
下
分
三

、

爲
名
人
故

。

汝
但

於

一

佛
乘

。

大
師
言

、

法
逹
、

心

行
轉
法
華

、

不

行
法
華
轉

。

心

正

轉
法

　
　

　
〔
邪
）

　
　
　

　
　

　

　
　

（

知
）

　

　
　
　

　
　

　

　
　

　
　
（

知
）

華、

心

耶
法
華
轉

。

開
佛
智
見
轉
法
華

、

開
衆
生
智
見
被
法
華
轉

。

大

師
言
、

努
力
依
法
修
行

、

即
是
轉
經

。

法
逹
一

聞
、

言
下
大
悟

、

涕
涙

　
　

　
（

白
）

　

　

　
　
　
　
　
（

曽
）

悲
泣、

自
言
和
省
、

實
未
僣
轉
法
華

、

七

年
被
法
華
轉

。

已
後
轉
法
華

、

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
（

人）

念
念
修
行
佛
行

。

大
師
言

、

即
佛
行

是
佛

。

其
時
聽
入

無
不

悟
者

。

　
　
＊

華
一

花
（

底
）

。

以

下
同

。

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
＊

七

年
心

迷
不

悟
正

法
來
詣
曹
溪
禮
拜
問
日

和
筒

弟
子
誦

法
華
經
1ー
ナ

シ
（

金
）

（

大
）

。

＊

邪
11
自
邪
（

興
）

（

寛
）

。

管

而

11
則
（

興
×
寛
）

。

＊

正

11
本
正
（

興
）

（

寛
）

。

＊

來
一
來
誦
（

底
）

。

＊

聞
1ー
ナ

シ

（

金
）

。

＊

誦
11
讀
（

金
×
大
）

（

興
）

。

＊

七

h
十
（

興
）

。

＊

有
旨

唯
有
一
（

金
）

（

大
）

。

＊

聽
11
「

聽
」

以

下
二

二

丁
裏
二

三

丁
表
ト

ニ

三

丁
裏
二

四

丁
表
ト

寫
貫
ノ

順
序
ヲ

誤
ル
（

金
）

。

＊

人

心

凵
心

人
（

金
）

目
人
心

何
（

底
）

（

興
）

（

寛
）

。

＊

即

け
郎
是
（

興
）

（

寛
）

。

＊

是
巨
是
内

外
（

興
）

（

寛
）

。

＊

上

n
ナ

シ
（

興
）

（

寛
）

。

　
＊

自
心

正

行
善
目
ナ

シ
（

金
）

（

大
）

。

　
＊

正
11
止

惡
（

興
×
寛
）

。

＊

佛
11
佛

之
（

金
）

（

大
）

。

＊

開
佛
知
見
”
ナ

シ

（

金
）

（

大
）

。

＊

是
n
見
（

金
）

（

大
）

。

＊

世
11
世
開
衆
生

知
見
即
是
世

間
（

興
）

（

寛
）

。

＊

言
陪
又
言
（

興
）

（

寛
）

。

＊

乘
11
乘
之
（

興
×
寛
）

。

＊

爲
迷
人

故

11
分
之
爲
三

乘
者
蓋

爲
迷

人
（

興
×
寛
）

。

＊

乘
11
乘
修
行
（

興
）

（

寛
）

。

＊

言
11
又
言
（

興
）

（

寛
）

。

＊

轉
法

華
11
帥

是
汝
轉
法

華
經
（

興
）

（

寛
）

。

＊

法
華
轉
口
脚
是

被
法
華
經
轉
（

興
×
寛
）

。

＊

涙
悲
1ー
ナ

シ

（

金
）

。

＊

念
念
願
門
自
今
方
（

興
）

（

寛
）

。

＊

佛
行
U
行
佛
（

底
）

。

＊

其
U
時
（

興
）

（

寛
）

。

＊

各

h
ナ

シ

（

底
）

。

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
ま

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ほ

う
た

う

　
又
た
一

僣
有
り

、

法
逹
と
名
つ

く
。

常
に

『

法
華
經
』

を
誦
す
る

こ

と

七

年
な
る

も
、

心
迷

う
て

正

法
の

處
を

知
ら

ず
。

來
り

問
う
て

曰

く、

「

經

上

に

疑
い

有
り
。

大

師
は

智
恵
廣
大
な
り
。

願
わ
く
は

爲
に

疑
を

決

し

た

ま

え
」

。

大

師
言
く
、

「

法
逹
よ

、

法
は

帥
ち

甚
だ

達
す
る

も
、

汝

は

心

逹

せ

ず
。

經
上
に

疑
無
し
、

汝
が
心
に

自
ら

疑
う
の

み
。

汝
は

心

自

ら

邪

に

し

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
し

よ

う
じ
よ

う

　
　

　
　
　

　
　

　
　

じ
き

よ

う

て
、

而
も
正
法
を

求
む

。

吾
れ
は

心
に

正

定
す

、

即
ち

是
れ

持
經
な
り

。

吾

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
も

れ
は
一

生

已
來

、

文
字
を

識
ら

ず
。

汝
、

『

法
華
經
』

を

將
ち

來
っ

て
、

吾

　

　
む

か

れ
に

樹
っ

て

讀
む
こ

と
一

遍
せ

よ
。

吾
れ
聞
か

ぽ

即
ち

知
ら
ん
」

。

法
逹
は

經

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

お

わ

を

取
り
て
、

則
ち

大
師
に

對
っ

て

讀
む
こ

と
一

遍
す

。

六

祗
聞

き
已
っ

て
、

恵
听
本
『

六

祗

壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石
井
）

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

ホ
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
ポ
　

　
　
　

汝
須
念
念
開
佛

知
見

。

莫
開
衆
生

知
見

。

開
佛
知
見

、

鄙
是
出

世
。

師

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
ロ

　

　

　
　
　
ネ
　

　

　
　
　
　
　
　

ネ

言
、

法
逹

、

此

是
法
華
經
一

乘
義

。

向
下
爲
迷
人

故
。

汝

但

依
一

佛

ネ

　
　

　
　

　
ホ
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
ネ
　

　
　コ
　
　

　
　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
コ

乘
。

師
言

、

法
逹

、

心
行
轉
法
華、

不

行
法
華
轉

。

心

正
轉
法
華

、

心

邪
法
華
轉

。

開
佛
知
見

、

轉
法
華

。

努
力
依
法
修
行

、

鄙
是
轉
經

。

自

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
　

心

若
不

念

念
修
行、

印
常
被
經
轉

。

法
逹
一

聞
、

言

下
大
悟

、

涕
涙

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
コ
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

悲
泣

、

白
大
師
言、

實
未
曾
轉

法
華

、

七

年
被
法
華

轉
。

念
念
願
修

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　

　

　
　
　
　
　

　
　
　

　

佛
行

。

師

言
、

行

佛
行
是
佛

。

其
在
會
者

、

各
得
見
性

。

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
＊

智
隠
ナ

シ
（

底
）

。

＊

上

ほ
本
（

興
）

（

寛
）

。

　
復
た
一

僭

有
り

、

名
づ

け
て

法
達
と
日

う
。

常
に

『

法

華
經
』

を

誦
す
る

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
き
　
た

こ

と
七

年
な
る
も
、

心
迷
う
て

正

法
を

悟
ら
ず

。

曹
溪
に

來
詣
り

、

禮

拜
し

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
わ

　
れ

て

問
う
て

曰

く
、

「

和
筒
よ

、

弟
子
は

『

法
華
經
』

を

誦
す
る

も
、

心
に

常

に

疑
い

有
り
。

又
た

正
法
の

處
を

知
ら

ず
。

和
尚
は

智
惠

廣
大
な
り
。

願
わ

く
は

爲
に

疑
を
決
し
た

ま

え
」

。

師
曰

く、

「

法
逹
よ

、

法
は

即
ち

甚
だ
逹

す
る

も、

汝
は
心

達
せ

ず
。

經
上
に

疑
無
し

、

汝
が
心
に

自
ら

疑
う
の

み
。

汝
は

心

邪
に

し

て
、

而
も
正

法
を

求
む

。

吾
れ
は

心
正
な
り

、

則
ち

是
れ
持

經
な
り
。

吾
れ
は

文
字
を

識
ら

ず
。

汝
は

經
を

取
り

來
っ

て
、

之
れ

を

誦
す

る
こ

と
一

遍
せ

よ
。

吾
れ

聞
か

ば
即
ち

知
ら
ん
」

。

法
達
は

經
を

取

り
て
、

一

〇
一
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惠
斫
本
『

六

砠

壇
經
』

の

研

究
（

續
）

（

石

井
）

即
ち
佛

意
を

識
り

、

便
ち

法
逹
の

與
に

『

法

華
經
』

を

設
く

。

六
租

言
く

、

　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
ご

と

ご

と

「

法
達
よ
、

『

法
華
經
』

は

多
語
無
し

、

七

卷

盡

く

是
れ

譬
喩

因
縁
な
り
。

如
來
の

廣
く
三

乘
を

説
く
は
、

只

だ

世
人
の

根
の

鈍
な
る
が

爲
な
り
。

經
交

に

分
明
た

り
、

『

餘
乘

有
る
こ

と

無
し
、

唯
だ
一

佛
乘
の

み
』

。

大
師
言

く、

「

法
溘
よ
、

汝
は
一

佛
乘
を

聽
い

て
、

二

佛

乘
を

求
む
る
こ

と

莫
れ、

汝
が

　
　

　

　
　
　
　
　
　

い

ず

性
を

迷
却
せ

ん
。

經

中
の

何
れ
の

處
か

是
れ
一

佛
乘
な
る

。

汝
が

與
に

説
か

ん
。

經
に

云

く、

『

諸

佛
世

尊
は
、

唯
だ
一

大
事
因

縁
を
以
て

の

故
に

、

世
に

出
現
し

た

ま

う
』

。

〈
已

上
の

十
六
宀

子

は

是
れ

正
法
な
り

〉
。

此
の

法
は

如

　
　
さ
と

何
が

解
り、

此
の

法
は

如
何
が

修
せ

ん
。

汝、

吾
が

説
く

を

聽
け
」

。

「

人
、

心
に

思

わ
ざ

れ
ば

、

本
源
空
寂
に

し
て
、

邪
見
を

離
却
す
る

、

即
ち
一

大
事

因
縁
な

り
。

内

外
に

迷
わ

ざ
れ
ば
、

即
ち

兩
邊
を

離
る

。

外
に

迷
う
て

相
に

箸
し

、

内
に

迷
う
て

空
に

著
す

。

相
に

於
て

相
を

離
れ、

空
に

於
て

空
を

離

る

れ
ば
、

即
ち

是
れ

迷

わ
ざ
る

な
り
。

此
の

法
を

悟
れ
ば
、

一

念

に

心

開

き、

世
に

出

現
す
る

な
り
。

心
に

何
物
を
か

開
く

、

佛
知
見
を

開
く
な

り
。

佛
と
は

獪
お

覺
の

如
し
、

分
っ

て

四

門
と
爲

す
。

覺
知
見
を

開
き

、

覺
知
見

を
示
し
、

覺
知
見
を

悟
り、

覺
知
見
に

入
る

。

此

を

開
示
悟
入

と

名
つ

く
。

上
の
一

處
よ

り
入
れ

ば
、

印
ち

覺

知
見
な
り

。

自
ら
の

本
性
を

見
れ
ば
、

剛

ち

出

世
す
る

こ

と

を
得
る

な

り
」

。

大

師
言
く

、

「

法
逹
よ

、

吾
れ

常
に

願

う
、

一

切
世
人
は

心

地
に

常
に

自
ら
佛
知
見
を

開
い

て
、

衆
生
知
見
を

開
く

こ

と

莫
れ

と
。

世
人
は

心

邪
な
れ
ぽ
、

愚
迷
に

し

て

悪
を

造
り
、

自
ら

衆
生

知
見
を

開
く

。

世
人
は

心

正
な
れ

ぽ、

智
惠
を

起
し

て

觀
照
し
、

自
ら

佛
知

見
を

開
く

。

衆
生

知
見
を

開
く
こ

と

莫
れ

。

佛
知
見
を

開
く
は

、

即
ち

出
世

な
り

」
。

大

師
言

く、

「

法
逹
よ

、

此
れ
は

是
れ

『

法
華
經
』

の
一

乘
の

法
な

　
　
こ

う
げ

り
。

向
下

分
っ

て

三

と

す
る

は
、

迷
人
の

爲
の

故
な
る

の

み
。

汝
は

但
だ
一

佛

乘
に

依

れ
」

。

大
師
言
く

、

「

法
逹
よ

、

心
、

行
ず
れ
ば

『

法
華
』

を

轉

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
一

〇
二

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
た

め

便
ち

誦
す

る
こ

と
「

遍
す

。

師
は

佛
意
を
知
り

、

乃
ち

與
に

經
を

説
く
。

師

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
こ

と
こ

と

　

　
　

　

ひ

や

言
く
、

「

法
逹
よ
、

經
に

は

多
語
無
し

、

七
卷

盡

く

是
れ

譬
喩
因

縁
な
り
。

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
ニ

ん

如
來
の

廣
く
三

乘
を

説
く
は

、

只
だ

世
人
の

根
の

鈍
な
る

が

爲
な
り
。

縄

文

　
き

ん
へ

よ

う

に

分
明
た

り
、

『

餘
乘

有
る

こ

と

無
し

、

唯
だ
一

佛
乘
の

み
』

。

汝
は
→

佛

乘

を

聽
い

て
、

二

乘
を

求
む
る

こ

と
莫

れ、

汝
が

性
を
迷

却
せ

ん
。

且
つ

經
中

　
い

ず

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

ず
き
よ

う

の

何
れ
の

處
か

是

れ
一

佛
乘
な
る

。

吾
れ

汝
の

誦

經
を

聞
く
に
、

云

く
、

『

諸

　
　
　
　

　
た

佛
世
奪
は

、

唯
だ
一

大

事
因

縁
を
以
て

の

故

に
、

世
に

出

現
し
た

も

う
』

。

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
い

か

ん

く
正
法
は

十
六

字
に

有
り

V
。

此
の

法
は
、

如
何
が

解
り
、

如
何
が

修
せ

ん
。

汝、

心

を

用
い

て

聽
け
、

吾
れ

汝
の

爲
に

説
か

ん
」

。

師
言

く
、

「

法
達
よ

、

人、

心
に

思

わ
ざ
れ
ば

、

本
來
寂
靜
に

し

て
、

邪
見
を
離
却
す
る
、

帥
ち

大
事
因

縁
な
り
。

内

外
に

迷
わ

ざ

れ
ぽ
、

即
ち

爾

邊
を

離
る

。

外
に

迷

う

て

相
に

薯
し
、

内
に

迷
う
て

空
に

著

す
。

相
に

於
て

相

を

離
れ、

空
に

於
て

空
を

離
る
れ

ぽ
、

即
ち

是
れ

迷
わ
ざ
る

な
り

。

若
し

此
の

法
を
悟
れ
ば
、

一

念
に

心

開
き、

世
に

出

現
す
る

な
り
。

心
に

何
事
を
か

開
く

、

佛
知
見
を

開

　
　
　
　

　

　
　
　

か

く

く
な
り

。

佛
と
は

獪
お

覺
の

ご

と

し
、

分
っ

て

四

門
と

爲
す

。

覺
知
見
を

開

き、

覺
知

見
を

示
し
、

覺
知

見
を

悟
り
、

覺
知
見
に

入

る
。

此
を

開
示
悟
入

と
名
つ

く
。

上
の
一

處
よ

り
入

れ
ば

、

鄙
ち
覺

知
見
な

り
。

自
ら
の

本
性
を

見
れ
ば
、

印
ち

出

現
す
る

こ

と

を
得
る

な

り
」

。

師
言

く、

「

吾
れ
は
一

切
の

人
に

勸
む

、

自
ら

の

心

地
に

於
て
、

常
に

佛
知
見
を
開
け
と

。

世
人
は

心

邪

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
と
ん

じ

ん

な
れ
ぽ

、

愚
迷
に

し

て

罪
を

造
り、

口

は

善
な

る

も
心
は

惡
に

し

て
、

貪
嗔

　
　
　
　
ざ
ん

ね
い

嫉
妬
し

、

讒
侫
侵
害
し
、

自
ら

衆
生

知
見
を
開
く

。

世
人
は

心
正
な

れ
ば

、

常
に

智
恵
を
起
こ

し
、

自
心

を

觀
照

し
、

正
し

く

善
を

行
じ
て
、

自
ら
佛

知

　
　
　
　

　

　

す
べ

か

見
を
開
く
。

汝
は

須
ら
く

念
念
佛

知
見
を

開
く
べ

し
。

衆
生

知
見
を

開
く
こ

と

莫
れ

。

佛
知

見
を

開
く
は

、

即
ち

是
れ

出
世
な

り
」

。

師
言
く

、

「

法

逹
よ
、

此
れ
は

是
れ
『

法
華
經
』

の
一

乘
の

義
な
り
。

向
下
は

迷
人
の

爲
の

故
な
る
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じ
、

行
ぜ
ず
ん

ぱ

『

法
華
』

に

轉
ぜ
ら
る

。

心

正
な

れ
ば

『

法
華
』

を

轉

じ
、

心

邪
な
れ
ば

『

法

華
』

に

轉
ぜ
ら
る

。

佛
知
見
を

開
け
ば

『

法
華
』

を

轉
じ
、

衆
生
知
見
を

開
け
ば
『

法
華
』

に

轉
ぜ

ら
る
」

。

大

師
言
く

、

「

努
力

し

て

法
に

依
っ

て

修
行
せ

よ
、

帥
ち

是
れ

經
を

轉
ず
る

な
り

」

。

法
逹
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
う

た

び

聞
い

て
、

言

下
に

大

悟
し
、

涕
涙
悲
泣
し
て

和
筒
に

白

言
す

、

「

實
に

未
だ

曾
て

『

法
華
』

を

轉
ぜ

ず
、

七

年
『

法
華
』

に

轉
ぜ

ら
る

。

已

後

は

『

法

華
』

を
轉
じ
て
、

念
念
に

佛
行
を

修
行
せ

ん
」

。

大
師
言
く

、

「

即
ち

佛

行

す
る

是
れ

佛
な
り

」
。

其
の

時
、

聽
く

人
は

悟
ら

ざ
る

者

無
し

。

　
　
　
　
　

六
四

　
智

常

參

ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

問
）

（

45
）

　
時
有
一

僣
、

名
智
常

。

來
曹
溪
山

、

禮
拜
和
筒
、

聞

四

乘

法

　
　
　
　
（

問
）

義
。

智
常
聞
和
省
日

、

佛
読
三

乘
。

又

言
最
上

乘
、

弟
子
不

解
、

望
爲

（

教
）

　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

（

衍

字
）

敬
示

。

惠
能
大
師
日
、

汝
（

向
）

自

身

心
見

、

莫
著
外
法
相

。

元

無
四

　
　
　
　
　
（

自
有
）

乘

法
。

人
心

不

量
四

等、

法
有
四

乘
。

見
聞
讀
誦
是
小

乘
、

悟
（

法
）

　
　
　
　
　
　
（

依
）

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

　
　
　

（

行
）

解
義
是
中
乘、

衣
法
修
行
是
大
乘

。

萬

法
盡
通

、

萬
幸
倶
備、

一

切

無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

得
）

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
（

衍

字
）

離、

但
離
法
相

、

作
無
所
徳
、

是
最
上

乘
。

乘
是
最
上

行
義、

不
在
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

五
μ

）

諍
。

汝
須
自
修

、

莫
問
悟
也

。

　
　
＊

儕

11
一

層
（

金
）

（

大
）

。

＊

問
四

乘

義
−ー
ナ

シ

（

金
）

（

大
）

。

　
　
四
乘
（

底
）

。

＊

作
1ー
一
（

興
）

（

寛
）

。

＊

乘
是
1ー
ナ

シ

（

底
）

。

義
“
也
（

底
）

。

　
　
（

寛
）

。

＊

四

U
（

大
）

ハ

横
ニ

コ
ニ

へ

」

ト

示
ス

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

じ

よ

う

　
　

時
に
一

僭

有
り

、

智
常
と

名
つ

く
。

曹
溪
山
に

來
っ

て

和
尚
を

禮
拜
し

、

　

四
乘
の

法
義
を

問
う

。

智
常、

和
尚
に

問
う
て

曰

く
、

「

佛
は
三

乘
を

説
く

。

又

　

た

最
上
乘
を

言

う
は
、

弟
子
解
せ

ず、

望
む

ら
く
は

爲
に

教
示
し
た

ま

え
」

。

　
　
　
恵
听
本
『

六

租

壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石
井
）

　
　
　
　
　
た

の

み
。

汝
は

但
だ
一

佛
乘
に

依
れ
」

。

師
言
く
、

「

法
逹
よ
、

心
、

行

ず
れ
ば

『

法
華
』

を

轉
じ
、

行
ぜ

ず
ん
ば

『

法
華
』

に

轉
ぜ
ら
る

。

心
正

な
れ

ば
『

法

華
』

を

轉
じ

、

心

邪
な
れ
ば
『

法
華
』

に

轉
ぜ
ら

る
。

佛

知
見

を

開

け

ば

『

法
華
』

を

轉
ず

。

努
力
し

て

法
に

依
っ

て

修

行
せ

よ
、

印
ち

是
れ

經
を
轉

　
　
　
　
　
　

も

ず
る
な

り
。

自
心

若
し

念
念
修
行
せ

ず
ん

ば
、

即
ち

常
に

經
に

轉
ぜ

ら
る
」

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

い

ろ

い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
う

法
達
は
一

た
び

聞
い

て
、

言

下
に

大

悟
し
、

涕
涙
悲
泣
し

て

大

師
に

白
し
て

言
く

、

「

實
に

未
だ

曾
て

『

法
華
』

を

轉
ぜ

ず、

七

年
『

法
華
』

に

轉
ぜ

ら

る
。

念
念
に

願
う

て

佛
行
を

修
せ

ん
」

。

師
言

く、

「

佛
行
を

行

ず

れ

ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
え

是
れ
佛
な
り

」

。

其
の

會
に

在
り

し

者、

各
々

見
性
す
る
こ

と
を

得
た

り
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
ホ
　

ネ
　
　
　
　
　
　
　

　

（

52
）

　
復
有
僭、

名
日

智
常

。

禮

拜
問
四

乘
義

。

啓

和
尚

、

佛
講
三

乘

法
。

又

言

最
上
乘

、

弟
子
不

解
、

願

爲
教
授

。

師
日

、

汝
向

自
心

見
、

　
　
　
　
　
　
　
　

莫
著
外
法

相
。

無
四

乘
法、

人
心

自
有
四

等
。

見
聞
轉
讀
是
小
乘

、

悟

法
解
義
是
中
乘

、

依
法
修

行
是
大
乘

。

萬
法
盡
通

、

萬
行
倶
備

、

一

切
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　

　
　

　
　
ホ

　
　

　
　

　
　

　
　
　
ネ

染、

離
諸
法
相、

作
無
所
得、

名
最
上
乘

。

乘
是
行

義
。

不

在
口

諍
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ

汝
須
自
修

、

莫
問
吾
也

。

一

切
時
中

、

自
性
自
知、

是
四

乘
義

。

＊

乘
H
乘
之
（

興
）

（

寛
）

。

＊

義

11
義
云
（

興
）

（

寛
）

。

＊

筒
11
爾
日
（

金
）

（

大
）

。

＊

無
四

乘
法
H
法
無

　
　
　
　
　

＊

諍
”
誦
（

金
）

（

大
）

“
爭
（

興
）

（

寛
）

。

＊

知
11
知
自
悟
自
行
（

金
）

（

大
）

目
如
（

興
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
じ
よ

う

　
復
た
僭

有
り

、

名
づ

け
て

智
常
と
日

う
。

禮
拜
し
て

四

乘
の

義
を

問

う
。

　
　
　
も
ケ

和

徇
に

啓
す、

「

佛
は

三

乘
の

法
を

説
く
。

又

た

最
上
乘
を

言
う
は
、

弟
子

解
せ

ず
、

願
わ

く
は

爲
に

教
授
し

た
ま

え
」

。

師
曰

く
、

「

汝
は

自
心
に

向
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

〇
三
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惠
听
本
『

六

租

壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石

井
）

惠
能
大
師
曰

く
、

「

汝
は

自
心
に

向
っ

て

見
よ
、

外
の

法
相
に

著

す
る

こ

と

莫

れ
。

元
よ
り
四

乘
の

法
無
し

。

人
の

心
に

自
ら
四

等
有
り
て
、

法
に

四
乘

有

る

の

み
。

見
聞
し

て

讀
誦
す
る

は

是

れ
小
乘、

法
を

悟
り
義
を

解
す
る
は

是

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
こ

と

こ

と

れ
中

乘、

法
に

依
っ

て

修
行

す
る
は

是
れ

大
乘
な

り
。

萬
法

盡
く

通
じ、

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

た

萬
行
倶
に

備
わ

り
、

一

切
離
る

る
こ

と

無
く

、

但
だ

法
相
を

離
れ

、

作
し

て

得

る

所
無
き
は

、

是
れ

最
上

乘
な
り

。

乘
と
は

是
れ

行
の

義
な
り
、

口

も
て

諍

　
　
　

　
　
　
　
す
べ

か

う
に

在
ら
ず

。

汝
は

須
ら

く
自
ら

修
す
べ

し
、

吾
れ
に

問
う
こ

と
莫
れ
」

。

七

三

棘

會

參

ず

（

46
）

　
叉
有
一

僭
、

名
神
會

。

南
陽
人

也
。

至
曹
溪
山、

禮
拜
問
言

、

和
尚
坐
禪

、

見
亦
不

見
。

大
師
起
把
（

挂

杖
）

打
融
會
三

下
、

却
問
稗

會、

吾
打
汝

、

痛
不

痛
。

神
會［
答
言
、

亦
痛
亦
不

痛
。

六

組
言
日

、

吾

亦
見
亦
不

見
。

紳
會
叉

問

大
師

、

何
以

亦
見
亦
不

見
。

大
師
言

、

吾
亦

見
、

常
見
自
過
患

、

故
云

亦
見

。

亦
不

見
者

、

不

見
天
地
人
過
罪

。

所

　
　

　
　
　
（
見
）

以
亦
見
亦
不

也
。

汝
亦
痛
亦
不

痛
如
何

。

紳
會
答
日
、

若
不

痛、

即
同

無
情
木
石

。

若
痛

、

即
同

凡
（

夫
）

即
起
於
恨

。

大
師
言

、

群
會

、

向

前
見
不

見
是
兩
邊

、

痛
（

不
痛
）

是
生
滅

。

汝
自
性
且
不

見
、

敢
來
弄

　
　
（

紳

會）

人
。

禮
拜
禮
拜

更
不
言

。

大
師
言

、

汝
心

迷
不

見
、

問
善
知
識
覓
路

。

（

汝
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

迷
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
不

見
）

以
心

悟
自
見
、

依
法
修
行

。

汝
自
名
不

見
自
心

、

却

來
問
惠
能
見

否
。

　
（

見）
　
　

　
　
°
　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

°

吾
不

自

知、

代
汝
迷
不

得
。

汝
若
自
見、

代
得
吾
迷

。

何
不
自
修、

問

　
　
（

不

見）
　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

°

吾
見
否

。

沖
會
作
禮

、

便
爲
門
人

、

不

離
曹
溪
山
中

、

常
在
左
右

。

　
　
＊

南
11
當
（

興
）

（

寛
）

。

＊

會
11
會
來
至
曹

溪
（

金
）

（

大
）

。

　
　
（

寛
）

。

＊

所
卩
是
（

興
）

（

寛
）

。

＊

即

起
於
11
應
生
瞋
（

金
）

（

大
）

。

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
一

〇
四

っ

て

見
よ

、

外
の

法
相
に

著
す
る
こ

と

莫
れ

。

四

乘
の

法
は

無
く
、

人
の

心

に

自
ら
四

等
有
る
の

み
。

見
聞
し

て

轉
讀
す
る

は

是
れ

小
乘

、

法
を

悟
り

義

を

解
す
る

は

是

れ

中
乘、

法
に

依
っ

て

修
行

す
る
は

是
れ

大
乘

な
り

。

萬
法

　
　
　
　

　
　
と
も

盡
く
通
じ
、

萬

行
倶
に

備
わ

り
、

一

切
に

染
ま

ず
し

て
、

諸
々

の

法
相
を

離

れ
、

作
し

て

得
る

所
無
き
を

、

最
上
乘
と
名
つ

く
。

乘
と
は

是
れ

行
の

義
な

り
。

口

も
て

諍

う
に

在
ら

ず
。

汝
は

須
ら
く
自
ら
修
す
べ

し
、

吾
れ
に

問
う

こ

と

莫
れ

。

一

切
時
中

、

自
性
自
知
な
る
、

是
れ
四

乘
の

義
な
り
」

。

＊

住
11
柱
（

金
）

（

大
）

（

興
）

。

　
　

＊

於
U
ナ

シ

（

底
）

。

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

（

53
）

　
又
玉

泉
寺
有
一

童
子、

年
十
三

歳、

南
陽
縣
人、

名
日

神
會

。

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

禮
師
三

拜、

問
日

、

和
爾
坐

禪
、

還
見
不

見
。

師
以
抂
杖
打
三

下
、

却

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ポ

問
、

吾
打
汝

、

還
痛
不

痛
。

對
云

、

亦

痛
亦
不

痛
。

師
日
、

吾
亦

見
亦

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

ネ

不

見
。

神
會
問

、

如
何
是
亦
見
亦

不

見
。

師
日

、

吾
之

所
見

、

常
見
自

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　

心

過

愆
、

不
見
他
人
是
非
好
惡

、

所
以

亦

見
亦
不

見
。

汝
言

、

亦
痛
亦

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

ネ
　
　
　

　

不

痛
如
何

。

汝
若
不

痛、

同
其
木
石

。

若

痛
、

郎
同

凡
夫
師
起
於
恨

。

　
　

師

言
、

神
會
小
兒、

向

前
見
不
見

、

是
二

邊
、

痛
不

痛
屬
生
滅

。

汝
自

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
　
　
　
　
　

　

性
且

不

見
、

敢
來
弄
人

。

騨
會
禮
拜

悔
謝

、

更
不

敢
言

。

師
日

、

汝
心

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ

迷
不

見、

問

善
知
識
覓
路

、

汝
心

悟、

喞
自
見
性

、

依
法
修
行

。

汝
自

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ネ
　
　
　
　
　
　

　

迷
不

見
自
心

、

却
來
問
吾

見
與
不

見
。

吾
見
自
知

、

代
汝
迷
不

得
。

汝

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

ネ
　
　
　
　

　
　
　
ホ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

若
自
見、

不

代
吾
迷

。

何
不
自
知
見

、

問
吾
見
不

見
。

神
會
禮
經
百

拜
、

求
謝
愆
過

、

請

事
爲
師
、

不

離
左
右

。

　

　
＊

還
1ー
ナ

シ

（

興
×
寛
）

。

＊

對
云

11
答
日
（

金
）

（

大
）

。

＊

日

11
言
（

興
）

　

　
＊

言
11
日
（

興
）

（

寛
）

。

＊

弄
闘
哢
（

底
）

。

＊

悔
11
誨
（

底
）

（

金
）

。

＊

日

“
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又
日
（

興
）

（

寛
）

。

＊

心

11
若
心
（

興
）

（

寛
）

。

＊

心

冂
若
心
（

興
×
寛
）

。

管

不

得
1ー
ナ

シ
（

興
）

（

寛
）

。

＊

不
11
亦
不
（

興
）

（

寛
）

。

＊

見
H
自
見
乃
（

興
×

寛
）

。

＊

自…
述

n
ナ

シ
（

底
）

凵
迷
（

金
）

（

大
）

。

　
又
た
一

曾
有
り、

神
會
と

名
つ

く
。

南
陽
の

人
な
り
。

曹
溪

山

に

至

り

て
、

禮
拜
し

て

問
う
て

言
く、

「

和
尚
は

坐
禪
し

て
、

見
か

亦
た

不
見
か
」

。

大
師
は

起
ち

て
、

柱
杖
を
把
っ

て

神

會
を

打
つ

こ

と
三

下
し

て
、

却
っ

て

紳

會
に

問
う

、

「

吾
れ
は

汝
を

打
つ

、

痛
か

不

痛
か
」

。

祚
會冖
答
え
て

言
く
、

「

亦

た

痛、

亦
た

不
痛
な
り

」

。

六

祀

言
い

て

曰

く
、

「

吾
れ

も
亦
た

見
、

亦
た

不

見
な
り

」
。

紳
會
は

又
た

大

師
に

問

う
、

「

何
を
以
て

か

亦
た

見、

亦
た

不

見

な
る
」

。

大
師
言
く

、

「

吾
が

亦
た

見
と
は

、

常
に

自
ら
の

過
患
を
見
る

、

故

に

亦
た
見
と

云
う

。

亦
た

不

見
と
は

、

天
地

人
の

過
罪
を
見
ず

。

所
以
に

亦

た

見
、

亦
た

不

見
な
り
。

汝
が

亦
た

痛
、

亦
た

不

痛
と
は

如
何
」

。

神
會
答
え

て
曰

く、

「

若
し
不

痛
な
ら
ぽ
、

印
ち

無
情
の

木
石
に

同
じ

。

若
し

痛
な

ら

　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
さ

ば
、

即
ち

凡
夫
の

即
ち

恨
み

を

起
す
に

同
じ
」

。

大
師
言
く

、

「

紳

會
が
向

き前
の

見
と

不

見
と
は

是
れ

兩
邊、

痛
と
不

痛
と
は

是
れ

生
滅
な

り
。

汝
は

自

性
す
ら
且
つ

見
ず、

敢
え
て

來
っ

て

人
を

弄
す
」

。

神
會
禮
拜
し

て

更
に

言

　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
も
と

わ

ず
。

大
師

言
く、

「

汝
は

心

迷
う
て

見
ず
ん

ば
、

善
知
識
に

問
う
て

路
を

覓

め
よ

。

汝
、

心

悟
ら
ぽ

自
ら

見、

法
に

依
っ

て

修
行
せ

よ
。

汝
自
ら
迷

う
て

自

心

を
見
ず
、

却
っ

て

來
っ

て

惠
能
が

見
と
不

見
を

問
う
。

吾
が

見
は

自
ら

知

る
、

汝
が

迷
う
に

代
る

こ

と

を
得
ず

。

汝

若
し

自
ら

見
ぽ

、

我
が

迷

う
に

代

り

得
ん
や

。

何
ぞ
自
ら

修
せ

ず
し

て
、

吾
が

見
と

不

見
と

を
問
う

や
」

。

禪
會

作
禮
し
て

便
ち

門
人
と

爲
り、

曹
溪
山
中
を

離
れ

ず
、

常
に

左
右
に

在
り

。

七

六

　
三

科
の

法

門

（

47
）

　
大
師

途

喚
門
人

法
海
・

志
誠

・

法
達
・

智
常
・

志
通
・

志
徹
・

惠
听
本
『

六

砠
壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石

井
）

　
　
　
　

　

　
　
　
　

＊

吾
見
H
ナ

シ
（

底
）

。

＊

代
U
豈
代
（

興
×

寛
）

。

＊

見
11
見
與
（

興
）

（

寛
）

。

＊

經
百
11
百
餘
（

興
×
寛
）

。

　
夊
た

玉

泉
寺
に

一

童
子
有
り
、

年
は

十
三

歳
、

南
陽
縣
の

人
な

り
、

名
つ

　
　
じ

ん

ね

け
て

禪
會
と
日

う
。

師
を
禮
す

る
こ

と
三

拜
し

て

問
う
て

日

く
、

「

和
尚

は

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
し

ゆ

じ

よ

う

坐
禪
し

て
、

還
っ

て

見
か

不

見
か
」

。

師
は

柱
杖
を
以
て

打
つ

こ

と

三

下

し

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
ニ

た

て
、

却
っ

て

問
う

、

「

吾
れ
は

汝
を

打
つ

、

還
っ

て

痛
か

不

痛
か
」

。

對
え
て

云

く
、

「

亦
た

痛
、

亦
た

不

痛
な
り
」

。

師
は
曰

く
、

「

吾
れ

も

亦
た

見、

亦
た

不

見
な
り

」

。

紳
會
問
う

、

「

如

何
な
る

か

是
れ

亦
た

見
、

亦
た

不

見
な
る
」

。

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
か

　
け
ん

師
曰

く
、

「

吾
れ
の

所
見
は
、

常
に

自
心
の

過
愆
を

見
て
、

他
人
の

是
非
好

惡
を

見
ず

。

所
以
に

亦
た

見
、

亦
た

不

見
な
り
。

汝
が

言
う

亦
た

痛、

亦
た

不

痛
と
は

如
何

。

汝
若
し

不

痛
な
ら

ぽ
、

其
の

木
石
に

同
じ

。

若
し

痛
な
ら

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
さ

ば
、

即
ち

凡
夫
の

即
ち

恨
み

を

起
す
に

同
じ

」

。

師
言
く

、

「

神
會
小
兒
が

向

き
前
の

見
と

不

見
と

は

是
れ
二

邊
、

痛
と

不

痛
と
は

生
滅
に

屬
す

。

汝
は

自
性

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
け
　
し

や

す
ら
且

つ

見
ず

、

敢
え
て

來
っ

て

人
を

弄
す
」

。

神

會
は

禮
拜
し
て

悔

謝
し

、

更
に

敢
え
て

言
わ

ず
。

師
曰

く
、

「

汝
は

心
迷
う
て

見
ず
ん

ば
、

善
知

識
に

問

　
　
　
　
も
と

う
て

路
を

覓
め
よ

。

汝
、

心

悟
ら
ぽ

、

即
ち

自
ら

見
性
し

て
、

法
に

依
っ

て

修
行
せ

よ
。

汝
自
ら
迷
う
て

自
心
を

見
ず、

却
っ

て

來
っ

て

吾
れ
に

見
と

不

見
を

問
う

。

吾
が

見
は

自
ら

知
る
、

汝
が

迷
う
に

代
る

こ

と

を

得
ず

。

汝
若

し

自
ら

見
ぽ
、

吾
が

迷
う
に

代
ら

ず
。

何
ぞ
自
ら

知
見
せ

ず
し

て
、

吾
れ
に

見
と
不

見
を

問
う

や
」

。

神

會
は

禮
す
る

こ

と

百

拜
を
經
て

、

愆

過
を

謝
せ

　
　
　
　

　

　
　
う

か

ん

こ

と

を

求
め
、

事
え
て

師
と

爲
さ

ん

こ

と
を

請
い

、

左
右
を

離
れ

ず
。

（

54
）

　
　
十
一

、

教
示

十
僭
傳
法
門

。

〈
滅
度
年
月

附
。

〉
。

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

爾
時

、

師
喚
門
人

法
海

・

志
誠
・

法
達
・

祚
會
・

智
常
・

智
通
・

志

一

〇
五
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惠
听
本
『

六
租

壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石

井
）

志
道
・

法
珍
・

法
如
・

瀞
會

。

大

師
言

、

汝
等
拾
弟

子
近

前
。

汝
等
不

同
餘
人

。

吾
滅
度
後、

汝
各
爲
「

方
頭

。

吾
教
汝
説
法

、

不

失
本
宗

。

擧
（

三
）

科
法
門
・

動
（

用
）

三

十
六

對
・

出
沒

郎

離
兩
邊

。

読
一

切

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
（

對

法
）

法、

莫
離
於
性
相

。

若

有
人
間
法、

出
語
盡
雙、

皆
取
法
對

。

來
去
相

　
　
（

究
）

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　

（

陰
）

　

　
　
　

　
　
　
・

因、

究
竟
二

法
蠱
除、

更
無
去
處

。

三

科
法
門
者

、

蔭
・

界
・

入
。

陰

是
五

陰、

界
（

是
）

十
八

界
、

（

入
）

是
十
二

入
。

何
名
五

陰
。

色
陰
・

　
・

　
（
想
）

…

受
陰
・

相
陰
・

行
陰
・

識
陰
是

。

何
名
十
八

界
。

六

塵
・

六

門
・

六

識
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
（

内
）

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　

　

（

味
）

何
名
十
二

入
。

外
六

塵
・

中
六

門
。

何
名
六

塵
。

色
・

聲
・

香
・

未
・

（

鰯
）

獨
・

法
是

。

何
名
六

門
。

眼
・

耳
・

鼻
・

舌
・

身
・

意
是

。

法

性
起
六

識
、

眼

識
・

耳
識
・

鼻
識
・

舌
識
・

身
識
・

意
識

、

六

門
・

六

塵
。

自

性
含
萬
法

、

名
爲
含
藏
識

。

思
量
即
轉
識、

生
六

識
、

出
六

門
、

（

見
）

　
　
　
　

　
　
　
　
（

用）

六

塵、

是
三

六

十
八

由
。

自
性
邪
起

、

十
八

邪
含

、

自
性
（

正

起
）

、

卜

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
（
由
）

　
　
　

（

由
）

八

正

含
。

惡
用

師
衆
生

、

善
用

即
佛

。

用

油

何

等
。

油
自
性

對
。

　
　
＊

誠
法
“
ナ

シ
（

大
）

。

＊

智
11
知
（

底
）

。

＊

報
ロ
ナ

シ
（

興

×
寛
）

。

　
　
（

寛
）

。

＊

間
口
問
汝
法
（

興
）

（

嘗
乃

）

。

＊

法
“
ナ

シ

（

底
）

。

　
　
六

門
者
11

（

金
）

（

大
）

ハ

太
字

。

＊

名
含
藏
識
11

（

金
）

（

大
）

ハ

細
字

。

　
　
　

＊

吾
滅
度
後
凡
爲
人

師
改
易
者

多
1ー
ナ

シ
（

興
×

寛
）

。

＊

三

11
「

ゴ

ご

以
下
（

興
）

（

寛
）

ハ

割

注
ナ

ク
、

　
　
　

＊

ム
ロ

囗
ナ

シ
（

金
）

（

大
）

。

　
大
師

、

逾
に

門
人
の

法

海
・

志
誠
・

法
逹

・

智
常
・

志
通
・

志
徹
・

志
道
・

法
珍
・

法
如
・

榊

會
を

喚
ぶ

。

大

師
言
く
、

「

汝
等
拾
弟
子
近

前
せ

よ
。

汝

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
か

し
ら

等
は

餘
人
と

同

じ
か

ら

ず
。

吾
が

滅
度
の

後
は

、

汝
各
々

｝

方
の

頭
と

爲

れ
。

吾
れ

汝
を
し
て

法
を

説
く
に

、

本
宗
を

失
わ
ざ

ら
し

め

ん
。

三

科
の

法

門
・

動
用
の

三

十
六

封
・

出
沒
即

離
の

兩
邊
を

擧
せ
ん

。

一

切

法

を

説

く

　
　
し
よ
う
そ

う
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

も

に
、

性
相
を

離
る
る
こ

と

莫
れ

。

若
し

人
有
り
て

法
を
問
わ
ぽ
、

語
を

出
だ

一

〇
六

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

ホ
　
　
　
　
　
　

　

徹
・

志
道
・

法
珍
・

法
如

等
報
言

、

吾
滅
度

後
、

凡
爲
人
師

、

改
易
者

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

多
。

汝
等
十
人

向
前

。

汝
等
不

同

餘
人

。

吾
滅
度
後

、

各
爲
一

方
師

。

　
　
　
　
　

吾
今
教
汝
諸
法、

不

失
本
宗

。

先
須
擧
三

科
法
門
・

動
用
三

十
六

對
・

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

出
沒
即
離
兩
邊

。

論
一

切

法、

莫
離
自
性

。

忽
有
人

間
、

出
語
盡
雙、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皆
取
對
法

。

來
去
相
因

、

究
竟
二

法
盡
除

、

更
無
去
處

。

三

科
着
〈
陰
・

界
・

入
。

〉
。

五

陰
者
〈
色
・

受
・

想
・

行
・

識
。

〉
。

十
二

入

者
〈
外

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ネ

六

塵
・

内
六

門
。

六

塵
者

、

色
・

聲
・

香
・

味
・

觸
・

法
。

六

門
者、

眼
・

耳
・

鼻
・

舌
・

身
・

意
。

各
有
一

識
。

〉
。

十

八

界
者

〈
六

門
・

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

み

六

塵
・

六

識
、

爲
之
十
八

。

〉
。

自
性
含
萬
法

、

名
含

藏
識

。

若
起
思

量
、

即
是
轉
識

。

轉
識
生

六

識
、

出
六

門、

見
六

塵
。

三

六

十
八

、

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
み

由
自
性
用

。

自
性
邪
起

、

十
八

邪
合、

自
性
正
起

、

十

八

正

合
。

悪
用

　鄙
衆
生

、

善
用

即
是
佛

。

用
由
何
等

。

由

自
性
對

。

解
用
即
通
→

切

法
、

自
身
是
佛

。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
＊

汝
n
ナ

シ

（

底
）

。

＊

諸…
U
説
（

面ハ
）

　
　
　
　
　

　
　

大
イ
ニ

異
ニ

ス

。

（

補
6
）

。

＊

六

塵
者
ド
ナ

シ
（

金
）

。

＊

　
　
　
　
　
＊

即

11
即

是
（

金
）

。

　
　

十
一

、

十
僣
に

教
示
し

法
を
傳
え

る

門
。

〈
滅
度
の

年
月
を

附
す

。

〉
。

　
　
と

　
　

爾
の

時
、

師
は

門
人
の

法
海
・

志
誠
・

法
達
・

榊
會
・

智
常
・

智
通
・

志

　

徹
・

志
道
・

法
珍
・

法
如

等
を

喚
ん

で

報
じ

て

言
く
、

「

吾
が
滅
度

の

後、

　

凡

そ
爲
人
の

師
は
、

改
易
す
る

者
多
し

。

汝

等
十
人

、

向
前
せ

よ
。

汝

等
は

　

餘
人
と

同
じ

か

ら

ず
。

吾
が

滅
度
の

後
は
、

各
々

一

方
の

師
と

爲
れ

。

吾
れ

　

今
、

汝
に

諸
法
を

教
え
て

、

本
宗
を

失
わ
ざ

ら
し

め

ん
。

先
ず

須
ら

く
三

科

　
　
　
　
　
ど
う
ゆ
う

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

し
ゆ

つ

も
つ

そ

く
り

　

の

法
門
・

動
用
の

三
十
六

對
・

出
沒

印
離
の

兩

邊
を

擧
ぐ
べ

し
。

一

切
法
を

N 工工
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そ

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
た
い

ほ

う

　

　

　

　

　

　

ら
い

こ

し

雙
を

蠱
し
て
、

皆
な
對
法
を
取
れ

。

來
去
相
い

因
り

、

究
竟
の

二

法
盡
く

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

お
ん

　
　
か

い

　
　
に

ゆ
う

除
き

、

更
に

去
處
無
か

ら
ん

。

三

科
の

法
門
と

は
、

陰
・

界
・

入

な
り

。

陰

は

是
れ
五

陰、

界
は

是
れ

十
八

界
、

入

は

是
れ
十
二

入

な
り

。

何
を
か

五

陰

と

名
つ

く
る

。

色

陰
・

受
陰

・

想
陰
・

行
陰
・

識
陰
是
れ
な
り

。

何
を
か

十

八

界
と

名
つ

く
る

。

六

塵
・

六

門
・

六

識
な
り
。

何
を
か

十
二

入
と

名
つ

く

る
。

外
の

六

塵
・

内
の

六

門
な
り

。

何
を
か

六

塵
と

名
つ

く
る

。

色
・

聲
・

香
・

味
・

觸
・

法
是
れ
な
り
。

何
を
か

六

門
と

名
つ

く
る

。

眼
・

耳
・

鼻
・

舌
・

身
・

意
是
れ
な

り
。

法
性
は

六

識
、

眼
識
・

耳
識

・

鼻
識
・

舌
識
・

身

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
が

ん

ぞ
う

識
・

意
識
と
六

門
・

六

塵
を

起
す

。

自
性
の

萬
法
を

含
む
を

名
づ

け
て

含
藏

し

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

ん

じ

き

識
と
爲
す

。

思
量
す
れ
ぽ
即
ち

轉
識
し

て

六

識
を

生
じ
、

六

門
を
出
だ
し
、

六

塵
を

見
る

、

是
れ
三

六

十
八

の

用
な

り
。

自
性
の

邪
を

起
せ

ば
、

十
八

の

邪
含
み

、

自
性
の

正
を

起
せ

ば
、

十
八

の

正

含
む

。

惡
用
す
れ
ぽ

師
ち

衆
生
、

善
用
す
れ
ば

師
ち

佛
な
り

。

用
は

何
等
に

か

由
る

。

自
性
の

對
に

由
る

。

七

七

　
三

十
六

對
の

法

（

48
）

　
外
境
無
情
對
有
五

。

天
與
地

對
・

日

與
月
對
・

暗
與
明
對
・

陰

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
（

衍

字
）

　
（

衍
字）
（

與
法
）

與
陽
對
・

水
與
火
對

。

語

與

言

對

法

與

相
對
、

有
十
二

對
。

有

　
（

有
色
無

爲
）

爲
無
爲
有
色
無
色
對
・

有
相
無
相
對
・

有
漏
無
漏
對
・

色
與
空

對
・

動

　
（

靜）
　
　
　
　

　
　
　

　

　
　
　

（

聖
）

與
淨

對
・

清
與
濁
對
・

凡
與
性
對
・

僣

與
俗
對

・

老
與
少
對
・

大

大
奥

（

小

小
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

衍
字
）

少
少
對
・

長
與
短
對
・

高
與
下
對

。

自
性

居

起
用

對
、

有
十
九

對
。

邪

與
正
對
・

癡
與
惠
對
・

愚
與
智
對
・

亂

與
定
對
・

戒

與
非
對
・

直
與

（

曲
）

　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

毒
）

典
對
・

實
與
虚
對
・

嶮
與
夲
對

・

煩
惱
與
菩
提
對
・

慈
與
空

對
・

喜
輿

嗔
對
・

捨
與
慳
對
・

進

興
退
對

・

生

與
滅
對

・

常
與
無
常
對
・

法
身
與

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
（

術

　
　
字
）

色
身
對
・

化
身
與
報
身

對
・

體
與
用

對
・

性
與
相
有
清
無
親
對

。

言

語

惠
听
本
『

六
祺

壇
經
』

の

研

究
（

續
）

（

石
井
）

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
な
か

　
　
　
　

も

説
く
に
、

自
性
を

離
る

る
こ

と
莫
れ

。

忽
し

人
有
り
て

問

わ
ば
、

語
を

出
だ

　

　
　
　
　

　
　
　
た
い

ほ

ラ

　

　

　

　

　

　

ら

い

こ

し

雙
を

盡
し

て
、

皆
な

封
法
を

取
れ

。

來
去
相
い

因
り

、

究
竟
の

二

法

盡
く

除

き
、

更
に

去

處
無
か

ら

ん
。

三

科
と
は
、

〈
陰
・

界
・

入

な
り

。

〉
。

五

陰

と
は

、

〈
色
・

受
・

想
・

行
・

識
な
り
。

V
。

十

二

入

と

は
、

〈
外
の

六

塵
・

内
の

六

門
な

り
。

六

塵
と
は

、

色
・

聲
・

香
・

味
・

觸
・

法
な

り
。

六

門
と
は
、

眼
・

耳
・

鼻
・

舌
・

身
・

意
な
り
。

各
々

に
一

識
有
り
。

〉

十
八

界
と
は
、

〈
六

門
・

六

塵
・

六

識
、

之
を

十
八

と

爲
す

。

V
。

自
性
の

萬

法

を

含
む
を

含
藏
識
と

名
つ

く
。

若
し

思
量
を

起
せ

ば

即
ち

是
れ

轉
識
す

。

轉

識
す
れ
ば

、

六

識
を
生
じ

、

六

門
を
出
だ
し
、

六

塵
を

見
る

。

三
六

十
八

、

自
性
の

用
に

由
る

。

自
性
の

邪
を

起
せ

ば
、

十
八

の

邪
合
し
、

自
性
の

疋

を

起
せ

ば
、

十
八

の

正
合
す

。

惡
用
す

れ
ぽ
即
ち

衆
生

、

善
用
す

れ
ば
帥
ち

是

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
さ
と

れ

佛
な
り

。

用
は

何
等
に

か

由
る

。

自
性
の

封
に

由
る

。

用
を

解
れ

ば
即
ち

一

切
法
に

通
じ

、

自
身
は

是
れ

佛
な
り
。

　
　
　

　

（

55
）

　
外
境
無
情
五

對
く
天
地
對
・

陰
陽
對
・

日

月

對
・

明
暗
對
・

水

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

火
對

。

V
。

法
相
語
言
十
二

對
く
語
法
對
・

有
爲
無
爲
對
・

有
色

無

色

　
　
　
　

　
　
　
　

ネ
　

　
　

　
　
　

　
　

　

對
・

有
漏
無
漏
對

・

色
空

對
・

動
靜
對
・

清

濁
對

・

有
相
無
相
對
・

凡

　
　
　
　

　
　
　
　

ネ

聖
對

・

僣
俗
對
・

老
若
對
・

大
小
對

。

V
。

自
性

起
用
十
九

對

く
長

短

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

對
・

邪
正
對
・

亂

定
對
・

戒
非
對
・

直
曲
對
・

癡
惠

對
・

愚
智
對
・

慈

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
ホ

毒
對
・

實
虚
對
・

險
卒
對
・

煩
惱
菩
提
對
・

悲
苦
對

・

嗔

喜
對
・

捨
樫

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

　

對
・

進
退
對
・

生
滅
對
・

常

無
常
對

・

法
身
色
身
對

・

化
身
報
身
對

。

都
ゴ

一

十
亠

ハ

對
。

V
。

　
　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
ホ

　

師
言

、

此
是
三

十
六
對
法

。

若
解
用

、

鄙
通
貫
一

切
經

。

出
入

帥

離

一

〇
七
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惠
听
本
『

六
砠

壇
經
』

の

研
究
（

績
）

（

石
井
）

　

　

　

　

　

　
　

（

衍

字
）

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（

自
性
起

用
有

十

九
對
）

與
法

相
有
十
二

對
、

内

外
境
有
無
（

情
）

五

對
、

三

身
有
三

對
、

都

合

成
三

十
六

對
法
也

。

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
（

切
）

　

此
三

十
六

對
法

、

解
用

通
一

籾
經

、

出
入

帥
離
雨
邊

。

如
何
自
性
起

用
。

三

十
六

對
（

法
）

、

共
人
言

語
、

出
外
於
（

相
）

離
相

、

入

内

於

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　（
明
）

空

離
空

。

著
空
邸
惟

長

無
名

、

著
相
惟
（

長
）

邪
見

。

謗
法
直
言
不

用

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
（

人
）

文
字

。

既
云
不

用
文
字、

大
不

合
言
語

。

言
語
即
是
文
字

。

自
性
上

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
（

自

迷
）

　
　
　
　
　
（

邪
）

誂

空
、

正

語
言

、

本
性

不

空
、

迷
自
惑
、

語
言
除
故

。

暗
不

自
暗

、

以

（

明
）

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　

（

明
）

名
故
暗

。

暗

不

自
暗

、

以

名
變
暗、

以
暗
現
明

、

來
去
相
因

。

三

十
六

對
、

亦

復
如
是

。

＊

外
口

「

外
」

以
下
三

十
六

對
法
ハ

（

金
）

（

大
×
興
×
寛
）

ハ

細
字
ナ

シ
。

マ

タ
（

興
）

（

寛
）

ハ

順
序
ヲ

大
イ

ニ

異
ニ

ス

ル

ー−
色
與
（

金
×
大
）

。

＊

動
靜
對
清

濁
封
有
無
相
對
凡
堅
封
僭

俗
對
11
有
相
無
相

獨
凡
聖

對
偶
俗
對
動

靜
對
清
濁
樹
（

金
）

（

大
）

。

曲
直
（

金
）

（

大
）

。

＊

嗔
1ー
瞋
（

金
）

（

大
）

。

＊

常
凵
常
與
（

金
）

（

大
）

。

＊

三

十
六

ロ
ナ

シ
（

金
）

（

大
）

。

＊

經
11
經
法
（

興
）

（

寛
）

。

＊

空

巨
空
若
全

著
相
即
長
邪
見
（

興
）

（

寛
）

。

＊

執
全
け
全
執
（

興
）

（

寛
）

。

＊

唯
11
帥
（

興
）

（

寛
）

。

＊

又

却
“
執

空

之
人
有
（

興
）

（

寛
）

。

＊

言

11
直
言
（

興
）

（

寛
）

。

＊

師
日

説
法
之
人

1ー
ナ

シ
（

興
）

（

寛
）

。

＊

p
冂
既
（

興
）

（

寛
）

。

＊

世
人
道

者
盡
11
人
亦
（

興
）

（

寛
）

。

＊

言
11
語
言
（

興
）

（

寛
）

。

＊

正

語
之
時
即
是
文
字
文
字
上

説
空
本

性
不

空
即

是
文
字
無
邪
正
即
自
大

道
口
只

此
語
言
便
是
文
字
之
相
又
云

直
道
（

興
×
寛
）

。

＊

交
字
11
文
字
文
字
（

底
）

。

＊

正

11
心
（

金

×
大
）

。

＊

只
這

11
即
此
（

興
）

（

寛
）

。

＊

即
11
亦
（

興
）

（

寛
）

。

＊

而
目
而
作
法
（

興
）

（

寛
）

。

＊

戒
11
或
（

興
）

（

寛
）

。

＊

修
1ー
ナ

シ

（

底
）

。

＊

行
11
行

但
只
聽

読
修

行
又
（

興
×
寛
）

。

＊

於
11
而

於
（

興
）

（

寛
）

。

＊

自
生

質
11
性
窒

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

〇
八

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
　
　

　
　
　
ネ

兩
邊、

自
性
動
用

。

共
人
言
語

、

外
於
相
離
相、

内
於
空
離
空

。

若
執

　

　

　
　

　
　
　
　

　

　
　
　

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

全
空

、

唯
長

無
明
、

又

却
謗
經
言
、

不

用

文

字
。

師
日

、

説

法
之
人

、

　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
ホ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　

　
　
　
ネ

ロ

云

不

用
文
字、

世
人
道
者

、

盡

不

合
言

。

正

語
之
時、

師
是
文
字

。

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
　
　
　
　

　
　

ネ

文
字
上
説
空

、

本
性
不

空
。

即
是
文
字
無
邪
正

、

即
自

大

道、

不

立

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

文

字
。

只
這
不

立

兩
字

、

即
是
文
字

。

見
人
所
説

、

便
即
謗
他
言
著
文

字
。

汝

等
須
知、

自
迷
獪
可

、

又

謗
佛
經

。

不

要
謗
經、

罪

障
無
數

。

　

　

　
　
　
ホ

　
　
　
　
　
　

著
相
於

外
、

而
求
眞
戒

、

廣
立

道
場

、

説
有
無
之
過
患、

如
是
之
人

、

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
ぷ
　
　

　
　

累
劫
不

可
見
性、

不

勸
依
法
修
行

。

莫
百
物
不

思
、

於

道
自
生

質
礙

。

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ホ
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　

若
聽
説
不
修

、

令
人

返

生
邪
念

。

但
能
依
法
修
行

、

常
行

無
相
法
施

。

ネ

　

　
　
　
　
　
　

　

　

師
言、

汝
等
若
悟
、

依
此
読

、

依
此

用
、

依
此
行

、

依

此

作
、

喞
不

失

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

本

宗
。

若
有
人
間

汝

義
、

問
右
將

無

答
、

問
無
將
有
答

、

問

凡
以

聖

對
、

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問

聖
以
凡
對

、

問
一

邊
將
一

邊
對

。

二

法
相
因

、

生

中
道
義

。

教
汝
一

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
ホ

問
。

餘
問
一

依

此

作
、

三

十
六

對
法

、

郎
不

失
理

也
。

吾
今
教
汝
一

答
。

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ネ
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人

間
何
名
爲
暗、

答
云

、

明
是
因
暗
、

即
縁
暗
有
明
、

明

沒

鄙
暗

。

但

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　

無
明
暗

、

以
明
顯
暗、

以
暗
現
明、

來
去
相
因

、

成
中
道
義

。

餘
問
悉

皆
如
此

。

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

補
7
）

。

＊

語
H
語
與
（

金
）

（

大
）

。

＊

色

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

若
11
少
（

金
×

大
）

。

＊

直
曲

凵
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（

興
）

（

寛
）

。

＊

返

11
反
（

興
）

11
及
（

寛
）

。

＊

能
U
ナ

シ
（

興
×
寛
）

。

＊

常
行
無
11
無
佳
（

興
）

（

寛
）

。

＊

師
言
1ー
ナ

シ
（

興
×
寛
）

。

＊

若
“
ナ

シ
（

底
）

。

＊

答
ー1
對

（

興
）

（

寛
）

。

＊

答
爿
封
（

興
）

（

寛
）

。

＊

問
一

邊
將
一

邊
對
n
ナ

シ

（

興
）

（

寛
）

。

＊

一

11
二
（

底
）

。

＊

教
汝
一

問
H
汝
一

問
一

對
（

興
）

（

寛
）

。

＊

三

十
六

對
法
1ー

ナ

シ

（

興
）

（

寛
）

。

＊

吾
今
教
汝
一

答
11
設
有
（

興
）

（
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恵
断
本
『

六

租
壇
經
』

の

研
究
（

績
）

（

石
井
）

明
を
以
て

の

故
に

暗
な
り
。

暗
は

自
ら
暗
な

ら
ず

、

明
を
以
て

暗
を

變
じ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま

　
　
　
か

く

暗
を

以
て

明
を

現
じ
て

、

來
去
相
い

因
る
の

み
。

三

十
六
對

も
亦
復
た

是
の

如
し

。

讐葯
、 　 　 o

七

八

　
壇
經
を
稟
受

す
べ

き
こ

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

邊
）

　

　
　
　

　
　
（

壇
）

大
師
言

、

十
弟

子
、

已
後
傳
法、

迎

相
教
授
一

卷
檀
經、

不
失

　
　
（

受）
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

暹
）

・

　
　
　
　
　
　
　
°

不

稟

授
壇
經、

非
我
宗
旨

。

如
今
得
了

。

迎

代
流
行

。

得
遇
壇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゜

　
　

　
（

遞
）

°

如
見
吾
親
授

。

拾
僭
得
教
授
已

、

寫
爲
壇
經、

迎
代
流
行

。

得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

〇

　
　
す

な

わ
　
　
か

れ

て
、

便
鄙
ち

彼
の

言
は

文

字
に

薯
す
と

謗
る

。

汝
等
は

須
ら

く
知
る

ぺ

し
、

自
ら

迷
う
こ

と
は

獪
お

可

な
る

も、

又
た

佛
經
を

謗
る

こ

と
を

。

經
を

謗
る

こ

と

を

要
せ

ざ
れ

、

罪
障
は

無
數
な

り
。

相
に

外
に

著
し
て
、

而
し

て

眞
戒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
げ
ん

　
　

　
　
　
　
　
　

か

く

を

求
め
、

廣
く
道
場
を
立
て

て
、

有
無
の

過
患
を

説
か

ば
、

是
の

如
き

人
は

、

る
い

ご

ラ

累
劫
に

も

見
性
す
べ

か
ら

ず
、

法
に

依
っ

て

修
行
す
る

を

勸
め

ず
。

百

物
思

わ

ず
し

て
、

道
に

於
て

自
ら

質
礙
を

生

ず
る
こ

と

莫
れ

。

若
し

説

を

聽
い

て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

修
せ

ず
ん

ば
、

人

を
し

て

返
っ

て

邪
念
を

生
ぜ

し

め

ん
。

但
し

能
く
法
に

依

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

っ

て

修
行
せ

ぽ
、

常
に

無
相
の

法

施
を

行
ぜ
ん
」

。

師
言
く
、

「

汝
等
若
し

悟

り
て
、

此
れ
に

依
っ

て

説
き

、

此
れ
に

依
っ

て

用
い

、

此
れ
に

依
っ

て

行
じ

、

　
　
　
　
　

な

此
れ
に

依
っ

て

作
さ
ば

、

帥
ち

木

宗
を

失
せ

ず
。

若
し

人

有
っ

て

汝
に
、

義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も

を
問
わ

ん

に
、

有
を

問
わ

ば

無
を

將
っ

て

答
え

、

無
を

問
わ
ば

有
を

將
っ

て

答
え

、

凡
を
問

わ
ば
聖
を
以
て

對
え

、

聖
を

問
わ
ば

凡
を

以
て

對
え

、

一

邊

を
問
わ

ぱ
一

邊
を

將
っ

て

對
え
よ

。

二

法
相
い

因
っ

て
、

中
道
の

義
を
生
ぜ

ん
。

汝
に
一

間
を

教
う

。

餘
問
も
一

に

此
れ
に

依
っ

て

作
さ
ぼ
、

三

十
六

對

法
も

即
ち

理
を

失
せ

ざ
る

な

り
。

吾
れ
今

、

汝
に
一

答
を

教
う
。

人

あ
り
て

『

何
を
か

名
づ

け
て

暗
と

爲
す
』

と

問
わ

ば、

答
え
て

云

え、

『

明
は

是

れ

暗
に

因
る

、

即
ち

暗
に

縁
っ

て

明

有
り、

明

沒
す
れ
ば

即
ち

暗
な
り
』

と
。

も
但
し

明

暗
無
く
ん

ば、

明
を

以
て

暗
を

顯
わ
し
、

暗
を
以
て

明
を

現
わ
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

か

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
か

く

來
去
相
い

因
っ

て
、

中
道

の

義

を

成

ず
。

餘
の

問
い

も

悉
く

皆
な

此
の

如

し
」

。

（

56
）

宗
旨

。

十
僣

、

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

師

教
十
僣
已

、

報
言

、

於
後
傳
法、

遞
相

教
授
壇
經

、

即
不

失

　
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

汝
今
得
了

。

遞
代

流
行

。

後
人
得
遇

壇
經

、

如
親
見
吾

。

激
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

汝
等
抄

取
、

代
代

流
行

。

若
看
壇
經、

必
當
見
性

。
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惠
听
本
『

六

砠
壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石

井
）

若
し
此
の

見
を

作
す
こ

と

を

悟
れ
ば

、

則
ち

是
れ

眞
如
の

用
な
り
。

　

　

　

　

　

　
　
ほ

う

諸
々

の

學
道
の

者
に

報
ず、

努
力
し
て

須
ら

く
意
を

用

う
ぺ

し
。

大
乘
の

門
に

於
て
、

却
っ

て

生

死
の

智
に

執
す
る
こ

と

莫
れ

。

　

　

　

そ
う

お

う

前
頭
に

人
相
應
せ

ば
、

喞
ち

共
に

佛
語
を

論
ぜ

ん
。

若
し
實
に

柑
應
せ

ず
ん

ぽ
、

合
掌
し

て

歡
喜
せ

し
め

よ
。

　

　

　

　

　

　
あ
ら

そ

此
の

教
は

本
よ

り

諍
い

無
し

、

諍
わ

ば

即
ち
道

意
を

失
す

。

迷
い

に

執
し

て

法
門
を

諍
わ

ば
、

自
性
は

生
死
に

入

ら
ん

。

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
一
一

四

も
　

　
　
か

く

但
し
此
の

如
き
見
を

作
さ
ぼ

、

即
ち

是
れ

眞
如
の

用

な
り
。

諸
々

の

學
道
の

人
に

報

ず
、

努
力
し
て

自
ら
意
を

用
い

よ
。

大
乘
の

門
に

於
て
、

却
っ

て

生

死
の

智
に

執
す
る

こ

と

莫
れ

。

若
し

言
下
に

相
應
せ

ば
、

即
ち

共
に

佛

義
を

論
ぜ
ん

。

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
か

ん

ぎ

若
し

實
に

相
應
せ

ず
ん

ば
、

合
掌
し
て

歡

喜
せ

し

め

よ
。

　
　
　
も
と
　
　
　
　

あ

ら
そ

此
の

宗
は

本
よ

り

諍
い

無
し
、

諍
わ
ば

即
ち

道

意
を

失
す

。

迷
い

に

執
し
て

法
門
を

諍
わ
ば

、

自
性
は

生
死
に

入

ら
ん

。
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（

51
）

　
衆
僣
既
聞
、

識
大
師
意

、

更
不

敢
諍

。

依
法
修
行

、

　
一

時

禮

　
　
　
（

知
）

拜
。

鄙
之

大
師
不

永
佳
世

。

上
座
法
海
向
前
言

大

師
、

大
師

去
後

、

衣

法
當
付
何
人

。

大
師
言、

法
即
付
了
、

汝
不

須
問

。

吾
滅
後
二

十

餘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
（

定
）

年
、

邪
法
遼
亂
、

惑
我
宗
旨

。

有
人
出

來
、

不

惜
身
命

、

弟
佛
敏
是

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

傳）
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

°

非
、

竪
立

宗
旨

。

印
是
吾
正
法

。

衣
不

合
轉

。

汝
不

信
、

吾
與
誦
先
代

　
　
　
　
　
　
（

頌
）

　

　
　
　
・
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

（

吾
）

五

組
傳
衣
付
法
誦

。

若
據
第
一

租
逹
摩
頌

意
、

即
不

合
傳
衣

。

聽
五

與

汝
頌

。

頌
日

、

第
一

租
逹
摩

和
尚
頌
日

、

　
　
　
（

本
）

　

　
　
　

　
　
（

敦
）

　
（

迷

情
）

　
　

吾
大

來
唐
國

、

傳
鐓
救
名
清

。

　
　
一

花
開
五

葉
、

結
菓
自
然
成

。

第
二

租

惠

可
和
尚
頌
日

、

　
　
本
來
縁
有
地

、

從
地

種
花
生

。

　
　
　
　
（
元）

　
　

當
本
願
無
地
、

花
從
何
處
生

。

°

　

　

　

　
（

燦
）

第
三

詛
僭

磔
和
筒
頌
日
、

（

58
）

　
時
衆
僣

聞
、

知
大

師
意

、

更
不

敢
諍

。

各
自
攝
心
、

依

法

修

行
、

　
一

時
禮
拜

。

即
知
大
師
不

久
佳
世

。

法
海
上
座
間
日

、

和
街
去

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
ホ

後
、

衣

法
當
付

何
人

。

師
言

、

吾
於
大
梵
寺
説
法

、

直
至

今
日

。

抄
録

　
　
　
　
　
　
　

流
行、

名

法
寶
壇
經

。

汝
等
守
護

、

度
諸
羣
生

。

但
依
此
説

、

是
眞
正

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
。

師
言

、

法
海
向

前
。

吾
滅
度
後

、

二

十
年
聞

、

邪
法
繚
亂
、

惑
我

　
　
　
　
　
＊

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
＊

正

宗
。

有
一

南
陽
縣
人
出
來

、

不

惜
身
命、

定
於
佛
法

、

竪
立

宗
旨

。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

印
是
吾
法
弘
於
河
・

洛
、

此
教
大
行

。

師
日

、

汝
今
須
知

、

衣
不

合

傳
。

　
ネ

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
ホ

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

　

　
　

　
　
　
　

　

　
　

　

汝
若
不
信

、

吾
與
汝
説
先
聖
逹
暦
大
師
傳
衣
偈

。

據
此
偈
意、

衣
不
合

　
　
　

傳
。

汝

聽
。

偈
日

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
吾
本

來
東
土

、

説
法
救
迷
情

。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
ネ

　
　
一

花
開
五

葉、

結
果
自
然
成

。
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（

花）

　

　

花
種
雖

因
地

、

地
上

種
化
生

。

　

　

花
種
無
生
性
、

於
地

亦

無
生

。

第
四

租
道

信

和
筒

頌
日

、

　

　

花
種
有
生
性
、

因
地
種

花
生

。

　

　

先
縁
不

和
合
、

一

切
盡

無
生

。

第
五

祀
弘
忽

和
省

頌

日
、

　

　

有
情
來
下
種
、

無
情
花
師
生

。

　

　

無
情
又

無
種
、

心

地
亦

無
生

。

婚
夘
山

ハ

租
惠
化
脳

和
小

回
頗
蝋

日冖
、

　

　

心
地
含
情
種

、

法
雨
即
花
生

。

　

　

　
（
悟
）

　

　

自
吾
花
情
種

、

菩
提

菓
自
成

。

師
日

、

五
口

有
一

偈
、

　

　
　

　
　
　

　

　

　

　

心

地

含
種
性

、

　

　

　

　

　

　
　

　

　

頓
悟
花
情
已

、

　

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

　

亦
用

先
聖
大
師
偈
意

。

法
雨

即
花
生

。

　
　
　

菩
提
果
自
咸

。

虐
そ

Eaj−

＃
−

i
纖 量
講 篳

゜ H 非 ＊

＊ ナ 此 直
種 シ 人 旨

1畿奪
郵 晶

゜

説 若 經
＊ H ）lli
已 校 多 記

惷貪篳唇
§漣 遺
＄冒 黌
  褪

鰐 粤
§梟蓴惷
Q

凵
゜

［i
　 菓 ＊ 擦

銃 篳
　’黄盆
　 亦 篳 Y

　 ll ° ＊

　 ナ ＊ 南

　 シ 偈 陽

篋雛
　 11頌 ナ

　撰寅 又
　 興 × 興
　 　 　 　

　 × 寛 （

　篳％ 篳
　

゜

・ 認

1蠶
　萬 唇 釜
　 日 ll×

篳麟

　
衆
僭
は

既
に

聞
い

て
、

大
師
の

意
を
識
り

、

更
に

敢
え
て

諍
わ
ず

。

法
に

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

と
ど

依
っ

て

修
行
せ

ん

と
し

て
、

一

時
に

禮
拜
す

。

即
ち

大
師
の

永
く
世
に

佳
ま

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
こ

う
ぜ
ん

ら
ざ

る
こ

と

を

知
る

。

上

座
法
海

、

向
前
し

て

大

師
に

言
く

、

「

大
師
去
き
て

　

　

　

　

ま

さ

後
、

衣
法
は

當
に

何
人
に

か

付
す
」

。

大
師
言
く

、

「

法
は

即
ち

付
し

了
る

。

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

り
よ

う
ら
ん

汝
は

問
う
こ

と
を

須
い

ず
。

吾
が

滅
後
二

十
餘
年

、

邪
法
遼
亂
し

て
、

我
が

宗
旨
を

惑
わ
さ
ん

。

人
有
っ

て

出
で

來
た
り

、

身
命
を

惜
ま

ず
、

佛
教
の

是

　

　

　

　

　
　
　
　
じ

ゆ
り
つ

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ま
さ

非
を

定
め

て
、

宗
旨
を
竪

立
せ

ん
。

即
ち

是
れ

吾
が
正
法
な

り
。

衣
は

合
に

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
で

ん

ね

　
ム

　
に

う

じ

ゆ

傳
う
ぺ

か

ら

ず
。

汝
信
ぜ
ざ
れ
ぽ

、

吾
れ

與
に

先
代
五

祖
の

傅
衣
付
法
頌
を

惠
听
本
『

六

祺
壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石

井
）

　
時
に

衆
僣
は

聞
い

て
、

大
師
の

意
を

知
り、

更
に

敢
え
て

諍
わ

ず
。

各
々

　
　
　
お

さ

自
ら

心
を

攝
め

て
、

法
に

依
っ

て

修
行
せ

ん

と
し

て
、

一

時
に

禮
拜
す

。

即

　
　
　
　
　
　

　

　
と

ど

ち
大

師
の

久
し

く

世
に

住
ま

ら
ざ
る

こ

と

を

知
る

。

法

海
上
座、

問
う
て

日

　
　
　
　
ゆ

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
わ

く
、

「

和
尚
去
き
て

後
、

衣
法
は

當
に

何
人
に

か

付
す
」

。

師
言

く
、

「

吾
れ

大

　
　
　
　
　
　

　

　

じ

き

梵
寺
に

於
て

読
法
し

て
、

直
に

今
日

に

至
る

。

抄
録
し

流
行
し

て
、

『

法
寶

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
た

壇
經
』

と

名
つ

く
。

汝

等
は

守
護
し
て
、

諸
々

の

羣
生
を

度
せ

よ
。

但
だ
此

れ
に

依
っ

て

説
か

ば
、

是
れ
眞
の

正

法
な
り

」
。

師
言
く、

「

法
海
よ

向
前
せ

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
り

よ

う
ら

ん

よ
。

吾
が
滅
度
の

後
、

二

十

年
閲、

邪
法
繚
亂
し

て
、

我
が
正

宗
を

惑
わ

さ

＝
五
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恵
听
本
『

六

租
壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石
井
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ

誦
せ

ん
。

若
し

第
一

祺

逹
摩
の

頌
の

意
に

據
ら
ば

、

即
ち

合
に

衣
を

傅
う
ぺ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

じ
ゆ

か

ら

ず
。

聽
け、

吾
れ

汝
が

與
に

頌
せ

ん
」

。

頌
に

曰

く
、

第
一

砠
達
摩
和
尚
の

頌
に

曰

く
、

　
　
　
　
は

し

　
　
吾
れ
本
め

て

唐
國
に

來
り

、

教
を

傳
え
て

迷

情
を

救
う

。

　
　
一

花
は

五

葉
に

開
き

、

菓
を

結
ん

で

自
然
に

成
ず

。

第
二

祗
惠
可
和
尚
の

頌
に

曰

く
、

　
　
本
來
地
有
る
に

縁
り
、

地
よ

り

種
花
生

ず
。

　
　
も
　
し

　
　
當
本
元
よ

り
地

無
く
ん

ば
、

花
は

何
れ
の

處
よ

り
生
ぜ

ん
。

　
　
　
モ
う

さ

ん

第
三

租
曾
環
和
尚
の

頌
に

曰

く
、

　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
花
種
は

地
に

因
り
、

地
上
に

種
花
は

生

ず
と

雖
も、

　
　
花
種
に

生

性
無
く
ん

ぽ
、

地
に

於
て

も
亦
た

無
生
な
り
。

第
四

砠
道
信
和
尚
の

頌
に

曰

く
、

　
　
花
種
は

生

性
有
り

、

地
に

因
り
て

種
花
生
ず

。

　
　
先
に

縁
和
合
せ

ず
ん

ば
、

一

切
盡
く

無
生
な
り

。

第
五

祀
弘
忍
和
尚
の

頌
に

曰

く、

　
　
有
情
來
り
て

種
を

下
し

、

無
情
に

花
即
ち

生

ず
。

　
　
無
情
は

又
た

種
無
し
、

心

地
も
亦
た

無
生
な

り
。

第
六
祗

惠

能
和
小

図

の

頌
に

曰

く
、

　
　
心

地
は

情
種
を

含
み

、

法
雨
に

即
ち

花
生
ず

。

　
　
自
ら

花
の

情
種
を

悟
り

、

菩
提
菓
自
ず
か

ら

成
ず

。

八
一

　

重
ね
て
二

頌
を

説
く

（

25
）

　
能
大
師
言

、

汝
等
聽
吾
作
二

頌
、

依
此

頌
修
行

、

必
當
見
性

。

第
一

頌
日

、

取
逹
摩
和
筒
頌
意

。

汝

迷
人

一
一

六

ん
．

一

南
陽
縣
人
有
っ

て

出
で

來
た

り
、

身
命
を
惜
ま

ず
、

佛
法
を

定
め

て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
　
ら
く

宗
旨
を

竪
立
せ

ん
。

即
ち

是
れ

吾
が

法
、

河
・

洛
に

弘
ま
り
、

此
の

教
え

大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

さ

い

に

行
わ
れ
ん
」

。

師
曰
く

、

「

汝
、

今
、

須
ら

く
知
る
べ

し
、

衣
は

合
に

傳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

め

う
べ

か

ら
ず

。

汝
若
し

信
ぜ
ざ
れ

ば
、

吾
れ
汝
が

與
に

先
聖
逹
磨
大
師
の

傳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
さ

衣
の

偈
を
説
か

ん
。

此
の

偈
の

意
に

據
ら
ば
、

衣
は

合
に

傳
う
べ

か

ら

ず
。

　
　
　
　
　
　
　

い

わ

汝、

聽
け

。

」

偈
に

曰

く
、

　
　
　
　
は

じ

　
　
吾
れ
本
め

て

東
土
に

來
り

、

法
を

説
き
て

迷
情
を

救
う
。

　
　
一

花
は

五

葉
に

開
き

、

果
を

結
ん

で

自
然
に

成
ず

。

師
日

く
、

「

吾
れ
に
一

偈
有
り
。

亦
た

先
聖
大
師
の

偈
の

意
を
用
う

」
。

　
　
心

地
は

種
性
を

含
み

、

法
雨
に

即
ち

花
生

ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　

お
わ

　
　
頓
に

花
情
を

悟
り

已
り

、

菩
提
の

果
自
ず
か

ら

成
ず

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

59
）

　
師
説
偈
已、

令
門
人
散

。

衆
相

謂
日

、

　
　
ネ

大
師

多
不

久
佳
世
聞

。
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心

地

邪
花
放
、

　
　
　
　
　
　
（

業
）

　
　

共
造
無
明
葉、

第
二

頌
日

、

　
　

心

地
正

花
放

、

　
　

共
修
般
若
惠

、

六

租
読
偈
已

了
、

世
。

五

葉
逐

根
隨

。

　
　
（

業
）

見
被
葉
風
吹

。

　
　
　
　
（

桟
）

　

五

葉
逐

恨
隨

。

　

當

來
佛
菩
提

。

放
衆
生
散

。

門
人
出
外
思
惟、

即
知
大

師

不

久

佳

　
＊

人
囗
人
且
（

興
）

（

寛
）

。

＊

多
11
多
應
（

興
）

（

寛
）

。

　
能
大
師
言

く
、

「

汝
等

、

吾
れ
二

頌

を

作
り
て
、

逹
摩
和

筒
の

頌
の

意

を

取
れ

る
を

聽

け
。

汝
ら

迷
人

、

此
の

頌
に

依
っ

て

修
行
せ

ば
、

必

ず
當
に

見

性
す
べ

し
」

。

第
一

の

頌
に

日

く
、

　
　
　
　
　
　
　
は

な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
心
地
に

邪
花
放
ち
、

五

葉
は

根
を

逐
う
て

隨
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

く
　
　
　
　
　
　
げ
ん

　
　
共
に

無
明
の

業
を

造
り
て

、

見
に

業
風
に

吹
か

る
。

第
二

の

頌
に

曰

く、

　
　
心

地
に

正

花
放
ち

、

五

葉
は

根
を

逐
う
て

隨
う

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

り

ら
い

　
　
共
に

般

若
の

恵
を

修
し
て

、

佛
菩
提
を

當
來
す

。

　
六

狙
は

偈
を
説
く
こ

と
已
に

了
り、

衆
生
を

放
ち

て

散
ぜ

し

む
。

門
人
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ど

外
に

出
て

思

惟
し
て
、

即
ち
大

師
の

久
し

く
世
に

住
ま

ら
ざ
る

こ

と

を

知

る
。

　
　
　
　
　

八
二

　
西

天
東
土
の

祀
統
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

著
）

　
（

坐
）

　（
吾
）

（

53
）

　
六

組

後
至

八

月
三

日
、

食
後

、

大
師
言

、

汝
等
善
位
座

。

五

今

　
（

汝
）

　
　
　

　
　
　
（

問
）

　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

授
）

共
與
等
別

。

法
海

聞
言

、

此
頓
教
法
傳

受
、

從
上

已
來
至

今
幾
代

。

六

　
　
　
恵
听
本
『

六

慮

壇
經
』

の

研

究
（

續
）

（

石
井
）

　
師
は

偈
を
読
き
已

っ

て
、

門
人
を
し

て

散
ぜ
し

む
。

　
　
　
　
　
か

さ
ね

く
、

「

大
師
は

多
て

久
し

く
世
間
に

佳
ま
ら
ざ

ら
ん
」

。

衆
相
い

謂

っ

て

日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

串

（

60
）

　
師
至
先
天
二

年
八

月
三

日
、

食
後
報
言

、

汝
等
各

著
位
坐

。

今

　
　
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ネ

　
　
　
　
　
　

ネ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ネ

共
汝
別

。

時
法
海
問

言
、

此
法
從
上

至
今

、

傳
授
幾
代

。

願
和
尚
設

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一
一

七
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恵
听
本
『

六
砠

壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石

井
）

租
言

、

　
　
　
　（
授
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

°

　
　
初
傳
受

、

七

佛
、

釋
迦
牟
尼
佛

第
七
、

　
　
大
迦

葉
第
八

、

　
　
阿
難
第
九

、

　
　
（

末）
　
　

°

　
　
未
田

地

第
十

、

　
　
商
那
和
修
第
十
→

、

　
　
　
　（
掬
）

　
°

　
　
優
婆
椈
多
第
十
二

、

　
　
提
多
迦
第
十
三

、

　
　
佛
陥

難
提
第
十
四
、

　
　
佛

随
蜜
多
第
十
五
、

　
　

脇
比

丘
笛
叩

十
亠

ハ
、

　
　
富
那
奢
第
十
七
、

　
　

馬
鳴
第
十
八

、

　
　
眦

羅
長

者
第
十
九

、

　
　

龍
樹
第
二

十
、

　
　

迦
那
提
婆
第
廿
一

、

　
　

羅
喉
羅
第
廿
二

、

　
　

潜
迦
那
提
第
廿
三
、

　
　
　
　
（

耶
）

　
°

　
　

僣
迦
部
舎
第
廿
四

、

　
　

鳩
摩
羅
駄
第
廿

五
、

　
　

闍
耶
多
第”
†冖
亠

ハ
、

　
　

婆
修
盤
多
第
廿
七

、

師
日

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

　
　
初
亠

ハ

佛
、

釋
迦
〈
第
七

〉
、

　
　
迦
葉

、

　
　
阿
難

、

　
　
　

　
　
末
田

地
、

　
　
商
那
和
修

、

　
　
　
　
　

　
　
優
波
掬
多
、

　
　
　
　
　

　
　
提
多
迦

、

　
　
佛
隗
難
提

、

　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

伏
駄
蜜
多

、

　
　
　
ネ

　
　

脇
奪
者

、

　
　
　
　
　

　
　
富
那
夜
奢

、

　
　
　
　

　
　

馬
鳥

、

　
　
兆

日

　
　

眦
羅
尊
者

、

　
　
　
　

　
　

龍
樹、

　
　

迦
那
提
多

、

　
　

羅
脈
羅
多

、

　
　
　
　
　
　

　
　

僣

伽
那
提

、

　
　
　
　
　

　

　
　

僣

伽
耶
舎

、

　
　
　

　
　

鳩
麾
羅
駄

、

　
　
　
　
　

　
　

闍
耶
多

、

　
　
ホ

　
　

婆
修
槃
頭

、

一

八
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摩
拏
羅
第
廿
八

、

　
　

鶴
勒
那
第
廿
九

、

　
　

師
子
比
丘

第
卅

、

　
　

舍
那
婆
斯
第
卅
一
、

　
　

優
婆
堀
第
卅
二

、

　
　
（

須

婆
蜜
多）
　
°

　
　

僭
迦
羅
　
第
三

十
三

、

　
　
（

信

迦

羅

叉
）

°

　
　

須
婆
蜜
多
第
三

十
四

、

　
　

　

　
（

竺
）

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

°

　
　

南
天

竹
國
王

子

第
三

子
菩
提
逹
摩
第
三

十
五

、

　
　

唐
國
僣
惠
可
第
三

十
六
、

　
　

（

瑛）
・

　
　

僣

擦
第
三

十
七

、

　
　

道
信
第
三

十
八

、

　
　

弘

忽
第
三

十
九

、

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
°
（
四

十
）

　
　

惠
能
自
身
當
今
受
法
第
十
四

。

　
　

　

　

　

　

　

　
（

遶
）

　

　
（
授
）

大
師
言

、

今
日

已
後
迎

相

傳
受
、

須
有
依
約

。

莫
失
宗
旨

。

＊

三

凵
二
（

金
）

（

大
）

。

＊

今
n
ナ

シ
（

興
）

（

寛
）

。

＊

別
冂
相
別
（

興
）

（

寛
）

。

（

大
）

。

＊

第
11
弟
（

大
）

。

＊

末
田
地

“
ナ

シ
（

金
）

（

大
）

。

＊

掬
11
麹
（

興
）

（

寛
）

。

”
比
丘
（

興
）

（

寛
）

。

＊

夜
凵
ナ

シ

（

興

×

寛
）

。

＊

鳴
11
鳥
（

底
）

11
鳴
大
士
（

興
）

（

寛
）

。

11
迦
（

金
）

（

大
）

。

＊

耶
舎
11
那
含
（

底
）

。

＊

鳩
11
九
（

底
）

。

＊

闍
”
奢
（

金
）

（

大
）

。

斯
（

金
）

11
婆
舎
斯
多
（

興
）

（

寛
）

（

大
）

。

＊

優
波
掘
多

婆
須
蜜
多
僭
迦
羅
叉

11
不

如
密
多
般
若
多
羅
（

大
）

。

唐
11
隋
朝
（

興
×
寛
）

。

＊

唐
11
唐
朝
（

興
）
（

寛
）

。

＊

唐
1ー
ナ

シ

（

興
）
（

寛
）

。

11
通
（

金
）

。

＊

授
11
付
（

興
）

（

寛
）

。

＊

依
11
衣
（

底
）

（

金
X
大
）

。

六

租
、

後
に

八

月
三

日
に

至
り
、

食
後
に

、

大
師
言
く
、

「

汝
等、

位
に

　一
　
　

師
は

先
天
二

年
八

月
三

日
に

至
り
、

　
恵
听
本
『

六

組
壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石

井
）

　

　

　

摩

拏
羅

、

　

　

　

鶴

勒
那

、

　

　

　

師
子

比
丘

、

　

　

　

　

　

　

　

舍
那
婆
斯

、

　

　

　

　

　

　

　

優
波
掘
多

、

　

　

　

　

　

ホ

　

　

　

婆
須
蜜
多

、

　

　

　

僭
迦
羅
叉

、

　

　

　

ネ

　

　

　

菩
提
達
磨

、

　

　

　

北
齊
惠
可

、

　

　

　

　

　

　

　

唐
僣
燦

、

　

　

　

ネ

　

　

　

唐
道
信

、

　

　

　

ホ

　

　

　

唐
弘
怨

、

　

　

　

　

　

　

　

吾
今
惠
能

。

　

　

　

　

ぷ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
ホ

　

師
日

、

吾
今
付
法
於
汝

。

汝

等
於
後
遞
相
傳
授

、

須
有
禀
承

依
約

。

莫

　

失
宗
旨

。

＊

言
11
日
（

金
）

（

大
）

11
云
（

寛
）

。

＊

從
11
徒
（

金
）

。

＊

授

冂

ナ

シ

（

底
）

11
受
（

金
）

　

　
＊

迦
11
迦
彌
遮
迦
奪
者

波
須
密
多
（

大
）

。

＊

伏
駄
11
佛
随
（

興
）

（

寛
）

。

＊

奪
者

　

　

　

＊

眦

囗
迦
眦
（

大
）

。

＊

樹
11
樹
大
士
（

興
）

（

寛
）

。

＊

堤
11
多
（

底
）

。

＊

伽

　

　

＊

耶
H
那
（

底
）

11
夜
（

興
）

（

寛
）

。

＊

婆
口
波
（

底
）

。

＊

舍
那
婆
斯

11
奢
那
婆

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＊

蜜
11
密
（

金
）

。

＊

菩
ほ
く
後
魏
V
菩
（

興
）

（

寛
）

。

＊

＊

吾
今
ロ
ナ

シ
（

興
）

（

寛
）

。

＊

吾
今
付
法
於
汝
稲
衆
人
今
當
受
法
（

興
）

（

寛
）

。

＊

遞

食
後
に

報
じ
て

言
く

、

　

　

こ
九

「

汝
等

、

各
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恵
听
本
『

六

祗

壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石
井
）

著
い

て

坐
せ

よ
。

吾
れ

今
、

汝
等
と

別
れ
ん
L

。

法
海

、

閙

う
て

言
く

、

「

此

の

頓
教
の

法
の

傳
授
は

、

從
上

已

來
、

今
に

至
り
て

幾
代
ぞ
」

。

六

祗

言
く

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

や

か
　
む

　
に

　
ざ
つ

　

　

　

　
　
だ

い

か

し
よ
ら

　

　

　

　
　
あ

　

な

ん

「

初
め

に

七

佛
よ

り

傳
授

し
て
、

釋

迦
牟
尼
佛
第
七

、

大
迦
葉
第
八
、

阿
難

　
　
　
ま

　
で

ん

じ

　

　

　

　

　

し

よ

う
な

わ

　
し

ゆ

　

　

　

　

　

　

う

ば

　
き
く
た

　

　

　

　

　

　

　

　

だ
い

た

　
か

第
九

、

宋
田

地

第
十、

商
那
和
修
第
十
一
、

優
婆
掬
多

第

十
二
、

提
多
迦

　
　
　
　
ぶ

つ

だ

な
ん

だ

い

　

　
　

　
　

　
ぶ
つ

だ

う

つ

た

　
　

　
　

　
　

き
よ

う
び

く
　

　
　

　

　
　
　
み

な

第
十
三
、

佛

随
難
提
第
十
四

、

佛
陥

蜜
多
第
十
五
、

脇
比
丘

第
十
六
、

富
那

し
ぞ

　

　

　

　

　

　

め

み

よ
う

　

　

　

　

　

　

び

　
ら
　

ち

よ

り
じ
ぞ

　

　

　

　

　
ワ

ゆ
り
じ
ゆ

　

　

　

　

　

　

か

　
な
　

だ
い

ぱ

奢
第
十
七

、

馬
鳴
第
十
八

、

眦
羅

長
者
第
十

九
、

龍
樹
第
二

十
、

迦
那

提
婆

　
　
　
　
ら

　
こ

　
ら

　
　

　
　

　
　
　

　
そ

う
ぎ
や
な

　
だ
い

　

　
　

　
　

　
　

そ
う
ぎ
ゃ

や

　
し

や

　
　

　
　

　
　
　

く
　
ま

第
廿
一
、

羅
服

羅
第
廿
二
、

僭
迦
那
提
第
廿
三

、

信
迦
耶
舎
第
十

四、

鳩
摩

ら

　
だ
　

　

　

　

　

　
　

じ

や
や

　
た
　

　

　

　

　

　
　

ば
　

ナ

　
ば
ん
た

　

　
　

　

　

　

　

ま

　
ぬ

　

ら

　

　

　

　
　

　

　

か

く

羅
駄
第
廿
五

、

闍
耶
多
第
廿
六

、

婆
修
盤
多
第
十

七、

摩
拏
羅
第
廿
八
、

鶴

ろ

く

な

　

　

　

　

し

し

び

く

　

　

　

し

や

な

ぱ

し

　

　

　

う

ば

く
つ

　

　

　

し

ゆ

勒
那
第
廿
九

、

師

子
比
丘

第
卅

、

舍
那
婆
斯
第
卅
一
、

優
婆
堀
第
卅
二
、

須

ば

　
み

つ

た

　

　

　
　

　

　

　

　

　

モ
う

ぎ
ぐ

ら
　

し

や

婆
蜜
多
第
三

十
三

、

層
迦

羅
叉

第
三

十
四

、

南
天
竺
國

王
子

第
三

子
菩
提

逹

摩
第
三

十
充

、

唐
國
曾

惠
可

第
三

十
六
、

僭
環
第
三

十
七

、

道
信
第
三

十
八

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い

　

ま

弘
怨

第
三

十
九

、

惠
能
自
身
當
今
受

法
し
て

第
四

十
な
り
」

。

大
師

言

く、

　
　
　
　
　
の

　
ち

　
　
　

た

が

　
い

「

今
日

よ
り
巳

後
、

遞
相
に

傳
授
し

て
、

須
ら
く
依

約
有
る

べ

し
。

宗
旨
を

失
う
こ

と

莫
れ
」

。

一

二

〇

々

位
に

署
い

て

坐
せ

よ
。

今、

汝
と

別
れ
ん
」

。

時
に

法
海
問
う
て

言
く

、

　
　
　
　
む

か

し

此
の

法
は

上
よ

り

今
に

至
る

ま
で
、

傳
授
せ

る

こ

と
幾
代
ぞ

。

願
わ

く
は

和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し

よ

う

　
　
あ

尚、

説
き
た
ま

え
」

。

師
曰

く、

「

初
め

六

佛、

釋
迦
く
第
七

V、

迦
葉、

阿

な

ん

　

ま

　
で

ん

じ

　

　

し

よ

き
な

わ

　
し

ゆ

　

う

　

ば

　
ぽ
く
た

　

　

だ

い

た

　
か

　

　
ぶ

つ
ぜ
　
な
ん

だ
い

　

ふ

　
だ

　
み

つ

た

難、

末
田

地、

商

那
和
修、

優
波
掬

多、

提
多
迦

、

佛
陥
難
提、

伏
駄
蜜
多、

き
よ

う

　

　

　

　
あ

　
な
　
ぐ

　
し
や

　

め

へ

よ

う

　

び

　
ら

　

　

　
　

　
り
ゆ
り

じ
ゆ

　

か

　
な
　
だ
い

た
　

　
ら

　
こ

　
ら

　
た

脇
奪
者、

富
那

夜
奢

、

馬
鳴

、

眦
羅
奪
者、

龍
樹

、

迦
那
提
多、

羅
服

羅
多、

そ

き
ぞ

な

　
だ

い

　

そ
う
ぎ
や

や

　
し

や

　

く
　

ま

　
ら

　
だ

　

　

じ
や
や
　
た

　

　

ば
　

ナ
　

ぱ
ん

ず

　

　

ナ

　
ぬ

　
ら

　
　

か

く

僭
伽
那
提

、

偲

伽
耶
舍

、

鳩
摩
羅
駄、

闍
耶
多

、

婆
修
槃
頭、

摩

拏
羅

、

鶴

ろ
く
な

　

し

し

び

く

　

し

ぐ

な

ぱ

し

　

う

ば

く
つ

た

　

ば

し

ゆ
み

つ

た

　

そ
う

ぎ
や
ら

し
や

勒
那

、

師
子
比
丘
、

舍
那
婆
斯

、

優
波
掘
多

、

婆
須
蜜
多

、

僭
迦
羅
叉

、

菩

提
達
磨

、

北
齊
惠
可

、

唐
僣

燦、

唐
道
信、

唐
弘
忍
、

吾
れ
今

、

惠

能

な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
が

い

り
」

。

師
臼

く
、

「

吾
れ

今
、

汝
ら
に

付
法
す

。

汝
等
は

後
に

遞
相
に

傳
授
し

、

須
ら
く

稟
承
依
約
有
る
べ

し
。

宗
旨
を

失
う
こ

と

莫
れ
」

。
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八
三

　

見
眞

佛
解
脱
の

頌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

令）
　
・

（

54
）

　
法
海
又
白

、

大
師

今
去

、

留
付
何
法

、

今
後
代
人

、

如
何
見
佛

。

六
詛
言、

汝

聽
、

後
代
迷
人

、

但
識
衆
生

、

即
能
見
佛

。

若
不

識
衆
生

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

吾
）

覓
佛
萬

劫
、

不

得
見
也

。

五

今
教
汝
識
衆
生

見
佛

、

更
留

見

眞

佛

解

脆
頌

。

迷
即
不

見
佛

、

悟
者
師

見
。

法
海
願
聞、

代
代
流
傳

、

世
世
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

與
汝
）

　
　

　

　
　
・

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

（

自
）

絶
。

六

祀
言
、

汝
聽

、

吾
汝

與
説

。

後
代
世
人
、

若
欲
覓
佛

、

但
識
佛

心
衆
生、

郎
能

識
佛

。

　
　
　
（

佛）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

衍

字
）

　
　

即
像
有
衆
（

生
）

、

離
衆
生
無
佛
心

。

　
　

迷
即
佛
衆
生

、

悟
郎
衆
生
佛

。

　
　
　
　
　

　

（

61
）

　
法

海
白
言

、

和
筒

、

留
何
教
法

、

令
後
代
迷

人
、

得
見
自
性

。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

師

言
、

汝

聽
、

後
代
迷
人

、

若
識
衆
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愚
癡
佛
衆
生

、

　
（

險
）

心
劔

佛

衆
生、

　
　
　
　
（
險
）

一

生
心

若
劔
、

　
　
（

心
）

一

念
吾
若
夲、

我
心

自
有
佛、

自
若
無
佛
心
、

＊

白
n
日
（

底
）

。

＊

性
11
心
（

興
）

（

寛
）

。

莫
狐
疑
外
無
一

切
物
而

能
建
立
皆
是
本
心

生
萬
種
法
故

經
云
心

生
種
種
法
生
心

滅
種
種
法
滅
（

興
）

（

寛
）

。

智
惠
衆
生
佛

。

李
等
衆
生

佛
。

佛
在
衆
生
中

。

印
衆
生
自
佛

。

自
佛
是

眞
佛

。

向
何
處
求
佛

。

＊

汝

聽
11
汝
等
聽

之
（

興
）
（

寛
）

。

　
　
＊

險
11
儉
（

金
）
（

大
）

。
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恵
听
本
『

六

租
壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石
井
）

　
　
　
我
が

心
に

自
ら
佛

有
り、

自
佛
是
れ
眞
佛
な

り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

い

　
　
　
自
ら
若
し

佛
心

無
く
ん

ば
、

何
れ
の

處
に

向
て

か

佛
を
求
め

ん
。

　
　
　
　
　
八

四

　
自
性
眞

佛
解
蛻
の

頌

（

55
）

汰

師
言

．、

汝

等

鰻
好

譜
語

留
頌

、

名
自
性

眞

雛
脱

頌
。

後
代
迷
（

人
）

、

門
此
頌
意

意

帥
見
自
心
自
性
眞
佛

。

與
汝
此

頌
、

吾
共
汝

別
。

頌
日

、

　
　
眞
如
淨
性
是
眞

儂

邪
見
三

毒
是

眞

驪

　
　
　
　
　
　
・
　
　
　

　
　

　
　
（

之
）

　
　
邪
見
之
人
魔
在
舍

、

正

見
知
人
佛
則
過

。

　
　
　
（

中）
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
°

　
　
性
衆
邪
見
三

毒
生

、

帥
是
魔
王

來
佳
舍

。

　
　
　
　
　
（

除
）

　

　
（

』
）

　
°

　
　
正

見
忽
則
三

毒
生

、

魔
變
成
佛
眞
無
假

。

　
　
　
　
　
　
　
（

法
）

　
　
化
身
報
身
及

淨
身、

三

身
元
本

是
一

身
。

　
　
若

向
身
中
覓
自
見

、

即
是
（

成
）

佛

菩
提
因

。

　
　
　
　（
化
）

　

　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

°

　
　
本
從
花
身
生
淨
性、

淨
生
常
在
化
身
中

。

　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

圓）

　
　

性
使
化
身
行
正
道、

當

來
員
滿
眞
無

窮
。

　
　

婬
性
本
身
清
淨
因

、

除
婬
即
無
淨
性
身

。

　
　
　
　
　
　
　
（

五
）

　
　
　

　
　
　

°

　
　

性
中
但
自
離
吾
欲

、

見
性
刹
那
印
是
眞

。

　
　
　
　
　
（

悟
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

世
）

　

今
生
若
吾
頓
教
門

、

悟
即
眼
前
見
性

奪
。

　

若
欲
修

行
云

覓
佛
、

不

知
何
處
欲
求

眞
。

　

若
能
身
中
自
有
眞

、

有
眞
即
是
成
佛
因

。

　

自
不
求

眞
外
覓
佛

、

去
覓
總
是
大
癡
人

。

　

頓
教
法
者
是
西

流
、

求
度
世
人
須
自
修

。

一

二

二

（

26
）

　
吾
今
留
一

偈
、

與
汝
等
別

、

名
自
性
眞
佛
偈

。

後
代

迷
人
、

識

　
　
　
　
　
ネ

　
　
　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

此
偈
意、

自
正

本
心

、

自
成
佛
道

。

偈
日
、

　
　
　

　
　
眞
如
性
淨
是

眞
佛

、

邪
見
三

毒
是
魔
王

。

　
　
邪
迷
之
時
魔
在
舍、

正

見
之
時
佛
在
堂

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
性

中
邪
見
三

毒
生
、

即
是
魔
王

來
佳
舍

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ

　
　
正

見
自
除
三

毒
心
、

魔
變
成
佛

眞
無
假

。

　
　
法
身
報
身
及

化
身
、

三

身
本
來
是
一

身
。

　
　

若
向
性
中
能
自
見

、

即
是
成
佛
菩
提
因

。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

本
從
化
身
生
淨
性、

淨
性
常
在
化
身
中

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ

　
　

性

使
化
身
行
正

道
、

當
來
性

智
更
無
窮

。

　
　

婬
性
本

是
淨
性

因
、

除
婬
即
無
淨
性
身

。

　
　

性
中
各
自

離
五

欲
、

見
性
刹
那
即

是
眞

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ

　

今
生
若
悟
頓
法
門、

忽
見
自
性
現
世
尊

。

　
　
　
ホ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

　

汝
等
修
行
覓
作
佛

、

自
性
自
見
正

中
眞

。

　
　
　
　
　
　
ホ

　

若
能
心

中
自
見
眞、

有
眞
即
是
成
佛
因

。

　

不

見
自
性

外
覓
佛

、

起
心

總
是
大
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（

報
）

　

　
　
　

　

　
　
　

（

依
）

今
保
世
聞

學
道
者

、

不

於
此
是
大
悠
悠

。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

報
汝
當

來
學
道
者

、

不

作
此

見
大
悠
悠

。

＊

正
11
見
（

興
）

（

寛
）

。

＊

自
成
佛
道
偈
日

n
成
佛
（

金
）

（

大
）

。

＊

眞
11
「

眞
」

以
下
一

帖
缺
ク
（

大
）

。

＊

來
1ー
表
（

底
）

。

＊

魔
11
磨
（

底
）

。

＊

本
從

h
從
本
（

底
）

（

金
）

。

＊

淨
11
即
（

底
）

。

＊

性
智
更
”
圓

滿
眞
（

興
×
寛
）

。

＊

更
11
便
（

金
）

。

＊

見
旨
悟
（

興

×

寛
）

。

＊

現
旨
見
（

興
）

（

寛
）

。

＊

等
11
若
（

興
×

寛
）

。

＊

自
性
自

見
正

中
眞
冂
不
知
何
處
擬
求
眞
（

興
）

（

寛
）

。

＊

自
見
11
見
自
（

底
）

。

　
大
師
言
く

、

「

汝
等
門
人

、

好
く

佳
せ
よ

。

吾
れ
一

頌
を
留
め

ん
、

『

自
性

眞
佛
解
脱
頌
』

と
名
つ

く
。

後
代
の

迷

人
、

此
の

頌
の

意
を
聞
か

ば
、

即
ち

自

心

自
性
の

眞
佛
を

見
ん

。

汝
に

此
の

頌
を

與
え
て
、

吾
れ
汝
と

別
れ
ん
」

。

頌
に

曰

く
、

　
　
眞
如
の

淨
性
は

是
れ

眞
佛、

邪

見
の

三

毒
は

是、
れ

眞
魔
な
り
。

　
　
邪
見
の

人
は

、

魔、

舍
に

在
り
、

正
見
の

人
は

、

佛
則
ち

過
ぐ
。

　
　
性
中
邪
見
な
れ
ば

三

毒
生
じ

、

師
ち

是
れ

魔
王

來
っ

て

舍
に

住
す

。

　
　
正
見
な

れ
ば
忽
ち

三

毒
の

心
を

除
き

、

魔
は

變
じ

て

佛
と

成
り

て
、

眞

　
　
に

し
て

假

無
し

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　　
と

　
　
化
身
と

報
身
及
び

法
身
と

、

三

身
は

元
本
よ

り

是
れ
一

身
な

り
。

　
　
若
し

身
中
に

向
か
っ

て

覓
め

て

自
ら

見
れ
ば

、

即
ち

是
れ

成
佛
菩
提
の

　
　
因
な

り
。

　
　
本
よ
り

化
身
に

從
っ

て

淨
性
を

生
ず

、

淨

性
は

常
に

化
身

の

中

に

在

　
　
り

。

　
　
性
は

化
身
を
し

て

正

道
を

行
ぜ

し

め
、

當
來
に

圓

滿
に

し

て

眞
に

窮
ま

　
　
り

無
し

。

　
　
婬

性
の

本
身、

清

淨
の

因
に

し

て
、

婬
を

除
け
ば

、

即
ち

淨
性
の

身
無

　
　
し
。

　
　
　
　
も

　
　
性
中
但
し

自
ら
五

欲
を

離
れ
ば

、

見
性
し

て

刹
那
に

即
ち

是
れ
眞
な
り
。

　
　
今
生
に

若
し

頓
教
の

門
を
悟
ら
ば
、

悟
る
と

き
帥
ち

眼
前
に

世

奪
を

見

　
　
ん

。

　

恵
听
本
『

六

砠
壇
經
』

の

研
究
（

績
）

（

石
井
）

　
「

吾
れ

今、

一

偈
を

留
め

て
、

汝
等
と

別
れ
ん
、

『

自
性
眞
佛
偈
』

と

名

つ

く
。

後
代
の

迷

人、

此
の

偈
の

意
を

識
ら
ば
、

自
ら

本
心
を

正
し
、

自
ら

佛
道
を

成
ぜ

ん
」

。

偈
に

曰

く
、

眞
如
の

性

淨
は

是
れ

眞
佛

、

邪
見
の

三

毒
は

是
れ
魔
王
な

り
。

邪
迷
の

時
、

魔
は

舍
に

在
り
、

正
見
の

時、

佛
は

堂
に

在
り
。

性
中
邪
見
な
れ
ば

三

毒
生
じ

、

帥
ち

是
れ
魔
王
來
っ

て

舍
に

住
す

。

正

見
な
れ
ば

自
ず
か

ら
三

毒
の

心
を

除
き、

魔
は

變
じ
て

佛
と

成
り
て

　
　
　
　
け

眞
に

し
て

假
無
し
。

法
身
と

報
身
及
び

化
身
と、

三

身
は

本
來
是
れ
一

身
な
り
。

若
し

性
中
に

向
か

っ

て

能
く

自
ら

見
れ
ば

、

即
ち
是

れ
成

佛
菩
提
の

因

な
り
。

も
と本

よ

り

化
身
に

從
っ

て

淨
性
を
生

ず、

淨

性
は

常
に

化
身

の

中

に

在

り
。

性
は

化
身
を
し

て

正

道
を

行
ぜ

し
め
、

當
來
に

性

智
に

し
て

更
に

窮
ま

り

無
し

。

婬
性
は

本
よ

り

是
れ

淨
性
の

因
に

し

て
、

婬
を

除
け
ぽ

、

即
ち

浄
性
の

身
無
し

。

性
中
各
自
に

五

欲
を

離
れ
ば

、

見
性
し

て

刹
那
に

即
ち

是
れ
眞
な

り
。

今
生
に

若
し

頓
法
の

門
を

悟
ら
ば

、

忽
ち

自
性

を
見
て

世

奪
を

現
わ
さ

ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

二

三

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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恵
听
本
『

六

砠

壇
經
』

の

研

究
（

績
）

（

石
井
）

　

　
　
　
　
　

　
　
　
こ

こ

　

　
　

若
し
修

行
し

て

云

に

佛
を
覓
め

ん
と

欲
せ

ば
、

知
ら

ず、

何
れ
の

處
に

　

　
　
か

眞
を

求
め

ん

と
欲

す
る

。

　

　
　

若
し
能
く

身
中
に

自
ら

眞
有
れ

ば
、

眞
有
る

こ

と

即
ち

成
佛

の

因

な

　

　
　
り
。

　

　
　

自
ら

眞
を

求
め

ず
し

て

外
に

佛
を

覓
む
れ

ば、

覓
め

去
る

こ

と

總
に

是

　

　
　
れ

大
癡
人
な
り
。

　

　
　

頓
教
の

法
は
、

是
れ

西
に

流
る
、

世
人
を

度
せ
ん

と

求
む
れ
ぽ
、

須
ら

　

　
　

く
自
ら

修
す
べ

し
。

　

　
　

今、

世

間
の

學
道

者
に

報
ず

、

此
に

依
ら

ざ
る
は

是
れ
大
い

に

悠
悠
た

　

　
　

り
。

　

　
　
　
　

八

五

　
遣
試
と

入

滅

（

56
）

　
大
師
説
偈
巳

了
。

途
告

門
人
日

、

汝
等
好

佳
。

今
共
汝
別

。

吾

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

（

問
）

去
已

後
、

莫
作
世
情
悲
泣

。

而

受
人
弔

門
銭
畠

、

著
孝

衣
、

帥

非

聖

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
（

靜
）

法、

非

我
弟
子

。

如
吾
在
日
一

種
、

一

時
端
坐

。

但
無
動
無
淨

、

無
生

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（

坦
）

　
　
（

靜
）

無

滅
、

無
去
無
來、

無
是
無
非、

無
佳
（

無
往
）

、

但
然
寂
淨

、

即
是

　

　
　
　
　
　

　
　
　
（

依
）

　
　
　

　

（

如
）

大
道

。

吾
去
已

後、

但
衣
法
修
行

、

共
吾
在
日
一

種
。

吾
若
在
世

、

汝

遑
教
法

、

吾
佳
無
盆

。

大
師
云

此
語
已

、

夜
至
三

更、

奄
然
邏
化

。

大

師
春
秋
七
十
有
亠

ハ

。

　

　
＊

受
冂
時
受
（

金
）

。

＊

弔
1ー
吊
（

興
）

。

＊

無
巨

「

無
」

マ

デ

缺
ク
（

大
）

。

　

　
　
　
　
　

　
　

お

　
わ

　

　

大
師

、

偈

を
説
き
巳

了
る

。

途
に

門
人
に

告
げ
て

曰

く
、

「

汝
等

、

好
く

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
の

　

ち

　

佳
せ
よ

。

今
、

汝
と

別
れ
ん

。

吾
れ

去
き
て
巳

後
、

世
情
の

悲
泣
を

作
す
こ

　

　
　
　
　
　

　
ち

よ

り
も
ん

せ

ん
ば

く

　
　
　
　
　
　
　
　

こ

う
え

　

と

莫
れ

。

人
の

弔

問
錢
帛

を
受
け、

孝
衣
を

著
く
る

は
、

即
ち
聖

法
に

非

　

ず
、

我
が

弟
子
に

非
ず

。

吾
が

在
日
の

如
く
に
一

種
に

し

て
、

一

時
に

端
坐

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
一

二

四

汝
等
修

行
し
て

作
佛
を
覓
め

ぽ
、

自
性
に

自
ら

正

中
の

眞
を

見
る

。

若
し

能
く

心

中
に

自
ら

眞
を

見
れ
ぽ

、

眞
有
る
こ

と

即
ち

是
れ

成
佛
の

因
な

り
。

自
性
を

見
ず
し

て

外
に

佛
を

覓
め
、

心
を

起
す
は

總
に

是
れ

大
癡
人

な

り
。

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
ぐ
　

ど

頓
教
の

法
門

、

今
、

已
に

留
む

、

世
人
を

救
度
し

て

須
ら

く

自
ら

修
す

べ

し
。

汝
ら

當
來
の

學
道
の

者
に

報
ず、

此
の

見
を

作
さ
ず
ん

ぽ

大
い

に

悠
悠

た

り
。

　
　
（

63
）

　
師
説

偈
了

、

報
言、

今
共
汝
別

。

吾
滅
度
後

、

莫
作
世
情

、

悲

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　

　
　

泣
雨

涙
。

受
人
弔
問

、

身
著
孝
服、

非
吾
弟
子

、

亦
非
正

法
。

但
如
吾

　
　

在
日

、

一

時
毳
坐

。

無

動
無

靜
、

無
生
無
滅

、

無
去
無

來
、

無
是
無

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
ポ

　
　

非
、

無
佳

無
往

、

無
名
無
字

。

恐
汝
心

迷
不

會
吾
意

、

吾
今
再
囑
汝、

　
　

令
汝
見
性

。

吾
滅
度
後

、

依
此
修
行

、

如
吾
在
日
。

汝
等
逋
法

、

縱
吾

　
　

在
世

、

終
無

有
盆

。

大
師

言

訖
、

夜
至
三

更、

奄
然
遷
化

。

大
師
春
秋

　
　
　

　

　

　
　

七

十
有
六

。

＊

汝
冂
ナ

シ

（

底
×
金
）

（

大
）

。

＊

有
冂
ナ

シ
（

金
）

。

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
お

わ

　
　
　

　

師
は

偈
を

説
き
了
っ

て
、

報
じ

て

言
く

、

「

今、

汝
と

別
れ
ん

。

吾
が

滅

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
な

　
　
　

度
の

後
、

世
情
を
作
し

て

悲
泣
雨
涙
す
る
こ

と

莫
れ

。

人
の

弔
問
を

受
け

、

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

た

　
　
　

身
に

孝
服

を
著
く
る

は
、

吾
が

弟
子
に

非
ず

、

亦
た

正
法
に

も

非
ず

。

但
だ

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

ご

と
ご

と

　
　
　

吾
が
在
日
の

如
く

、

一

時
に

盡

く
坐
せ

。

動
無
く

靜
無
く

、

生
無
く

滅
無
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も

せ

よ
。

但
し

動
無
く
靜
無
く

、

生

無
く
滅
無
く

、

去
無
く

來
無
く

、

是
無
く

非
無
く

、

佳

無
く
往
無
く

、

坦
然

寂
靜
た
ら
ば
、

即
ち

是
れ

大
道
な
り
。

吾

　
　
　
　
　
　

も

れ

去
き
て

已

後
、

但
し

法
に

依
っ

て

修
行
せ

ば、

吾
が

在
日

と
一

種
な
る

が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

が

如
し
。

吾
れ

若
し

世
に

在
る

と
も

、

汝、

教
法
に

蓮
わ
ば

、

吾
れ

住

す
る

こ

と

盆
無
し
L

。

大
師
は

此
の

語
を
云

い

已

り、

夜
三

更
に

至
っ

て
、

奄
然
と

し
て

遷
化
す

。

大
師、

春
秋
は
七

十
有
六

。

　
　
　
　
　

八

六

　
滅
後
の

奇
瑞

な
ど

　
　
　
　
　
　
　

（

之
）

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（

崩
）

（

57
）

　
大
師

滅
度
諸
日

、

寺
内

異
香
氤
氤、

經
數
日

不
散

。

山
用

地

動
、

林
木
變
白

、

日

月
無
光

、

風

雲
失
色

。

八

月
三

日

滅
度

。

至
十
一

月
、

迎

和
筒

神
座

、

於
曹
溪
山

葬
、

在
龍
龕
之
内

、

白
光
出
現、

直
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

史
）

（

擦
）

衝
天

、

二

日

始
散

。

韶
州
刺
使
韋
處
立

碑
、

至
今
供
養

。

　
　
ニ

　

　
　
　

ら
い

　
　
　
　
　
ぜ
　
　
　
　

ひ

く、

去
無
く

來
無
く

、

是
無
く
非
無

く
、

住
無
く

往
無
く

、

名

無
く

字
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え

し
。

汝
が

心
迷
い

て

吾
が

意
を

會
せ

ざ
ら
ん

こ

と

を
恐
れ
て
、

吾
れ

今
、

再

び

汝
に

嘱
し

て
、

汝
を
し

て

見
性
せ

し

む
。

吾
が

滅
度
の

後
は
、

此

れ
に

依

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

と

っ

て

修
行
せ

ば
、

吾
が

在
日
の

如
く

な
ら
ん

。

汝

等
法
に

遑
わ
ぽ

、

縱
い

吾

　
　
　
　
　
　
　

つ
い

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

お

わ

れ
世
に

在
る
と

も
、

終
に

盆

有
る
こ

と

無
し
L

。

大
師
は

言
い

訖
っ

て
、

夜

　
　
　
　
　
　

え
ん

ぜ
ん

　
　
　
　
　

せ
ん

げ

三

更
に

至
っ

て
、

奄
然
と

し

て

遷
化
す

。

大
師

、

春
秋
は

七
十
有
六

。

＊

香

11
香
氣
（

金
）

。

＊

得
山

崩
1ー
ナ

シ
（

興
×
寛
）

。

＊

林
11
草
（

底
）

。

曇

木
1ー
ナ

シ

（

興
）

（

寛
）

。

悲
（

金
×
大
）

。

＊

述
11

「

述
」

ノ

下
二

割

注
ア

リ
（

興
×
寛
）

。

（

補
8

）

。

＊

養
凵

「

養
」

　
大
師
滅
度
の

日
、

寺
内
に

異
香
氤
颪

と
し
て

、

數
日

を
縄
る

も

散
ぜ
ず

。

山
は

崩
れ

地
は

動
き

、

林
木
は

變
白
し
、

日

月
は

光
無
く

、

風
雲
は

色

を
失

う
。

八

月
三

日
、

滅
度
す

。

十
一

月
に

至
り
て
、

和
尚
の

紳

座
を

曹
溪
山
に

　
　
　
　
　
　
　
ワ
ゆ
う

が
ん

迎
え
て

葬
る

に
、

龍
龕
の

内
に

在
り
て
、

白

光
出
現
し
、

直
上
し

て

天
を
衝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
き
よ

き、

二

日
に

し
て

始
め

て

散
ず

。

韶

州
刺
史
韋
據、

碑
を
立
て

、

今
に

至
っ

て

供
養
す

。

恵
听
本
『

六

祗
壇
經
』

の

研
究
（

績
）

（

石

井
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
ホ

（

64
）

　
師
遷
化
日

、

寺
内

異
香
氛
氤、

經
于
七

日
。

感
得
山
崩
地

動
、

ホ
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
木
變
白、

日

月
無
光、

天
地
失
色
、

羣

鹿
鳴
叫、

至

夜
不

絶
。

先
天

二

年
八

月
三

日
、

夜
三

更
時

、

於
新
州
國
恩
寺
圓
寂

。

餘
在
功
徳
塔
記

　

ネ

具

述
。

至

十
一

月
、

韶
・

廣
二

州

門
人
、

迎
師
紳
座

、

向
曹
溪
山
葬

。

忽
於
龕
内

、

白
光
出

現
、

直
上

衝
天

、

三

日

始

散
。

韶
州
奏
聞、

奉
勅

　
　
　

　

立

碑
供
養

。

　
　
　
　
　
　
＊

月
1ー
ナ

シ

（

興
）

（

寛
）

。

＊

天
地

11
風

雲
（

興
）

（

寛
）

。

＊

叫

目

　
　
　

ノ

下
二

追
記
ア

リ
（

興
）

（

寛
）

（

補
9

）

。

　
　
　
　
せ

ん
げ

　
　

師
の

遷
化
の

日
、

寺
内
に

異
香
氛
氛
と

し
て
、

七
日

を

經
た

り
。

山
は

崩

　

れ
地
は

動

き、

林
木
は

變

白
し

、

日

月
は

光
無

く、

天
地
は

色
を

失
い

、

羣

　

鹿
は

鳴
叫
し
、

夜
に

至
る

も
絶
え
ざ

る
を

感
得
す

。

先

天
二

年
八

月
三

日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　

夜
の

三

更
の

時
に

、

新
州

國
恩
寺
に

於
て

圓

寂
す

。

餘
は

功
徳
塔
の

記
に

在

　
　
　
つ

ぶ

さ

　

い

て

具
に

述
ぶ

。

十
一

月
に

至

り
、

韶
・

廣
二

州
の

門
人

、

師
の

神
座

を
曹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

ん

　

溪
山
に

迎

え
て

葬
る

。

忽
ち

龕
内
に

於
て

白

光
出
現
し

、

直
上
し

て

天
を

衝

　

き
、

三

日
に

し
て

始
め

て

散
ず

。

韶

州
は

奏
聞
し
て

、

勅
を
奉
じ
て

碑
を
立

　

て

て

供
養
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一

二

五
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（

得
）

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（

令
×
知
）

（

密
）

徳
者

、

不

得

妄
付
壇
經

。

告
諸
同
道
者

、

今

諸

蜜
意

。

　
　
　
　

　
　
も
と

　
　

和
尚
は
、

木
是
れ

紹
州
曲
江
縣
の

人

な
り
。

如
來
は

涅
槃
に

入

り

た

ま

　
い
、

法
教
は

東
土
に

流
る

。

共
に

無
佳
を

傳
え
て

、

即
ち

我
が

心
、

無
佳
な

　

り
。

此
れ

眞
の

菩
薩

、

眞
を

説
き

、

實
を

示
し
、

喩
を

行
ず

。

唯
だ

大
智
の

　
　
　
　

　
　
　
　
し

　
え

　

人
に

教
う
る

、

是
れ

指
依
な

り
。

凡
そ

修
行
を

誓
修
し

、

難
に

遇
う

も
退
か

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
ぽ

じ

　

ず、

苦
に

遇

う
も
能
く
忽
び

、

幅
徳
深
厚

な
る

を

度
し
て
、

方
め

て

此
の

法

　
　
　
　

　
も

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
さ

い

ウ
よ

ケ

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

も

　
と

　

を

授
く
。

如
し

根
性
堪
え

ず、

材
量
得
ず
ん

ば、

此
の

法
を
須
求
め

ん

も、

　

潼
立

す
る
を

得
ざ
る

者
は

、

妄
に

『

壇
經
』

を

付
す
る
こ

と
を

得
ず

。

諸
の

　

同
道
の

者
に

告
げ
て

、

密
意
を

知
ら
し

む
。

　
　
　
　

　

九
〇

　
尾

　
題

（

61
）

　
南
宗
頓
教

最
上
大
乘
壇
經
法
一

卷

　
　
＊

六

租
壇
經
卷
下
11
韶

州
曹
溪
山

六
祗

師
壇
經
卷
終
（

金
×
大
）

。

　
　

南
宗
頓
教

最
上

大
乘
壇
經
法
一

卷

　
　
　
　

　

九
一

　
刊
記

・

識
語

（

62
）

　
大
乘
志
三

十
、

大
聖
志
四

十、

大
通
志
五

十
、

大
寶

志
六

十
、

大
法
志
七

十、

大
徳

志
八

十
。

清
之
藏
志
三

十
、

清
持
藏
志
四

十
、

清

寶
藏
志
五

十、

清

蓮
藏
志
六

十
、

清
海
藏
志
七

十
、

大
法
藏
志
八

十
。

此
是

菩
薩
法
號

。

恵
听
本
『

六

租

壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石

井
）

　
　

　
　

（

66
）

　
六

租
壇
經
卷
下

六

租
壇
經
卷
下

　
　
　
　

（

67
）

　
後
敍

。

余
嘗
公
暇

、

信
覽
曹
溪
六

租
大
師
壇
經、

導

化
迷
愚
之

人
、

令
識
本
心

、

見
本
性

、

自
悟
成
佛

、

莫
向
外
求

。

言

直
理
玄

、

法

法
非
法

、

不
可

思
議

。

乃

勸
諸
善

、

諦
印
經
受
持

、

獲
大

功
徳

、

無
上

菩
提
者
也

。

　
大
中
祥
符
五

年
歳
次
壬

子
十
月
八

日
、

傳
教
弟
子
宣
徳

郎

守
尚
書
屯

田

員
外
郎
騎
都
尉
賜
緋
魚
袋
周
希
古
敍

。

都
勸
縁

廣
教

院
主
僣

保
昌

。

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

＝
一

七
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恵
听
本
『

六

祖
壇
經
』

の

研
究
（

績
）

（

石

井
）

一

二

八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

金
花
山
人
嚴
方

外
書

。

瀧
西

卓
　
海

　
刊
字

。

＊

後
敍

h
ナ

シ

（

金
）

（

大
）

（

興
）

（

寛
）

。

（

底
）

ハ

「

寫
點
了
」

ト

書
ス

。

（

金
）

ハ

刊
記
ア

リ

（

補
10
）

。

（

大
）

ハ

「

道
元

書
墨
付
八

十
四

折
」

ト

書
ス

。

（

興
）

ハ

「

慶

長
四

年
五

月
上

中
旬
初
拜
誦
此
經
伺
南
宗
奥
義
了
次
爲
新
學
加
朱
點
〈
而
已

〉
了
然
誌
之

慶
長
八

年
三

月
朔
日
至

八

日
一

遍
拜
讀
之

次
加
和

點
了
記
者
同
前
」

ト

書
ス

。

（

寛
）

ハ

別
ノ

刊
記
ア

リ

（

補
11
）

。

　
大
乘
志
三

十
、

大
聖
志
四

十、

大
通
志
五

十、

大
寶
志
六

十、

大
法
志
七

十、

大
徳
志
八

十
。

清
之
藏

志
三
十

、

清
持
藏
志
四

十
、

清

費
藏
志
五

十
、

清
蓮
藏
志
六

十
、

清
海
藏
志
七

十
、

大
法
藏
志
八

十
。

此
れ
は

是
れ
菩
薩
の

法

號
な

り
。

　
　
　
　
　

〔

補

注
〕

（

補
1

）

　
韶
州
曹
溪
山
六

砠
師
壇
經
序

　
　
性

體
處

空
、

本
無
名
相、

佛
租
出
興、

示
以
正

法
者

、

良

由
衆
生

妄
失

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
其
本
也

。

故
初
有
六

佛
、

而
釋
迦

紹
出
焉

。

釋
迦
七
七

年
導
化

、

復
憫
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

授）
　
＊

　
五

百
歳
鬪
諍
堅

固
。

邉
以

正
法
付
迦
葉

、

受
金
襴
信
衣

、

俾
妙
明

之
種
性

　
　
　
　
　
　
　

（

授
）

　
不

滅
也

。

衣
衣
相
受

、

法
法
相
承

、

列
位
西
乾
二

十
有
八

、

東
土

正
法、

　
自
逹
磨
始
興、

二

砠

出
于
北
齊

、

三

四

興
于
唐
代

、

曹
溪
六

租
、

得
衣
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
授
）

　
於
黄
梅
五

租
。

是
時
刺
史
韶
牧
等

、

請
六

祗
於

大
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恵
听
本
『

六

祀

壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石

井
）

　
　
　
　
　
き
ん

ぜ
ん

　
　
　
に
、

欣
然
と

し

て

曰

く
、

「

此
は

乃
ち

六

祗
傳
衣
の

地
な

り
。

是
の

　
　
　
　
い

ず
く

　
　

か

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　
　
ろ
う

は

ん

　
　
　
經
安
ん

ぞ

闕
く
べ

け
ん

や
」

。

乃
ち

其
の

句
讀
を

用

い

て

鏤
版
刊
行

　
　
　
し
、

以
て

其
の

傳
を

廣
う
す

。

『

壇

經
』

に

曰

く
、

「

後
人
は

『

壇

　
　
　
經
』

に

遇
う
こ

と
を

得
ば

、

親
し

く

吾
が

教
え
を
承

く
る
が

如
し

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
　
若
し

『

壇
經
』

を

看
ぽ

、

必
ず
當
に

見
性
す
ぺ

し
」

。

威
な

願
わ

く

　
　
　
は

衆
生
の

同
じ

く

此
の

道
を

證
せ

ん

こ

と
を

。

　
　
　
　
　
紹
興
二

十
三

年
六

月
二

十
日

。

右
奉
議
郎
・

椹
通

剣
薪
州
軍
州

　
　
　
　
　
　
　
ち

よ

う

し

け
ん

　
　
　
　
　
事

、

晁

子
健

、

謹
み

て

記
す

。

　
　
　
　
　
　

（

補
3

）

　
〈
砠

謂
明
日

、

不

思
善、

不
思

悪
、

正
與
麼
時、

如
何
是
上

座
本

　
來
面
目

。

明
大
悟

。

V
。

　
　
＊

租

稲
唯
（

寛
）

。

　
　
〈
租
は

明
に

謂
っ

て

日

く
、

『

善
を
思
わ

ず
、

惡
を

思
わ

ず、

正
に

與

　
麼
の

時
、

如

何
な
る
か

是
れ

上

座
本
來
の

面
目

』

。

明
、

大

悟
す

。

V
。

（

補
4

）

　
至

高
宗
朝、

到

廣
州
法
性
寺、

値
印
宗
法
師
講

涅
槃
經

。

時
有
風

　
ホ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
吹
旛
動

。

一

僭

云
旛

動
、

一

僭
云
風

動
。

惠
能
云
、

非
旛
動
風

動、

人

心

　
自
動

。

印

宗
聞
之
竦
然

。

　
　
＊

吹
11
有
（

寛
）

。

＊

一

11
二
（

寛
）

。

　
　
　
　

高
宗
の

朝
に

至
り
、

廣
州
の

法
性
寺
に

到

り、

印
宗
法
師
の

『

涅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ

た

　
　
　
槃
經
』

を

講
ず
る
に

値
う
。

時
に

風
の

吹
い

て

旛
動
く
有
り

。

「

僭

　
　
　
云

く、

『

旛
動
く

』

。

一

僭

云
く

、

『

風
動
く

』

。

恵
能
云

く
、

『

旛

動

　
　
　
き

風
動
く
に

は

非

ず、

人
の

心

自
ず
か

ら

動
く

な
り

』

。

印

宗
之
れ

　
　
　
　
　
　

し

よ

う
ぜ
ん

　
　
　
を

聞
い

て

竦
然
た
り
。

（

補
5

）

　
今
與
善
知
識、

授
無
相
懺
悔
、

滅
三

世

罪
、

令
得
三

業

清
淨

。

善

　
知
識、

各
隨
語
一

時
道

。

弟
子
等、

從
前
念
・

今

念
及

後
念、

念
念
不

被

一

三

〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

愚
迷

染、

從
前

所
有
惡
業
・

愚
迷

等
罪

、

悉
皆
懺
悔

。

願
→

時
溝
滅、

永

不

復
起

。

弟
子
等

、

從
前
念
・

今
念

、

及

後
念

、

念
念
不

被
橋
誑
染、

從

前
所
有
惡
業
・

橋
誑
等
罪、

悉

皆
懺
悔

。

願
一

時
泊…
滅、

永
不

復
起

。

弟

子

等
、

從
前

念
・

今
念
及

後
念、

念
念
不

被
疸

妬
染

、

所
有
惡
業
・

疽

妬

等
罪

、

悉

皆
懺
悔

。

願
一

時
消
滅

、

永
不

復
起

。

　
善
知
識、

已

上
是
爲

無
相
懺
悔

。

云

何
名
懺

、

云

何
名
悔

。

懺
者、

懺

其
前
愆

。

從
前
所
有
惡
業
・

愚
迷
・

僑
誑
・

疽
妬
等
罪

、

悉

皆
盡
懺、

願

不
復
起

。

是
名
爲
懺

。

悔
者

、

悔
其
後
過

。

從
今
已

後
、

所
有
惡
業

・

愚

迷
・

僑
誑

・

疽
妬
等
罪、

今
已

覺

悟、

悉

皆
永

斷
、

不

復
更
作

。

是
名
爲

悔
。

故

稱
懺
悔

。

凡
夫
愚
迷

、

只

知
懺
其
前
愆

、

不

知
悔
其
後
過

。

以
不

梅

故
、

前
愆
不

滅
、

後
過

又
生

。

前
愆

既
不

滅
、

後
過
復
又
生

。

何
名
懺
悔

。

　
＊

永
11
求
（

興
）

。

以

下

同
。

　
　
　
　
　
　
　
　

た

め

　
　
　

今
、

善
知
識
の

與
に
、

無
相
懺
悔
を
授
け
て
、

三

世
の

罪
を

滅
し

、

　
　
三

業
を

し
て

清
淨
な

る

こ

と

を

得
し
め

ん
L

。

「

善
知
識
よ

、

各
々

語

　
　
に

隨
っ

て
→

時
に

道

え
。

『

弟
子
等

、

前
念
・

今
念
よ

り

後
念
に

及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

ら

ゆ

　
　
ぶ

ま
で

、

念
念
に

愚
迷
に

染
せ

ら

れ
ず

、

從
前
の

所
有
る

悪
業
・

愚

　
　
迷
等
の

罪
を

悉
く
皆
な

懺
悔

す
。

願
わ
く
は
一

時
に

滄
滅
し
て
、

永

　
　
く
復
た

起
こ

さ
ざ

ら
ん

。

弟
子

等
、

前
念
・

今
念
よ

り

後
念
に

及
ぶ

　
　
　
　
　
　
　

き

よ

う

お

う

　
　
ま
で
、

念
念
に

僑
誑
に

染
せ

ら
れ

ず
、

從

前
の

所
有
る

悪
業
・

橋
誑

　
　
等
の

罪
を

悉
く

皆
な

懺
侮
す

。

願
わ

く
は
一

時
に

滔
滅
し

て
、

永
く

　
　

復
た

起
こ

さ

ざ
ら
ん

。

弟
子

等
、

前
念
・

今
念
よ

り
後
念
に

及
ぶ

ま

　
　
　
　
　
　
し

つ

と

　
　
で

、

念
念
に

疽
妬
に

染
せ

ら
れ

ず、

所
有
る

悪
業
・

疽
妬
等
の

罪
を

　
　
悉
く
皆
な

懺
悔
す

。

願
わ
く
は
一

時
に

淌

滅
し

て
、

永
く

復
た

起
こ

　
　
さ

ざ
ら
ん
』

」
。
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い

か

ん

　

　
さ
ん

　
　
　

「

善
知
識
よ

、

已

上
は

是
れ
無
相
懺
悔
と

爲
す

。

云

何
が

懺
と

名

　
　
　
　
　
　
　
　

げ
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
と
が

　
　

づ

け
、

云

何
が
悔
と

名
つ

く
る

。

懺
と
は

、

其
の

前
の

愆
を

懺
す

。

　
　

從

前
の

所
有
る

惡
業
・

愚
迷
・

僑
誑
・

疽
妬
等
の

罪
を

、

悉
く
皆
な

　
　
　

盡
く
懺
し

て
、

復
た

起
こ

さ
ざ

ら
ん

と

願

う
、

是
れ

を

名
づ

け
て

懴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
が

　
　
　

と

爲
す

。

悔
と

は
、

其
の

後
の

過
を

悔
ゆ

。

今
よ

り

已

後、

所
有
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
で

　
　
　

悪
業
・

愚
迷
・

橋
誑
・

疽
妬

等
の

罪
を

、

今
ま

已
に

覺
悟
し

て

悉
く

　
　
　

皆
な

永
く
斷
ち

、

復
た

更
に

作
さ

ず
、

是
れ
を

名
づ

け

て

悔

と

爲

　
　
　

す
。

故
に

懺
悔
と

稱
す

。

凡

夫
は

愚
迷
に

し
て
、

只
だ

其
の

前
の

愆

　
　
　
を

懺
す
る
こ

と

を
知
っ

て
、

其
の

後
の

過
を

悔
ゆ
る
こ

と

を

知

ら

　
　
　

ず
。

悔
い

ざ

る

を
以
て

の

故
に

、

前
の

愆
は

滅
せ

ず
、

後
の

過
又
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぽ

　
　
　
生

ず
。

前
の

愆

既
に

滅
せ

ず
、

後
の

過
復
又
た

生
ず

。

何
ぞ

懺
悔
と

　
　
　
名
づ

け
ん
」

。

（

補
6

）

　
三

科
法
門
者

、

陰
・

界
・

入
也

。

陰
是
五

陰
、

色
・

受
・

想
・

　
行

・

識
是

也
。

入

是
十
二

入、

外
六

塵
、

色
・

聲
・

香
・

味
・

觸
・

法
、

　
内
六

門、

眼
・

耳
・

鼻
・

舌
・

身
・

意
是
也

。

界
是
十
八

界
、

六

塵
・

六

　
門
・

六

識
且
κ

也
。

　

自
性

能
含
萬一
法

、

　

名
含
藏
識

。

　

若
起
思
且

思
、

　

即
是
轉

　
識

、

生
六

識、

出
六

門
、

見
六

塵
。

三
六
一

十
八
、

由
自
性
起
用

。

自
性

　
若
邪、

起
十
八

邪
。

自
性

若
正、

起
十
八

正
。

含
惡

用
帥
衆
生
用

、

善
用

　
即
佛
用

。

用
由
何
等

。

由
自

性
有

。

　
　
　
　
三

科
の

法
門
と
は
、

陰
・

界
・

入
な
り

。

陰
は

是
れ

五

陰
、

色
・

　
　
　
受
・

想
・

行
・

識
是

れ
な

り
。

入
は

是
れ
十
二

入
、

外
の

六

塵
は、

　
　
　
色
・

聲
・

香
・

味
・

觸
・

法
な

り、

内
の

六

門
は
、

眼
・

耳
・

鼻
・

　
　
　
舌
・

身
・

意
是
れ

な
り

。

界
は

是
れ

十
八

界

に

し

て
、

六

塵
・

六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん

ぞ
ら

し

に

　
　
　
門
・

六

識
是
れ
な

り
。

自
性
の

能
く

萬
法
を

含
む

を

含
藏
識
と

名
づ

恵
听
本
『

六

祗

壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石

井
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

ん

じ
き

　
　
　

く
。

若
し

思

量
を

起
せ

ぽ
、

帥
ち

是
れ

轉
識
に

し

て
、

　
六

識

を

生

　
　
　
じ

、

六

門
よ

り

出
だ

し、

六

塵
を

見
る

。

三

六
一

十
八

、

自
性
に

由

　
　
　
っ

て

用
を
起
す

。

自
性
若
し

邪
な
れ
ぽ

、

十
八

の

邪
を

起
す

。

自
性

　
　
　
若
し

正
な
れ
ば
、

十
八

の

正
を

起
す

。

惡
を

含
む

用
な
ら

ぽ
、

卻
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
に

　
　
　
衆
生
の

用
な
り
。

善
用
す

れ
ぽ

、

帥
ち

佛
の

用
な
り
。

用
は

何
等
に

　
　
　
か

由
る

。

自
性
に

由
っ

て

有
り

。

（

補
7

）

　
對
法

、

外
境
無
情
五
對

。

天
與
地
封
・

日
與
月

對
・

明
與
暗
對
・

　
陰
與

陽
對
・

水
與

火
封

。

此
是
五

封
也

。

法
相
語
言
十
二

對
。

語
與
法

　
對
・

有
與
無
對
・

有
色
與
無
色
對
・

有
相

與
無
相

對
・

有
漏
與
無
漏
對

・

　
色
與
空
對
・

動
與
靜
封
・

清
與
濁
對
・

凡
與
聖
封
・

僭
與
俗
對
・

老
與
少

　
對
・

大
與

小

對
。

此

是
十
二

對
也

。

自
性
起
用
十

九
對

。

長
與
短
對
・

邪

　
與
正

對
・

癡
與
恵
對
・

愚
與
智
對
・

亂
與
定
對
・

慈
與

毒
對
・

戒

與
非

　
對
・

直
興
曲
對
・

實
與

虚
對

・

險
與
夲

對
・

煩
惱
與
菩
提

對
・

常
與
無
常

　
對
・

悲
與
害
對
・

喜
與
嗔
對
・

捨
與
慳
對
・

進
與
退
對

・

生
與

滅
對
・

法

　
身
與
色
身
封

・

化
身
與

報
身
對

。

此
是
十
九

對
也

。

　
　
　
　
　
　
　

を
よ

う

　
　
　
　
封
法
は

、

外
境
の

無
情
に

五

對
あ
り

。

天
と

地
と
の

對
・

日

と
月

　
　
　
と
の

封
・

明
と

暗
と
の

對
・

陰
と

陽
と
の

對
・

水
と

火

と

の

對

な

　
　
　
り
。

此
れ
は

是
れ

五
對
な
り

。

法
相
の

語
言
に

十
二

對
あ
り
。

語
と

　
　
　
法
と
の

對
・

有
と

無
と
の

對
・

有
色
と

無
色
と

の

對
・

有
相
と

無
相

　
　
　
と
の

對
。

有
漏
と
無
漏
と
の

對
・

色
と

空
と
の

對
・

動

と

靜

と

の

　
　
　
對
・

清
と
濁
と

の

對
・

凡
と

聖
と
の

對
・

僣
と

俗
と
の

對
・

老
と

少

　
　
　
と
の

樹
・

大
と

小
と
の

對
な
り
。

此
れ
は

是
れ

十
二

對
な
り
。

自
性

　
　
　
の

用
を

起
す
に

十
九
對

あ
り

。

長
と

短
と
の

對
・

邪
と

正
と
の

封
・

　
　
　
癡
と

惠
と
の

對
・

愚
と

智
と
の

對
・

亂
と

定
と
の

對
・

慈
と

毒
と
の

＝

三
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恵
听
本
『

六
祗

壇
經
』

の

研
究
（

續
）

（

石
井
）

　
　
　
對
・

戒
と

非
と
の

封
・

直
と

曲
と
の

對
・

實
と

虚
と
の

封
・

險
と

卒

　
　
　
と
の

對
・

煩
惱
と

菩
提
と
の

對
・

常
と

無
常
と
の

封
・

悲
と

害
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん

　
　
　
對
・

喜
と

嗔
と
の

對
・

捨
と

慳
と
の

對
・

進
と

退
と
の

對
・

生
と

滅

　
　
　
と
の

對
・

法
身
と

色
身
と
の

對
・

化
身
と

報
身
と
の

封
な
り

。

此
れ

　
　
　
は

是
れ
十

九
封
な
り

。

（

補
8

）

　
〈
及
具

王
維
碑
銘

。

〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

ぶ
さ

　
　
〈
及
び

王

維
の

碑
銘
に

具
に

す
。

〉

（

補
9
）

　
至
元

和
十
一

年
、

詔

追
諡
日

大
鑑
禪

師
。

事
具
劉
禹
錫
碑

。

　
　
　
元
和
十
一

年
に

至

り
、

詔
し

て

追
諡
し

て

大
鑑
禪
師
と
日

う
。

事
は

　
　
り
ゆ

う

う
し
や
く

　
　
劉
禹
錫
の

碑
に

具
に

す
。

（

補
10
）

　
椴
〈
不
遠
〉
縁
化

施
財、

莫
信

奬

〈
孝
恩
〉

興
室
中

。

陳

〈
九

　
娘
〉
捨
貳
貫
文

。

朱
く
最
禮
V、

朱
〈
碗
〉、

李
〈
三

娘
〉

、

各

捨
壹
貫

　
文

Q

即
鄭

く
甜

訣

V
、

鞘
兩
〈
宗
〉、

陳
く
歿口
V

、

張
く
六

娘
V、
　

各

捨
士

宣

貫

　
文

、

省
。

王
勉

等
十
人

、

各
捨
伍
佰

文
、

省
。

結
此
勝

因、

普
霑

善
果

。

　
勸
縁
比

丘、

住
保
壽
庵
最
樂

。

　
　
都
勸
縁
比
丘

、

佳
安
元

報
恩
禪
院
賜
紫
祗
印

大
師
〈
紹
査
仍
捨

。

貳
貫

　
文、

省
〉

。

將
仕
郎
陳
栖
捨
俸
金
貳
阡、

爲
母

親
奬
く
代
六

娘
V

、

願
延

　
景
幅

。

仙
谿
林
〈
師
盆

〉
。

捨
俸
金

貳
阡

、

省、

助
縁

。

壇
經
之
費

、

願

　
一

切
含
靈

、

得
聞
此
經

、

不

渉
二

乘、

悉

證
無
上

菩
提

。

　
　
そ
の

外
に

（

金
）

ハ

三

八

丁

裏
に

　
金
山
寶
藏

祕
書、

此
壇
經
正

本
、

賀
州
大
乘
寺
室
中
有
之
外

、

扶
桑
之
珍

　
書
也

。

　
と

あ
り
、

裏
表
紙
の

内

側
に
、

　
延
享
四

丁

卯
七
月

、

再
修
表
帙

、

備
足
落
字

。

天
寧
現
佳
白
英
記

。

小
子

一

三

二

　
祀
鏡
修
補

。

　
と
あ
り
、

ま

た
、

帙
底
の

内

側
に

、

　
延
享
四

丁
卯
七

月
上

澣、

再
修

表
帙

、

而
備
足
闕

文
蝕
字

。

金
山

天
寧
常

　
佳
現
白

英
惠
玉
記
焉

。

　
此

壇
經
全
部
二

卷、

出
于
金
山
寶
藏
祕
函
之
中

矣
。

今
流
布
于
世
叢
林
壇

　
經

、

舊
刊
新
創
不
一

、

或
多
或
省
分
門
字
數
皆

失
。

本
經
之

正

者

閲

有

　
之

、

末
流

學
者

、

不
能
無
疑
於
其
閲
也

。

特
祕

賀
北
洞
宗
大
乘
禪
寺
寫
本

　
壇
經
耳

、

爲
正
本

傳
焉

。

今
以

此
二

册

考
合
之

、

不

遑
一

字
、

只

有
闕
紙

　
數
枚
爲
恨
而

已
。

幸
得
賀
北
正

本
寫
書

、

而

書
加

而
備
足

之
。

永

莫

廢

　
失

。

至

囑
。

　
と

あ
る

。

（

補
11
）

　
寛
永
辛
未
暮
春
吉
且
、

中
野
市
右
衞
門
梓
行

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

九
八

〇
・

七
・
一

三

〔

付
記
〕

　
こ

の

論
文
は

昭

和
五

十
四

年
度
駒
沢
大
学
特
別
研

究
個
人
研
究
費

　
　
　
に

よ

る

研
究
課
題
「

惠
听
本
『

六

姐

壇
經
』

の

研
究
」

の

研
究
成
果

　
　
　

報
告
の
一

部
で

あ
る

。
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